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プログラムを作る場合、実際のメモリのアドレ スや、複雑な機械語を使うよりも、アセンブリ語を用いる方

がずっと楽に作成できる。

メモリ・アドレ スをシンボリックなラベルで表わしたり、命令語をニーモニック・コードで表わしたりする。

ラベルはプロ グラム中の特定のステップに付けるシンボルで、プログラマがそのステップの位置を、容易に

見つけ出せるようにする効果がある。

オペランドを使って命令語をより細分化し、具体的に表現することができる。メモリ、レ ジスタ、定数など

がオペランドになる。

アセンブリ語には、機械語に対応するニーモニック以外に、アセンブ ラ自身に対する命令語も含まれている。

たとえば、アセンブラに指示を与える擬似命令があるが、これは機械語には変換されず、単にアセンブ` ﾘ作

業のための指示となる。

アセンブリ語で書いたものをソース・プログラムと呼び、多数行のステートメント( シンボリックな命令の

集まり) から成っている。

各ステートメントは1 ないし4 の要素( ラペル、オペレーション、オペランド、コメント) から成り、1 行

以内で書く。

このソース・プロ グラムをアセンブラでアセンブルすることにより、機械語のオブジェクト・プログラムが

得られ、実行ができるようになる。
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2｡1 アセ ンブ リ 語

Z-80 のアセンブリ語は オペコード( オペレーション・コード) の数を少なくし、オペランドに意味を持た

せるという考えで設計されていて、覚えやすく、また読みやすいという特長を持っている。

たとえば、データの転送に関しては1 つのオペコードLD を使い、転送元( ソース) と転送先( デスティ

ネーション) の指定はオペランドで行う。この場合、第1 オペランドをデスティネーション、第2 オペラン

ドをソースとしている。

LD  A,B     ; A ←B

これはレジスタB の内容をレジスタA に転送する命令である。

LD  C,3FH

これは値3FH(H は16進数の意味) をレジスタC にロードする命令である。

括弧ぱ その値に対応するメモリまたは入出力ポートの位置" という意味で使用する。

たとえば、次のような命令、

LD  HL,(1000)

はメモリ1000(10 進数) 番地( および1001番地) の内容を、16ビットのレジスタ・ペアHL にロードする

命令である。

LD (IX+6) 、B

この命令はレ ジスタB の内容を、16ビットのインデックス・レジスタIX の現在の内容に、6 を加えた値

で指定されるメモリに ストアするものである。

アセンブリ語の命令は覚 えやすく、使いやすいものでなければならない。また、誤りの見つけやすさ、ソ

フトウェアの保守の容易さも重要なことである。

Z -80 のアセンブリ語はそれらの点について、良く配慮されている。

2｡2 オ ペ ラン ド

オペランドはオペコードにさらに細かい意味付けをするためのもので, 特定の予約語( キー･ワード), 数

値, ラベルなどである。

予約語は次のとおりである。

1)8 ビットのレジ スタ名:A,B,C,D,E,H,L,I,R

2)16 ビ ッ

(8 ビ ッ

ペ ア を

の
の
む

ト
ト
含

レジスタ名:IX,IY,SP,AF,BC,DE,HL
レジスタ・
)
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3) 補助レジスタ・ペア名:A F', B C', D E', H L'

4) プ ラ グ の 状 態 名:C( キャリ),NC( ノン・キャリ),Z( ゼロ),NZ( ノン・ゼロ)

M( マイナス),P( プラス),PE( パリティ偶数),PO( パリティ奇数)

a.< オペランドの記号>

オペランドに用いる記号を次のように定めておく。

1)r  : レジスタA,B,C,D,E,H,L のいずれかを指す。実際の操作はそのレジスタの

内容について行われる。

2)(HL): レジスタ・ペアHL の内容で指定されるメモリを指す。実際の操作はそのメモリの内容

について行われるので注意すること。

3)n   :1 バイトの値で,O ≦n ≦255.

4) nn  :2 バイトの値で,O ≦n ≦65535.

5)d   :1 バイトの値で,-128 ≦d ≦127.

6)(nn):2 バイトの値nn で指定されるメモリを指す。実際の操作はそのメモリの内容について行

われる。

7)(n):1 バイトの値n で指定される入出力ポートを指す。実際の操作はその入出力ポートの内

容について行われる。

8)b   :O から7 までの範囲の値。

9)e   :1 バイトの値で,-126 ≦e ≦129 。

10) cc  : 条件ジャンプJP,CALL,RET 命令などにおけるプラグの状態を指す。

11)qq : レ ジスタ・ペアB(j,DE,HL,AF のいずれかを指す。実際の操作はそのレジスタの内

容について行われる。

ss  : レジスタ・ペアBC,DE,HL,SP のいずれかを指す。

pp  : レジスタ・ペアBC,DE,IX,SP のいずれかを指す。

rr  : レジスタ・ペアBC,DE,IY,SP のいずれかを指す。

dd : レジスタ・ペアBC,DE,HL,SP のいずれかを指す。

(ss とは, 機械語レベルで異なっている)

12)s   :r,n, 田L),(IX 十d),(IY 十d) のいずれかを指す。

13)nl   : r,(HL),(IX 十d),(IY 十d) のいずれかを指す。

2｡3 アセンブリ記法(シンタクス)

アセンブリ語で書くソース・プログラムは1 行内に、ラペル、オペ コード、オペランド、コメントのいく

つかを含んでいる。

ソー ス・プロ グラムは擬似命令ORG によって、それ以降の命令群のメモリ上での位置が定められる。ORG
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命令がなければ、自動的にメモリ0000 番地から配列されるが、ソース・プログラムの先頭にはORG を入

れた方がよいo

Z -80 の命令セットには、包括的な74のオペコード(LD など) と、25の予約語(A,NZ など) があり、

オペコードとオペランドを残らず組み合わせると、694 の命令になる。

a.< アセンブラの書式>

ソー ス・プロ グラムは一定の書式で書く必要がある。その代表的な命令行を示す。

ラベ ル  オペ コードL00P:

LD オペ
ランドBC,MAX コメント

; GET,MAX

ここで、ラベルL00P はLOAD(LD) 命令の場所を特徴づけるためのもので、この命令行が置かれて

いるアドレスを指すのに使うことができる。

オペランドとして、1ないし2 個の語があり、これらは1 ないしそれ以上のコンマ､ またはスペースで区切る。

コメントはセミコロンで始め、ラベルは第1 コラムから書き始めるか、最後にコロンを置く。

2｡4 アセンブラ規約

a 。< ラベル>

ラベルは16ビットまでの値を意味するシンボルであり、アドレ スまたはデータに代えて用いられる。

このラベルはプロ グラマの識別が容易な単語あるいは文字列で書けばよい。文字列のうち､初めの6文字

のみが有効で、それ以上の分は無視される。最初の文字は英文字でなければならない。

ラペルは行のどの位置から書き始めてもよいが、後尾にコロン(:) を付さねばならない。行の第1 コラ

ムから書き始めれば、コロンは省略できる。

ラベルはそれが置かれている行のロケーション値、またはそれと等価であると指定した値とともに、ラ

ベル・テーブ ルに貯えられ、ラベルがオペランドとして書かれている箇所があれば、テーブルから引いて

きて、その値を充当する。

b,< 表現式>

表現式は1 ないし数個の項から成っていて､定数､変数､関数などが､演算子でつながれたものである。

この式はアセンブラの解読能力によって種々の制限があるが、Z -80 アセンブラでは、算術演算と論理

演算の数種が許される。式は左から右へ順次計算され、括弧などで優先順位をつけることはできない。

演算子の種類を次に示す。

演 算 子-

米
 
/

機 能一

加 算

減 算

乗 算

除 算
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& 論理禎

論理和

スペー スや タブの ようなデ リミタ( 境 界子、分 離子) が 式の中にあ って もよい が、 コンマ は式の区切 りを

意味す るので、 使用の際には 注意を要す る。

演算は すべて16 ビ ットで行 われる。

8 ビ ットの値しか 許さ れな い箇所で も、演算結果が8 ビ ット以 内であ れば、16 ピ ットの値 を含んだ式 を

使用し ても よい。こ の場 合下 位8 ビ ット だけ が採 用される。

特別 の場合 とし て、JR( 相 対 ジャンプ) あ るいはDJNZ(Decrement and Jump if not Zero) 命 令 では､ オペ

ラッ ドにア ドレ スを意味 するラベ ルが 書かれてい れば 、ア センブラは 自動 的にア ドレ ス値の 差を充当する。

こ の差 は-126 か ら+129 ま で の範囲 でなけ れば ならない。 次に例 を示 す。

L00P:  LD      

一 一

一一

JR

BC,MAX

C,L00P

(差)<129 バ イト

シンボル$ はその時点でのアドレ ス値として使える。

たとえば、

JR  $+5

は、この命令のあるアドレ スから5 バイト後のアドレスへ、相対ジャンプする命令である。

c.< 擬似命令(アセンブラ命令)>

擬似命令はZ -80 自身に対する通常の命令と異なり、アセンブラに対する命令である√

アセッブ`り作業に指示を与えるだけで、命令そのものが、Z -80 の機械語に直接変換されることはない。

ただ、その命令のオペランドが機械語に変換されることはある。たとえば、DEFB 命令など。

アセンブラ命令を次に示す。

ORG   nn   アドレ スをnn にセットせよ。

EQU

END

nn

DEFB  n

DEFB ゛S'DEFW nn

DEFS

DEFM

nn

“S'

この行のラベルの値をnn にし、プログラム内で。そのラベルがオペランドとし

て使われている所には、その値nn を充当せよ。

ソース・プロ グラムの終端 とせよ。この命令をソースの最後に付しておかないと、

アセンブリ作業は正しく終了しない。

この行の位置(アドレ ス)に、値n をそのままセットせよ。

この行の位置(アドレス)に、1 文字S のアスキー・コードをセットせよ。

この行の位置(アドレス)と次の位置に、2 バイトの値nn を下位バイト、上位バ

イトの順にセットせよ。

この行の位置(アドレ ス)から、nn バイト分だけ、メモリ領域を確保せよ。

この行の位置(アドレ ス)から、文字列S をアスキー・コードでセットしていけ。

文字列S の文字数は1 から63 までの範囲である。
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汗) ≒`汚行 の脱字に は 、ア ドレ ペダ､iか 片し にこい くためにy セ シブう 自身 か員八

ミ いろ りフ アレ ン フ、・カウ ー タノう内容に 対心してい る

d.< デ リ ミタ( 境 界子)>

デ リ ミ.夕は｀ﾉ‥ ス・ソ ロ ソう ム行内力 芥要素が区り川 としてJI｣い､` ､れ 、コニ､マ 、フ､へｰ 一久、タブご と~yr.･.|･)jS  

迦 常 、 スヘ‥ ス. タブにIx:u 川 とこ･る か、 人現 入力中ノ福i jc 算｣'づ 小｣･後 てに 嘸祝うれる

e.< コ メ ン ト( 注 釈)>

コメントはプロ グラム力 地やすさ、 ソフ ト! ノエアカ 保守力吟 易さ 今得 るために 、ソー-ス ・プ ロ グう ムに､に

へしてお く説明､IF.きでjい 几 オブ ジェ クlヽ . 一一ノロ ダラムには 出 勾され乙･い

コ メントは 初めに ヤ レJ ロ シ 今付サご 、h ツドブノバ､リI･≒ぐ バ丁七 、|:う 始力､じれ ろ

-

j





プラグ・レジスタ(F とF') は、適時、プロ グラマが、CPU のステータス( 状態) を調べるこ とができる

ように設けられている。

各プラグのビット位置は次のとおりである。

7   6   5   4   3   2   1   0

S �Z �X �H �X �P/V �N �C

C : キャリ・プラグ

N : 加/減算プラグ

P/V : パリティ/オーバ・フロー・プラグ

H : ハーフ・キャリ・プラグ

Z  : ゼロ・プラグ

S : サイン・プラグ

X : 未使用

これらのプラグはCPU の動作により、セットあるいはリセットされる。

C,P/V,Z,S はプロ グラマが、条件ジャンプ、コールなどの命令によって調べることができるが、BCD

演算に用いられるH,N は直接調べることはできない。

a.< キャリ・プラグC>

キャリ・プラグのセット、リセットは行われる演算操作によって異なる。

“ADD" 命令でキャリが出た場合、“SUB" 命令でボローが出た場合に、キャリ・プラグはセットされ

るo それぞれ、キャリ、ボローが出なければ、キャリ・プラグ はリセットされてしまう。

“DAA" 命令で10進補正を行う条件が揃ったときに、キャリ・プラグはセットされる。

゛RLA,RRA,RLS,RRS" 命令において、キャリ・プラグはリンク(連結)の中の1 ピットとし

て含められる。

‘` RLCA,RLC,S LA" 命令において、キャリ・プラグ に、レジスタ、メモリのビット7 の内容が

シフトされてきて残る。

‘` RRCA,RRC,SRA,SRL" 命令において、キャリ・プラグに、レジスタ、メモリのビット0 

の内容がシフトされてきて残る。

゛AND,0R,XOR" 命令で、キャリ・プラ グはリセットされる。

キャリ・プラグぱSCF" 命令でセットされ、“CCF" 命令で反転する。
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b.< 加/減算プラグN>

このプラグぱ ｀DAA" 命令を実行する際にチェックされる。

“ADD" 命令で‘` O" にリセットされ、“SUB" 命令で｡‘` 1" にセットされる。

C.< パリティ/オーバ・フロー・プラグP/V>

算術演算において、アキュムレータに置かれるべき結果が、-128 から+127 までの範囲を超えていれば、

このプラ グがオーバ・フローによりセットされる。 2 の補数表現においてオーバ・フローが生じた場合に

セットされる。

以下に、このプラグがセットまたはリセットされる条件について述べる。

1) たがいに符号の異なる値の加算ではリセットされる。

2) たがいに同じ符号の値の加算で、結果が異符号になれば、セットされる。

デシマル    バイナリ

例    +120 = 0111 1000

( 十)+105 こ 0110 ・ 1001

- 31 = 1110 0001(OVER)

3) たがいに同じ符号の値の減算ではリセットされる。

4) たがいに異なる符号の値の減算では、各値の大きさによって異なる。

次のような場合、セットされる。

例

( )

デ シマ ル    バ イ ナ リ

+127 = 0 1 1 1 1 1 1 1

- 64 二 1100 0000

- 65 二 1 0 1 1  1 1 1 1(OVER)

このP/V プラグはまた、論理演算、ローテイト命令において、結果のパリティ(1 バイト中の“ド｀の

数) を調べるのに使用される。

1 の総数が奇数ならば、P=O( パリティ奇数) となり、総数が偶数ならば、P=1( パリティ偶数) とな

る。

‘` CPI,CPIR,CPD,CPDR" のサーチ命令や、“LDI,LDIR,LDD,LDDR" のよう

なブロック転送命令の実行時、このP/V プラグはバイト・カウンタ(BC) の状態をモニタしていて、バ

イト・カウンタが零でない場合、プラグぱ1" で、カウンタが零になったとぎ( ド となる。

゛LD A,I" ど ｀LD A,R ｀'命令の実行時、IFF2( 割り込みイネーブル・フリップ･プロップ2)

の内容が、このP/V プラグに移されるので、IFF2 の内容 をセーブしたり、テストしたりできる。

入出力デバイスから、゛IN r,(C)" 命令で、1 バイトずつ読み込む場合、このP/V プラグはデータ

のパリティに応じて、セットかリセットされる。
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d 。< ハーフ・キャリ・プラグH>

ハーフ・ キャリ・プラグは、8 ピットの算術演算でのビット3 とビ ット4 のあいだのキャリ、ボローの

有無によって、セットかリセットされる。

このプラグはBCD の加算あるいは減算の結果を、‘` DAA" 命令で補正する際に利用される。

キャリ、ボローがあれば“1" にセットされ、なければ“O" にリセットされる。

e.< ゼロ・プラグZ>

ゼロ・プラグは、ある命令の実行の結果が零であるか否かによって、セットかリセットされる。

8 ビットの算術、論理演算の結果、アキュムレータの内容が零ならば、プラグぱ ｀1｀'にセットされ、

零でなければ、“O" にリセットされる。

サーチ命令において、アキュムレータの値とレジスタ・ペアHL で指定されたメモリの値とが一致した

場合、ゼロ・プラグぱ1" にセットされる。

ビット・テスト命令において、指定されたビットの補数値が、このゼロ・プラグに置かれる。

入出力命令“INI,IND,0UTI,0UTD" において、入出力データB から1 を減じた値、B -I

が零ならば、ゼロ・プラグはセットされ、零でなければ、リセットされる。

また、“IN r,(C)" 命令では、入力データが零ならば、プラグはセットされる。

f.< サイン・プラグ(符号)S>

サイン・プラグはアキュムレータのビット7 の内容を保持し、演算の際に利用する。

符号付演算では、2 の補数を使い、ビット7 が“O" ならば正数、ピット7 が“1" ならば負数とする。

正の数の大きさは7 ビット分(O~127) で、負の数の大きさは、同じく、7 ビット分(-1~-128) で

与えられる。

入力命令“IN r,(C)" で、デー タを読み込む場合、サイン・プラグに、データの正、負かそれぞれ

“O"､ “1" でセットされる。
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Z -80 の命令 グループ

ト)8 ﾋﾞ一月･ ロード グループ

2)16 ビ い川ヽ ロード グループ

3) 交換、ブロック転送、サー一千 グループ

4)8 ビ･･川ヽ 算術、、産J!11演算 グループ

5) 汎川算術演算、CPU 制御 グループ

6)16 ビ･丿ヽ 算術演算 グループ

7) ロー-デイト、ツフト グループ･8)

ビ・ 卜操作t セ･バヽ、リセ バヽ、テ スト) グループ･

9･) ジャンプ グループ･

10) コール、リターン グループ

11) 人出力 グループ

注) 命 令の説明にお いて。 次の ように定め てお く。

実 行サ イ クル、 ステート 、時 間として 、

M サ イ クル=i          ; il 固のマ シン ・サイ クル

T ステート=j(mo 十ml 十‥･十mi); j 佃 のT ステート( 各マ シン･ サ イクルにおけるT ス､デートの総和)

実 行 時 問=1 μs(f(ﾘ      ; 実 行 時 間〔T ステー|･の総 数とクロ･･ノク川 期L/G･ との 積〕

( クロ･･、ク 周波 数)

プ ラ グとは、 条件プ ラ グF(F') の 内 容 を意味する。

CY( キ ャI川 はC と略 記するこ ともある。
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｡L[? プ' プ レj 瞳卜しご 二引   ゛` j ゛

レジスタr' の内容をレ ジスタr にロードする。r,r'

とオブジェ クト・コードは次のとおり。

レ ジスタ  r,r'
一 一
A  = 111 

B  = 000 

C  = 001 

D  = 010

( オペランド r,r')

オブ ジェ クト ・コード

0,1j ←jr1 →yl ry →

E  = 011

H  = 100

L  = 101

実 行 : M サイクル:1,T ステート:4, 実行時間:1.00 μS(4MHZ)

プラグ : 変化せず。

例  : レ ジスタE の内容が10H のとき

LD H,E

を実行すると, レジスタH の内容も10H となる。

とLLL ぬ,j …………謡J 鵬 朧朧,

8 ビット整数n をレジスタr にロードする。r

とオブジェクト・コードは次のとおり。

レ ジ ス タ
ー

A  =

B
C

D
E

H
 
L

一一

一一

一一

一一

一一

一一

「
111

000

001

010

011

100

101

( オペランド r,n)

オブ ジェ クト・コード

0

1

0

j

←

I

r

l

→

1

1

1

1

1

0

1_ 1  1  

r 

L     

)

実 行 : M サイクル:2,T ステート:7(4+3), 実行時間:1.75 μS(4MHZ)

プラグ : 変化せず。

例 レジスタE の内容が何であっても、

LD E,5AH

を実行すると、レジスタE の内容は5AH となる。
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( オペランド r,(HL))

レジスタ・ペアHL の内容で指定されるメモリの8 ビットの内容をレジスタr にロードする。r

とオブジェクト・コードは次のとおり。

レ ジス タ
ー
A  = 

B  = 

C  = 

D  = 

E  = 

H  = 

・L  =

「
111

000

001

010

011

100

101

オブ ジェ クト ・コー ド

0

1

1

1

←

t
r, →111110

実 行: M サイクル:2,T ステート:7(4+3), 実行時間:1.75 μS(4MHZ)

プラグ : 変化せず。

例  : レジスタ・ペアHL の内容が202AH で, メモリの202AH 番地の内容が58H のとき

LD C,(HL)

を実行すると, レ ジスタC の内容も58H となる。

( オペ ラン ド r,(IX 十d))

インデックス・レジスタIX の内容にディスプレ イスメントd を加えた値で指定されるメモリの8

ビットの内容をレジスタr にロードする。

r とオブジェクト・コードは次のとおり。

レジスタ   r一 一 A 

= 111 

B  = 000 

C  = 001 

D  = 010 

E  = 011 

H  = 100 

L  = 101

オブ ジェ クト・コー ド

1

1

1

1

0

1
1,1,1

1

0

j

l  l)I) 

0

1

1

1
←,r, →11,1,0

二? 二

実 行 : M サ イ クル:5,T ス テ ート:19(4+4+3+5+3), 実 行 時間:4.75 μS(4MHZ)

プ ラ グ : 変 化 せ ず。

例  : インデックス･レジスタIX の内容 が25AFH のとき,ディスプ レイスメントd を19H とす ると

LD B,{IX+19H}
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を実行すると、メモリの25C8H 番地の内容がレジスタB にロードされる。

ディスプレ イスメントd は直接指定できるが、インデックス・レジスタIX の内容は

後述するロード命令でまえもって指定しておく必要がある。

ILD r,(IY 十d)  ; ・←(IY+d)|        ( オペランド r,(IY 十d))

前述のLD r, (IX 十d) と同様で、もう1 つのインデックス･レジスタIY の内容に、デ ィスプ

レイスメントd を加えた値で指定されるメモリの8 ビットの内容を、レ ジスタr にロードする。

r とオブジェ クト・コードは次のとおり。

レ ジスタ

A
 
B

C

一一

一
一

一一

「
111

000

00!
D  = 010

E  = 011

H  = 100

L  = 101

オブ ジェ クト・ コード

1

1 

1

1 

1

E
1,1,1101 1  FD 

0,1
1

←

1

r

l

→

1

1

1

1

1

0

づT? 二

実 行 : M サ イ クル:5,T ステ ート:19(4+4+3+5+3) 、 実 行時間:4.75 μs(4MHz)

プ ラ グ : 変 化 せ ず。

例  : 前 述 のLD r,(IX 十d) の 例 と同 様で、インデ ッ クス･ レ ジスタIY の 内容 が25AFH の

と き、 デ` イ スプレ イ スメントd を19H とす ると、

LD B,(IY+19H)

を 実 行する と、 メモ リの25C8H 番 地 の 内容 がレ ジス タB に ロ ードされる。

デ ィ スプレ イス メントd は 直接指定 できるが 、インデ ッ クス・レ ジスタIY の 内容 は

後述するロ ード命令 で まえ もって指定し てお く必要 がある。

ILD (HL),r   ;(HL) ←, ( オペ ラン ド(HL),r)

レジスタr の内容をレジスタ・ペアHL の内容で指定されるメモリにロードする。r

とオブジェ クト・コードは次のとおり。
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レジスタ
ー
A  こ

B  =

C  =

D  =

E  =

H  =

L  =

「
111

000

001

010

011

100

101

一 一

オブ ジェ クト ・コー ド

O

I 

1

1

1

1

≒O

I

←

i
≒ →

実 行 : M サイクル:2,T ステート:7(4+3), 実行時間:1.75 μS(4MHZ)

プラグ : 変化せず。

例  : レジスタ・ペアHL の内容が0055H で, レジスタB の内容が3AH のとき

LD(HL),B

を実行すると, メモリの0055H 番地の内容も3AH となる。

上? ノI)(+d),r ;(lx 十d) ←「 ( オペランド(IX 十d),r)

レジスタr の内容を、インデックス・レジスタIX の内容にディスプレ イスメントd を加えた値

で指定されるメモリにロードする。

r とオブジェ クト・コードは次のとおり。

レジスタ   r-- A

= 111 

B  = 000 

C  = 001 

D  = 010 

E  こ 011 H  =

100 

L  = 101

オブジェ クト・コード

1 1

1

0

1

1

1

1

1

1

1

0,1  DD

O

上

1

1

1

1

1

1

0

1

←

I

r

l

→

1  1  1 

? 

l  l  l

実 行: M サイクル:5,T ステート:19(4+4+3+5+3), 実行時間:4.75 μS(4MHZ)

プラグ: 変化せず。

例  : レジスタC の内容が3BH で, インデックス・レジスタIX の内容が2100H のとき

LD(| ×+5H),C

を実行すると, メモリの2105H 番地の内容 も3BHとなる。
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-

(オペランド(IY 十d) 、r)

レジスタr の内容を、インデックス・レジスタIY の内容にディスプレイスメントd を加えた値

で指定されるメモリにロードする。

r とオブジェクト・コードは次のとおり。

レジスタ   r            オブジェクト・コード

.A  = 111

B  = 000

C  = 001

D  = 010

E  = 011

H  = 100

L  = 101

1
1
1
1_111,111  0 1  FD

匹 千 千 コ

ニ? ニ ブ

実 行: M サイクル:5,T ステート:19(4+4+3+5+3) 、実行時間:4.75 μS(4MHZ)

プラグ: 変化せず。

例  : レ ジスタD の内容が4CH で、インデックス､・レ ジスタIY の内容が3200H のとき

LD(IY+6H) 、D

を実行すると、メモリの3206H 番地の内容も4CH となる。

口 ( オペ ランド(HL),n)

8 ビット整数n をレジスタ ーペアHL の内容で指定されるメモリにロードする。

オブジェクト・コードは次のとおり。

オブ ジェ クト・コード

O

I

O

1

1

1
1,0,1

1

1

1

0  36

1  1  1  

ド 
1  1

実 行: M サイクル:3,T ステート:10(4+3+3), 実行時間:2.50 μS(4MHZ)

プラグ : 変化せず。
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例  : レジスタ・ペアHL の内容が7700H のとき、

LD(HL) 、77H

を実行すると、メモリの7700H 番地の内容が77H となる。

十

｡,

R ⊇2ｲT｡｡?)y｡

ご?｡,

。j 。, …
…;,(,i??,j:

。?,

と
二 こ

了励,j, ｀｡べiy｡沌･,I､卜 妁, 油  一 羽鳥卜卜卜,卜 一1､Qr
収･｡-,心 ,･ 嘔心 急･･･,･･･ヽ々｡

下 臨
… …, …………卜 卜 卜 ………… … … … …

( オペランド(IX 十d),n)

8 ビット整数n を、インデックス・レジスタIX の内容にディスプレイスメントd を加えた値で

指定されるメモリにロードする。

オブジェクト・コードは次のとおり。

オブジェクト・コード

[ 二 言 二 三 コ 。10j

0, 17,011,1,01 36

ヒ ニ ニ ニ ニ ニ丿

匹 三 三 ヨ

実 行 : M サイクル:5,T ステート:19(4+4+3+5+3), 実行時間:4.75 μS(4MHZ)

プラグ : 変化せず。

例  : インデックス・レジスタIX の内容が3300H のとき,

LD(| ×+5H),50H

を実行すると, メモリの3305H 番地の内容が50H となる。

卜,`ぷ1卜･j･'MI,卜;･･･t｡ヽ,･･･,･―II 11111 ゝI          ㎜㎜㎜㎜㎜㎜         ㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜螢 二

白T 叫
イ し

ユ

こ

血 丘 』

4 ‥‥  ‥ ‥‥･1- …………,yj19 … …｡｡     -｡  5

( オペランド(IY 十d),n)

8 ビット整数n を、インデックス・レジスタIY の内容にディスプレイスメントd を加えた値で

指定されるメモリにロードする。                    卜
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オブジェ クト・コードは次のとおり。

オブ ジェ クト ・コード

1 1

1

1

1

1

1

1

j 

1

1

0

1

1 F'D 

O

E

O

1

1

1

1

j

0

1

1

1

1

1

0   36

二? 二

l  j  1  

? 二 づ

実 行 : M サイクル:5,T ステート:19(4+4+3+5+3), 実行時間:4.75 μS(4MHZ)

プラグ : 変化せず。

例  : インデッ クス・レジスタIY の内容が3300H のとき,

LD(IY+5H),50H

を実行すると, メモリの3305H 番地の内容が50H となる。

( オペ ラン ド` A,(BC))

レジスタ・ペアBC の内容で指定されるメモリの内容をアキュムレ一 夕にロードする。

オブジェクト・コードは次のとおり。

オブジェクト・コード

0,010
こO11,01110

OA

実 行: M サイクル:2,T ステート:7(4+3), 実行時間:1.75 μS(4MHZ)

プラグ: 変化せず。

例  : レジスタ・ペアBC の内容が200AH で, メモリの200AH 番地の内容が59H のとき

LD A,(BC)

を実行すると, アキュムレータの内容 も59Hとなる。
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( オペランドA,(DE))

レジスタ・ペアDE の内容で指定されるメモリの内容をアキュムレータにロードする。

オブジェクト・コードは次のとおり。

オブジェクト・コード

101 01 01 1' 1' O ｀1 ‘O1 1A

実 行: M サイクル:2,T ステート:7(4+3), 実行時間:1.75 μS(4MHZ)

プラグ : 変化せず。

例  : レジスタ・ペアDE の内容が201AH で, メモリの201AH 番地の内容が5AH のとき

LD A,(DE)

を実行すると, アキュムレータの内容も5AH となる。

(オペランドA,(nn))

16ビット整数nn で指定されるメモリの内容をアキュムレータにロードする。

オブジェクト・コードの2 バイト目に 番地の下位バイトが入り、3 バイト目に上位バイトが入る。

オブジェクト・コードは次のとおり。

オブジェクト・コード

1 st 10, 〔〕,1,1,1,0,1,01 3A

2 nd 犬ll づ(L ‾ADRS)3 rd 1 

7 。 』( “ ‾AI)1゙ S)

実 行: M サ イクル:4,T ステート:13(4+3+3+3), 実行時間:3.25 μS(4MHZ)

プラグ : 変化せず。

例  : メモリの4455H 番地の内容が10H のとき,

LD A,(4455H)

を実行すると, アキュムレータの内容も10H となるO

23



(オペランド(BC),A)

アキュムレータの内容をレ ジスタ・ペアBC の内容で指定されるメモリにロードする。

オブジェクト・コードは次のとおり。

オブジェ クト・コード

0

1

0

1

0

1

0

1

0_101110  02

実 行: M サイクル:2,T ステート:7(4+3) 、実行時間:1.75 μS(4MHZ)

プラグ: 変化せず。

例  : ア キュムレータの内容が66H で、レジスタ・ペアBC の内容が300AH のとき、

LD(BC) 、A

を実行すると、メモリの300AH 番地の内容も66H となる。

( オ ペ ラン ド(DE),A)

アキュムレータの内容をレ ジスタ・ペアDE の内容で指定されるメモリにロードする。

オブジェ クト・コードは次のとおり。

オブジェ クト・コード

0

1

0

1

0

1

1

1

0

1

0

1 

1

t

0  12

実 行: M サイクル:2,T ステート:7(4+3) 、実行時間:1.75 μS(4MHZ)

プラグ: 変化せず。

例  : アキュムレータの内容が67H で、レジスタ・ペアDE の内容が301AH のとき、

LD(DE) 、A

を実行すると、メモリの301AH 番地の内容も67H となる。
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( オペ ランド(nn),A)

アキュムレータの内容を16ピット整数nn で指定されるメモリにロードする。

オブジェクト・コードの2 バイト目に番地の下位バイトが入り、3 バイト目に上位バイトが入る。

オブジェ クト・コードは次のとおり。

オブジェクト・コード

1 St O

1

0

1

1

1

1

1

0

1

0

1

1

1

0  32.

実 行: M サイクル:4,T ステート:13(4+3+3+3), 実行時間:3.25 μS(4MHZ)

プラグ: 変化せず。

例 : アキュムレータの内容が11Hのとき,

LD(4456H),A

を実行すると, メモリの4456H番地の内容も11Hとなる。

( オペランドA,I)

割り込みベ クトル・レジスタI の内容をアキュムレータにロードする。

オブジェクト・コードは次のとおり。

オブジェクト・コード

実

フ

行

ラグ

ｺ11101 1  ,11
回

l  j  l  l  j  S  I

0,1
1
0,1,0

1

1

1

1

1

1  57

: M サイクル:2,T ステート:9(4+5), 実行時間:2.25 μS(4MHZ):  S : I

が負ならばセット, 他の場合はリセット。
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Z : I が零ならばセット、他の場合はリセット

H : リセット。

P/V: IFF2 の内容を保持。

N : リセット。

C : 変化せず。

例  : 割り込みベ クトル・レジスタI の内容が30H のとき、

LD A,|

を実行すると、アキュムレータの内容 も30Hとなる。

( オペ ラン ド I,A)

アキュムレータの内容を割り込みベ クトル・レジスタI にロードする。

オブジェクト・コードは次のとおり。

オブジェ クト・コード

1

1 

1

1 

1

1 

0

1 

1

1 

1

1_

O

_二1  ED011,0,01 01 1 1

1 

1 

1  4 7

実 行: M サイクル:2,T ステート:9(4+5), 実行時間:2.25 μS(4MHZ)

プラグ: 変化せず。

例 : アキュムレータの内容が31H のとき,

LD I,A

を実行すると, 割り込みベ クトル・レジスタI の内容 も31H となる。

巨 八 二 子 二 ( オペランドA,R)

メモリ・リフレッシュ・レ ジスタR の内容をアキュムレータにロードする。
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オブジェクト・コードは次のとおり。

オブ ジェ クト ・コード

11 1 1 0 1 1 0 11 ED  

j' 1  1  1  j  l  l

0

1

1

1
0,1

1

1,1
1
1.1  5F

実 行: M サイクル:2,T ステート:9(4+5) 、実行時間:2. §5XjS(4MHZ)

プラグ:  S : R が負ならばセット、他の場合はリセット。

Z : R が零ならばセット、他の場合はリセット。

H : リセット。

P/V: IFF2 の内容を保持。

N : リセット。

C : 変化せず。

例  : メモリ ーリフレッシュ・レジスタR の内容が32H のとき、

LD A,R

を実行すると、アキュムレータの内容も32H となる。

(オペランドR,A)

アキュムレータの内容をメモリ・リフレッシュ・レジスタR にロードする。

オブジェ クト・コードは次のとおり。

オブ ジェクト・コード

1

1 

1

1 

1

1 

0

1 

1, 1

J

0

1 

1  ED

0

1

1

1

0,0

1

1,1
t

1

1

1  4F

実 行: M サイクル:2,T ステート:9(4+5), 実行時間:2.25 μS(4MHZ)

プラグ : 変化せず。
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例  : アキュムレータの内容が3311のとき、

LD R,A

を実行すると、メモリ・リフレッシュ・レジスタR の内容 も3311となる。
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一一一 16 ビ ッ ト ロ ード グル ープ



ILD d d'nn 

＼…
…; dd 

‾゙｢1｢1   1

2 バイトの整数をレジスタ・ペアdd にロードする。

dd とオブジェクトコードは次のとおり｡

レ ジ ス タ ・ ペ ア  dd

BC

DE

HL

一一

一一

一一

SP  =

0

0

1

1

( オ ペ ラン ド d d,nn)

オブ ジェ クト ・コー ド

V

I st   00

1 

d

l 

d

1 

0

1 

0

1 

0

1 
11

V 

2 nd 
　 (L-ADRS)  3 rd 

二?.1  1     (H ADRS)

実 行 : M サイクル:3,T ステート:10(4+3+3), 実行時間:2.50 μS(4MHZ)

プラグ : 変化せず。

例  : レジスタ・ペアHL の内容が何であっても,

LD HL,1000H

を実行すると, レジスタ・ペアH L,の内容は1000H となる。

し上旦 言j ゾ｢ 卜 ; IX ←nn   | ( オペ ラン ド I X,nn)

2 バイトの整数nn をインデックス・レ ジスタIX にロードする。

オブジェ クト・コードの3 バイト日にデータの下位バイトを入れ、4 バイト目に上位バイトを入

れる。

オブジェ クト・コードは次のとおり。
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オブ ジェ クト ・コー ド

1 st l

j 

1

1 
0,1 
」111  0 1  DD

2 nd 0,0

1

1

1

0

1

0 0 0 1  21

3 rd 二7 1 1    (L ADRS)4 th 

二 コ? 1 1 
上   

田 ADRS)

実 行 : M サイクル:4,T ステート:14(4+4+3+3), 実行時間:3.50 μS(4MHZ)

プラグ : 変化せず。

例  : インデックス・レジスタIX の内容が何であっても,

LD IX,2000H

を実行すると, インデックス・レジスタIX の内容は2000H となる。

ILD  IY'nn   ;yY
¨「1「1 _

」
( オペ ラン ド I Y, nn)

2 バイトの整数nn をインデックス・レジスタIY にロードする。

オブジェクト・コードの3 バイト目にデ一夕の下位バイトを入れ、4 バイト目に上位バイトを入れる。

オブジェ クト・コードは次のとお|几

オブジェ クト・コード

1 st I

J

I

』

1

1

1

1

1

1

1

1

0,1  FD

2 nd  0

1

0

t
l,0

1

0

1

0

1

0

1

1  21

3 八1    1  1  1 7 1|  |    (L ADRS)4 th 

二?,  田ADRS)
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実 行: M サイクル:4,T ステート:14(4+4+3+3), 実行時問:3.50 μS(4MHZ)

プラグ: 変化せず。

例  : インデッ クス・レ ジスタIY の内容が何であっても.

LD IY,3000H

を実行すると, インデックス・レジスタIY の内容は3000H となる。

ILD HL,(nn)   ; L ←(nn),H ←(nn+1)|( オペランドHL,(nn))      

メモリのnn 番地とnn+1 番地の内容をレ ジスタ・ペアHL のL とH にロードする。

オブジェクト・コードの2 バイト目に番地の下位バイトを入れ,3 バイト目に上位バイトを入れる。

オブジェ クト・コードは次のとおり。

オブジェ クト・コード

1 st 0

1

07'

1

0

1

1

1

0

1

1

1

0  2A

2 nd 

1  1  1 _| |  1  1 

7 (L ADRS)

3 rd 

|  |  | 

? 

|  1  1 

1 (H ADRS)

実 行 : M サイクル:5,T ステート:16(4+3+3+3+3), 実行時問:4.00 μS(4MHZ)

プラグ: 変化せず。

例  : メモリの2AH 番地と2B11番地の内容がそれぞれ1211と34H のとき,

LD HL,(002AH)

を実行すると, レジスタ・ペアHL の内容は3412H となる｡
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FT L6j dd

'( 「1「1

」;
「」「」 l
゛
¨(「'「1

」'
「」ら ‾゙七+1)( オ'` ;ラシドd d' ( ““))

メモリのnn 番地とnn+1 番地の内容を、レ ジスタ・ペアの下位側d dl. と上位側d d11 にロー

ドする。 オブジェ クト・コードの3 バイト目に番地の下位バイトを入れ、4 バイト目に上位バイ

トを入れる。

dd とオブジェ クト・コードは次のとおり。

レジスタ・ペア  dd        オブジェクト・コード

BC

DE

HL

一一

一一

一一

SP  =

-

00

01

10

11

1 st I

I
I,1,0

1

1

1

1

j

0

1

1  ED

2 nd 0

1
1,d,d,1.0,1.1

3 rd ii       )  (L-ADRS)    |  

|  | .|  |  |  | 

ご

4 th 二T7 二 (H 一ADRS)

実 行 : M サイクル:6,T ステート:20(4+4+3+3+3+3), 実行時間:5.00 μS(4MHZ)

プラグ: 変化せず。

例  : メモリの2AOH 番地と2AIH 番地の内容がそれぞれ34H と56H のとき,

LD BC,(02AOH)

を実行すると, レジスタ・ペアBC の内容は5634H となる。

ぽ      卜011     俯卜ぷ卜卜I      ヽ,ヽ      ………':‥‥‥ ,‥卜宿駅回夥卜卜…………'‘?11111
①IE しI ｀゙゙ﾀﾞy

ゴ
ソ5 ゛s9

十,;

…….

ど.
゛`.
こ 比 比

丘 玉 三 白: ゛1 (

オペ ラン ドI X,(nn))1

゛..--.1 1111 s｀ヽ .,   !1'･皿~,iji .･'=で:･.:i･:-  .I当‥‥,‥‥‥ ゛゙'  ｀I'J`'II"回        妨二
ぷ

メモリのnn 番地とnn+1 番地の内容を、インデックス・レジスタの下位側IXE と上位側I

Xll にロードする。

オブジェクト・コードの3 バイト目に番地の下位バイトを入れ、4 バイト目に上位バイトを入れる。
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オブジェ クト・コードは 次のとお り｡

オブ ジェ クト ・コード

I st 11,1,0

j
l,1,1

1

0,11  DD

2 nd 10.0.1,0,1,0,1,01  2A

3 rd l  

l  l エili |  |  

づ(L-ADRS)4 th  

二? 二 (II ADRS)

実 行: M サイクル:6,T ステート:20(4+4+3+3+3+3), 実行時問:5.00 μバ4MHZ)

プラグ: 変化せず。

例  : メモリの666611番地と666711番地の内容がそれぞれ6711と4511のとき,

LD IX,(6666H)

を実行すると。インデックス・レジスタIX の内容は4567H となる。

「'L D 1 1,' Jnn 」  ;IY 二(n ･･1)ﾚIY
。←( ・

て ふ1)| (

オペ ラン ドI Y. 【11 n 】)

メモ りのnn 番地 と11n+1 番地 の内容 を。 インテ≒･、クス・レ ジ スタの下 位側I YI. とll 位 側

I Yll に ロ ー ドす る 、

オブジ ェ クト ・コード の3 バ イト 目に 番地の下 位バ イトを 入れ、4 バ イトH にL 位 バイトを 入

れ る。

オブジ ェ クト・ コー ドは次のとお‘八

オブ ジェ クト・コ ード

1 st 1
こ

1

1

1

1

1

j

1

1

1

1

0

j

l  FD

2 nd O
1

0

1
1,0
j

1

1

0

j
l,0   2A

卜 川   ;1       ご   (L-ADRS)     

|  |  1  1  1  1  』 1

4 th 二T イ づ 困ADRS)    -34-



実 行 : M サイクル:6 、T ステート:20(4+4+3+3+3+3) 、実行時間:5.00 μS(4MHZ)

プラグ : 変化せず。

例  : メモリの6677H 番地と6678H 番地の内容がそれぞれ78H と56H のとき、

LD IY,(6677H)

を実行すると、インデ` ツクス・レジスタIY の内容は5678H となる。

(オペランド(nn),HL)

レジスタ・ペアHL のL とH の内容を、それぞれメモリnn 番地とnn+1 番地にロードする。

オブジェ クト・コードの2 バイト目に番地の下位バイトを入れ、3 バイト目に上位バイトを入れ

る。

オブジェ クト・コードは次のとおり。

オブジェクト・コード

1 st 0,0
j
1
1
0,01011,0  22

2 nd づT? 二
→ 

よ ADRS)3 rd I 

。7 づ (H ADRS)

実 行 : M サイクル:5,T ステート:16(4+3+3+3+3) 、実行時間:4.00 μS(4MHZ)

プラグ : 変化せず。

例  : レジスタ・ペアHL の内容が3412H のとき、

LD{002AH} 、HL

を実行すると、メモリの2AH 番地と2BH 番地の内容は、それぞれ12H と34H となる。
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( オペ ラン ド` (nn),dd)

レジスタ・ペアdd の下位側ddE と上位側ddH の内容を、それぞれメモリnn 番地とnn+1

番地にロードする。

オブジェクト・コードの3 バイト目に番地の下位バイトを入れ、4 バイト目に上位バイトを入れ

る。

ddとオブジェ クト・コードは次の とおり

レジスタ・ペア

BC  =  

DE  =  

HL  =  

SP  =

dd

-

0

0

1

1

オブ ジェ クト・コー ド

7

1 St  1 1 1

j

(〕tll11011  ED

7

2 11d _0

1

1

1

d

l

d

l

O

j

(〕1111

実 行: M サイクル:6,T ステート:20(4+4+3+3+3+3), 実行時間:5.00 μS(4MHZ)

プラグ: 変化せず。

例  : レジスタ・ペアBC の内容が5634H のとき,

LD(02AOH),BC

を実行すると, メモリの02AO11 番地と02AIII番地の内容はそれぞれ3411と5611となる,

インデックス・レジスタIX の下位側IXE と上位側IXH の内容を、それぞれメモリnn 番地とnn+1

番地にロードする。

オブジェクト・コードの3 バイト目に番地の下位バイトを入れ、4 バイト目に上位バイトを入れ

る。
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オブ ジェ クト ・コー ドは 次の とお り。

オブジェ クト・コード

I st 11 1,0,1,1,1,0,11  DD

2 nd O

1
0,1,0,0.0.1.0   22

3 判 こ7 ▽ 二 回(L-ADRS)     |･

マ|  |  |
4th l ぺn

八 (H-ADRS)

実 行: M サイクル:6,T ステート:20(4+4+3+3+3+3), 実行時間:5.00 μS(4MHZ)

プラグ: 変化せず。

例  : インデックス・レジスタIX の内容が2A3BH のとき,

LD(4321H),| ×

を実行すると, メモリの4321H 番地と4322H 番地の内容はそれぞれ3BH と2AH となる

iLD(:nn)･ﾚTY
尚
尚 ;(6n) ←IYj,(nn+1)

∠IYH I (

オペランド(nn) 、IY)

インデックス・レジスタIY の下位側IYE と上位側I YII の内容を、それぞれメモリnn 番地と

nn+1 番地にロードする。

オブジェクト・コードの3 バイト目に番地の下位バイトを入れ、4 バイト目に上位バイトを入れ

る。

オブジェクト・コードは次のとおり。

オブジェ クト・コード

I st 11 ‘111'1'Ill'0'11  FD

2nd  O0,1,0
1 

0

1

0

1 

1

1

0   22

3 rd 1･       )   (L-ADRS)   
|       ? | | ,)|

411 ゛1    1 1 1
つ(H-ADRS)
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実 行 : M サイクル:6,T ステート:20(4+4+3+3+3+3), 実行時間:5.00 μS(4MHZ)

プラグ : 変化せず。

例  : インテ'ツクス・レジスタIY の内容が4C5DH のとき,

LD(5432H),IY

を実行すると, メモリの543211番地と543311番地の内容はそれぞれ5DH と4CH となる。

卜?

……………

亘 言 二 三 二 白
( オペ ラ ンド SP,HL)

レジスタ・ペアHL の内容をスタック・ポインタSP にロードする。

オブジェ クト・コードは次のとおり。

オブジェ クト・コード

し二 △二し」
F9

実 行 : M サイクル:1,T ステート:6, 実行時間:1.50 μS(4MHZ)

プラグ : 変化せず。

例  : レジスタペアHL の内容がH1211 のとき,

LD SP,HL

を実行すると, スタック・ポインタSP の内容も111211となる。

→ ユ ▽ 三 〇 ( オペランド S P,IX)

インデックス・レ ジスタIX の内容をスタック・ポインタSP にロードする。

オブ ジェ クト・コードは次のとおり。

オブ ジェ クト・コード

1

1 

1

1

0

1

1,1

1 

1

1

0

1

1  DD

口 口 二 耳 ▽ で卜 。

' |   。1  1  1
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実 行: M サイクル:2,T ステート:10(4+6), 実行時間:2.50 μS(4MHZ)

プラグ: 変化せず。

例 : インデックス・レジスタIX の内容が2222H のとき,

LD SP,| ×

を実行すると, スタック・ポインタSP の内容 も222211となる。

LD SP'I_Y   ; SP ‾゙.IY ( オペ ランド S P,IY)

インデックス・レジスタIY の内容をスタック・ポイン タSP にロードする。

オブジェ クト・コードは次のとおり。

オブジェクト・コード

1

1

1

1

1

1

1

卜

1

1

1

1

0

」
1_   FD

1

1

1

1

1

1

1

E

1

1

0

1

0

1

1   F9

実 行: M サイクル:2,T ステート:10(4+6), 実行時間:2.50 μS(4MHZ)

プラグ: 変化せず。

例  : インデックス・レジスタIY の内容が3222H のとき,

LD SP,IY

を実行すると, スタック・ポインタSP の内容も3222H となる。

( オペ ランドqq)

レジスタ・ペアqq の内容を外部メモリ・スタックにプッシュする。まずSP の内容を1 だけ減

じて、qq の上位側の内容をSP の内容で指定されるスタックヘ入れ、次に下位側の内容を次の

スタックに入れる。

スタック・ポインタSP の内容は自動的に2 だけ減少する。
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qq とオブジェ クト・コードは次のとおり。

レジスタ・ペア  qq         オブ ジェ クト・コード

BC

DE

HL

AF

一一

一一

一一

一

一

00

01

10

11

1

1 

1

1

q

j

q

l

O

1 

1

1

0

1

1

実 行 : M サイクル:3,T ステート:11(5+3+3) 、実行時間:2.75 μS(4MHZ)

プラグ : 変化せず。

例  : レジスタ・ペアAF の内容が112211で、スタック・ボインタS ljの内容が100211のとき、

PUSH AF

を実行すると、メモリの100111番地と1000H 番地の内容はそれぞれ11H と2211となIハ ス

タック・ポインタSP の内容は10 0【】Hとなる。

(､オペ ランドI χ)

インデックス・レジスタIX の内容を外部メモリ・スタックにプッシュする。まずSP の内容を1

だけ減じて、IX の上位側の内容をSP の内容で指定されるスタックヘ入れ、次に下位側の内

容を次のスタックに入れる。スタック・ ポインタSP の内容は自動的に2 だけ減少する。

オブジェクト・コードは次のとおり。

オブジェクト・コード

11 1 0 1 1 1 0 11 DD 

1  1  8  1  1  1  1

ロ ロ フ ▽ ∇ 卜

'_1  1  1  1

実 行 : M サイクル:4,T ステート:15(4+5+3+3) 、実行時問:3.75 μS(4MHZ)

プラグ : 変化せず。

例  : インデ･･ クス・レジスタIX の内容が223311で、スタ･･ ク・ポインタSP の内容が2002H  

のとき、

PUSH IX

を実行すると、メモリの2叩111番地と200 0H番地の内容はそれぞれ22H と33H とな'ハ ス

タ･、ク・ボインタSP の内容は200011となるI、
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|

……P ? 1? ?TT1 1 Y … …;(SP
‾1)‘゙‾IY"'(S7 ‾2) ‾゙IY1‘ | ( オペランドIY)

インデックス・レジスタIY の内容を外部メモリ・スタックにプッシュする。まずSP の内容を

1 だけ減ヒて、IY の上位側の内容をSP の内容で指定されるスタックヘ入れ、次に下位側の内

容を次のスタックに入れる。スタック・ポインタSP の内容は自動的に2 だけ減少する。

オブジェクト・コードは次のとおり。

オブジェクト・コード

1 1 1 1 1 1 0 1  FD
匹TT: 二

1 1 1

1
0,0
E

1

1

0

1

1   E5

実 行 : M サイクル:4,T ステート:15(4+5+3+3) 、実行時間:3.75 μS(4MHZ)

プラグ : 変化せず。

例  : インデックス・レジスタIY の内容が3344H で、スタック・ポイン タSP の内容が

3002H のとき、

PUSH IY

を実行すると、メモリの3001H 番地と3000H 番地の内容はそれぞれ33H と44H となり、

スタック・ポインタSP の内容は3000H となるO

( オペランドqq)

外部メモリ・ スタ･･、クの内容をレジ スタ・ペアqq に ポヽ･・プする。まず、スタ｡・ク・ポインタSP

の内容で指定されるメモリの内容をqq の下位側に、次にSP の内容を1 だけ増して、その内

容で指定されるメモリの内容をqq のL 位徊』にロードする。SP の内容は最終的に2 だけ川加す

る。qq とオブジェ クト・コードは次のとおり。

BC

DE

HL

AF

--

一一

一-

一一

00

01

10

11

オブジェクト・コード
ロ ニ ニ
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実 行 : M サイクル:3,T ステート:10(4+3+3) 、実行時間:2.50 μS(4MHZ)

プラグ : 変化せず。

例  : スタック・ポインタSP の内容が1000H で、メモリ100011番地と100111番地の内容がそれ

ぞれ55H と44Hのとき、

POP HL

を実行すると、レジスタ・ペアHL の内容は4455H となり、スタック・ポインタSP の

内容は1002H となるO

( オペランドIX)

外部メモリ・スタックの内容をインデックス・レジスタIX にホップする。まず、スタック・ポ

インタSP の内容で指定されるメモリの内容をIX の下位側に、次にSP の内容を1 だけ増し。

その内容で指定されるメモリの内容をIX の上位側にロードする。SP の内容は最終的に2 だけ

増加する。

オブジェ クト・コードは次のとおりO

オブジェクト・コード

1,1

j

O

j

1

1

1

j 

1,0

1

1  DD

口 工 三 可 可T 卜1   

・ ._ 1  1  1

実 行 : M サイクル:4,T ステート:14(4+4+3+3) 、実行時間:3.50 μS(4MHZ)

プラグ : 変化せず。

例  : スタック・ポインタSP の内容が200011で、メモリの2000H 番地と2001H 番地の内容が

それぞれ6611と55H のとき、

POP IX

を実行すると、インデックス・レジスタIX の内容は556611となり、スタック・ポイン

タSP の内容は2002H となる。

-42



( オペランドIY)

外部メモリ・スタッ クの内容をインデ`ツクス・レジスタIY に ホップする。まず、スタック・ポ

インタSP の内容で指定されるメモリの内容をIY の下位側に、次にSP の内容を1 だけ増し、

その内容で指定されるメモリの内容をIY の上位側にロードする。SP の内容は最終的には2 だ

け増加する。

オブジェクト・コードは次のとおり。

オブジェクト・コード

11 1 1 1 1 1 0 1   FD   

1  1  1  1  j  l  j  

l

1,1

1

1,0

1

0

1

0

J

O

1

1  E1

実 行 : M サイクル:4,T ステート:14(4+4+3+3) 、実行時間:3.50 μS(4MHZ)

プラグ : 変化せず。

例  : スタック・ポインタSP の内容が3000H で、メモリの3000H 番地と3001H 番地の内容が

それぞれ77H と66H のとき、

POP IY

を実行すると、インデックス・レジスタIY の内容は6677H となり、スタック・ポイン

タSP の内容は3002H となる。
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交換、ブ ロッ ク転送、サーチ グル ープ ー…



IE X DE, H L  ; D E ‘゙゙ H L 
つ

ニ｡-･----          一一一一………

レジスタ・ペアDE とHL の2 バイトの内容を交換する。

オブジェクト・コードは次のとおり。

( オペランドDE,HL)

オブ ジェ クト ・コー ド

1,1,1

1

0

1

1

1

0

1

1,1 EB

実 行: M サイクル:1,T ステート:4, 実行時間:1.00 μS(4MHZ)

プラグ: 変化せず。

例  : レジスタ・ペアDE とHL の内容がそれぞれ0022H と1100H のとき,

EX DE,HL

を実行すると, レジスタ・ペアDE とHL の内容はそれぞれ1100H と0022H となる。

EX AF,AF ゛  ; AF ¨AF' ( オペ ラン ド` AF,AF')

レジスタ・ペアAF とAF'( 実際はA' とF' とから成る) の2 バイトの内容を交換する。

オブジェクト・コードは次のとおり。

オブジェクト・コード

O

I

O

j
0,0,1

1

0

1

0

1

0 08

実 行: M サイクル:1,T ステート:4, 実行時間:1.00 μS(4MHZ)

プラグ : 変化せず。

例  : レジスタ・ペアAF とAF' の内容がそれぞれ0020H と0001H のとき,

EX AF,AF'

を実行すると, レジスタ・ペアAF とAF' の内容はそれぞれ0001H と0020H となる。
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( オペランド なし)

レジスタ・ペアBC 、DE 、HL の内容をそれぞれBCﾐ DEﾐH じ の内容と交換する。

レジスタをたがいに置き換えると考えてもよい。

オブジェクト・コードは次のとおり。

オブジェクト・コード

1

1

1

j

O

1

1

1

1

1

0

1

0

1

1 D9

実 行: M サイクル:1,T ステート:4, 実行時間:1.00 μS(4MHZ)

プラグ: 変化せず。

例  : レジスタ・ペアの内容が次のとき,

BC:0010H

DE:0020H

HL:0030H

EXX

BC':0011H

DE':0021H

HL':0031H

を実行すると、各レ ジスタ・ペアの内容は次のようになる。

BC:0011H      BC':0010H

DE:0021H      DE':0020H

HL:0031H      HL':0030H

( オペランド(SP),HL)

レ ジスタ・ペアHL の内容をスタック・ ポインタSP で指定されるメモリの内容と交換する。

オブジェクト・コードは次のとおり。

オブジェクト・コード

1

卜

1 

1 

1

1

0 

1

0

1

0

1

1 

1

1 E3

実 行: M サイクル:5,T ステート:19(4+3+4+3+5), 実行時間:4.75 μS(4MHZ)

プラグ: 変化せず。
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例  : レジスタ・ペアHL の内容が6677Hで、スタック・ポインタSP の内容が0818H、メモ

リの0818H番地の内容が99H、メモリの0819H番地の内容が00Hのとき。

EX(SP) 、HL

を実行すると、レジスターペアHL の内容は0099Hとなり、メモリの0818H番地の内容

は77H、メモリの0819H番地の内容は66Hとなる。

スタック・ポインタSP の内容は変化しない。

( オペランド(SP),IX)

インデックス・レジスタIX の内容とスタック・ポインタの内容で指定されるメモリの内容を交

換する。

オブジェクト・コードは次のとおり。

オブジェクト・コード

11 1 0 1 1 1 0 11  DD   

|  |  l  i  l  l  l

1

1

1

1

1

1

0,0
1

0

1

1

1

1   E3

実 行 : M サイクル:6,T ステート:23(4+4+3+4+3+5) 、実行時間:5.75 μS(4MHZ)

プラグ : 変化せず。

例  : 各レ ジスタ、メモリの内容が次のとき、

IX :4455H

SP : 0100H

0100H :

0101H :

88H

66H

EX(SP) 、1 ×

を実行すると、各レジスタ、メモリの内容は次のようになる。

IX :6688H

SP : 0100H

0100H

0101H

5 5H

4 4H
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( オペランド(SP),IY)

ハー -「 F●雁針 I¥ 謄●割拠卜谷呵噌噺嗜||絣|目 「̈       」･i    i

万万; ↓ ｽﾞｸ ・レジスタIY の内容とスタック・ポインタSP の内容で指定されるメモリの内容

オブジェクト・コードは次のとおり。

- ~

オブ ジェ クト・ コー ド

1

1 

1

1 

1

1 

1

1 

1

1 

1,0,1  FD

1

1

1

1

1

1

0

1

0

1

0

1

1

j

1  E3

実 行: M サイクル:6,T ステート:23(4+4+3+4+3+5)､ 実行時間:5.75 μS(4MHZ)

プラグ : 変化せず。

例  : 各レジスタ、メモリの内容が次のとき、

IY :5566 日

SP :0200H

0200H : 0099H

0201 日 :0077H

EX(SP) 、IY

を実行すると、各レジスタ、メモリの内容は次のようになる。

IY :7799H

SP :0200H

0200H : 0066H

0201H : 0055H

( オペランド なし)

レジスタ・ペアHL の内容で指定されるメモリの内容を、レジスタ・ペアDE の内容で指定され

るメモリへ転送する。その後、レジスタ・ペアHL,DE の内容を1 だけ増して、レジスタ・ペ

アBC の内容を1 だけ減ずる。
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オゾン.1･ｸﾄ ・ コー丿ごは 次のyJ いJ

実 行 : M サ イ ツJL レ|.T' し ア

フ ラク :  S : 変 化 廿 子

/  : 竃 化七 十

目  : I 卜!･･･1 ヽ

へ

X

(

卜 卜

: I 」ヤ パ･:

霞 化 サ|

サ ンド] ‥ コ丿

11
: 
1
1 
1
1
0
1

11110111 |･:L)

八< ≪<≪≪≪] 八 〇

Dノト ト ントy, 実行鴎=間レ1.川,心･IMH

卜 こづバレヤく･ 、 他ノポババよ|トﾘ イ

例 沁レッ･7、ク、 し1レ レ川jヽ ]容y 大 八 とき、

り

ー

目1, :  

丿 】･. : 

卜いi  :1 11

卜
かi也:

ゴ ゴI( 卜 咄:

nl 卜1

ン11

611

パ ド11

一 一,|;111

LDI

七 実 臼 寸 る と 、 行 しj '7 、夕 、 ゛卜I 」ン.'.jl'｀j゙ ;;F:.tJ5ﾐJ･.I

丿

j]

1

y

日1

1 ∩

卜

: 】 円 ごll: 

ン ヅ ニ;ll.  

jl!|

II 臨地:H

詐址:

ド ト 日

ト トH

ぶ

卜

卜

゛?ノ
ジ



LDI R ;(DE) ←(HL),DE ←DE 十1,HL ←HL 十1,BC ←BC-1 ( オペ ラン ド な し)

レジスタ・ペアHL の内容で指定されるメモリの内容を、レジスタ・ペアDE の内容で指定され

るメモリへ転送する。その後、レ ジスタ・ペアHL,DE の内容を1 だけ増し、レジスタ・ペアBC

の内容を1 だけ減じる。そして、この操作をBC の内容が零になるまで繰り返す。

BC の内容が零ならば、次に再び零になるまで、64K バイト分を実行し終わるまで繰り返す。

この命令の実行中割り込みは受け付けられる。

各データの転送ごとに2 つのリフレ ッシュ・サイクルを実行する。

オブジェクト・コードは次のとおりO

オブ ジェクト・コード

1

1

1

1

1

1

0

t

l

t

1

1
0,1  ED

口TTTTT 卜O 1  1

・ 1  1  1  ;

実 行 : BC キO のとき:(1 データ転送当たり)

M サイクル:5,T ステート:21(4+4+3+5+5) 、実行時間:5.25 μS(4MHZ)    

BC=O のとき:

M サイクル:4 、T ステート:16(4+4+3+5) 、実行時間:4.00 μS(4MHZ)

プラグ :  S : 変化せず。

Z : 変化せず。

H : リセット。

P/V: リセット。

N : リセット。

C : 変化せず。

例  : 各レジスタ、メモリの内容が次のとき、

HL: 1 1 1 1H

DE:2222H

BC:

LDIR

3H

1111H 番 地:99H1112H

番 地:AAH1 1 1 3H 

番 地:BBH

を実行すると、各レジスタ。メモリの内容は次のようになる。
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2

2

2

2

2

22H 番地:CCH23H

番地:DDH24H

番地:EEH



HL: 1 1 1 4H

DE:2225H

BC:    OH

1

1

1

1

1

1

11H 番地:99H12H

番地:AAH13H

番地:BBH

2

2

2

222H 番地:99H223H

番地:AAH224H

番地:BBH

( オペランド なし)

レジスタ・ペアHL の内容で指定されるメモリの内容を、レジスタ・ペアDE の内容で指定され

るメモリへ転送して、レジスタ・ペアDE,HL,BC の内容を1 だけ減じる。

オブジェクト・コードは次のとおり。

オブジェクト・コード

1

j

1/

1

1

1

1

1

0

j

1   ED

l

l

O

I

1

1

0

1

1,0
1

0

1

0   A8

実 行: M サイクル:4,T ステート:16(4+4+3+5) 、実行時間:4.00 μS(4MHZ)

プラグ :  S : 変化せず。

Z : 変化せず。

H : リセット。

P/V:BC-1 キO ならばセット、他の場合はリセット。

N : リセット。

C : 変化せず。

例 : 各レジスタ、メモリの内容が次のとき、

HL: 11 11H     1111H 番地:55H

DE:2222H     2222H 番地:66H

BC:    3H

LDD

を実行すると、各レジスタ、メモリの内容は次のようになる。

HL: 1 1 10H     1 1 1 1H 番地:55H

DE:2221H     2222H 番地:55H

BC:    2H
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( オペランド なし)

レジスタ・ペアHL の内容で指定されるメモリの内容を、レジスタ・ペアDE の内容で指定され

るメモリへ転送する。その後。レジスタ・ペアHL 、DE の内容を1 だけ減じ、レジスタ・ペアBC

の内容を1 だけ減じる。そして、同じ操作をBC の内容が零になるまで繰り返す。

BC の内容が始めから零の場合、次に再び零になるまで、64K バイト分を実行し終えるまで繰り

返す。

この命令の実行中割り込みは受け付けられ、各データの転送ごとに2 つのリフレッシュ・サイク

ルを実行する。

オブジェクト・コードは次のとおりO

オブジェ クト・コード

j  l  l  l  l  l  1
11 1 1 0 1 1 0 11  ED

11.0,1,1 パj0,0,01  B8

実 行 : BC ≒O のとき:

M サイクル:5,T ステート:21(4+4+3+5+5) 、実行時間:5.25 μS(4MHZ)

BC=O のとき:

M サイクル:4,T ステート:16(4+4+3+5) 、実行時間:4.00 μS(4MHZ)

プラグ :  S : 変化せず。

Z : 変化せず。

H : リセット。

P/V: リセット。

N : リセット。

C : 変化せず。

例 : 各レジスタ、メモリの内容が次のとき、

HL: 1 11 1H     1111H 番地:A2H     2222H 番地:90H   

DE : 2 2 2 2H     1 1 1 0H 番地:B3H     2221H 番地:AIH   

BC:    3H     110FH 番地:C4H     2220H 番地:B2H    

LDDR

を実行すると、各レジスタ、メモリの内容は次のようになる。
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HL: 1 1 0EH

DE:221FH

BC:    OH

1 1 1 1H 番地:A2H1110H

番地:B3H110FH

番地:C4H

2

2

2

222H 番地:A2H221H

番地:B3H220H

番地:C4H

|

=･'i.

C

=:==
13Sli

=･==:=i

jJ聊14=A 7･==.
¶ﾐ=･･?,==･,卜)'{l･=,=,==IS

壽;
“ ヰi=i=,･=?'jl==.j==8'･･.C===ﾙ4=..?CT7=.･ 1･=:

宍:li  (
オ ペ ラ ン ド な し)

レジスタ・ペアHL の内容で指定されるメモリの内容とアキュムレータの内容を比較する。等し

い場合。プラグをセットする。その後、HL の内容を1 だけ増し、バイト・カウンタBC の内容

を1 だけ減じる。

オブジェクト・コードは次のとおり。

オブジェクト・コード

口TTTT 口
。

1  1  1  1  1 上

I

I 

OJ 1

1 

0

j 

0

1 

0

1 

0, 1   A1

実 行: M サイクル:4,T ステート:16(4+4+3+5) 、実行時間:4.00 μS(4MHZ)

プラグ:  S : 結果が負ならばセット、他の場合はリセット。

Z :A=(HL) ならばセット、他の場合はリセット。

H : ビット4 からのボローがあればセット、他の場合はリセット。

P/V:BC-1 キO ならばセット、他の場合はリセット。

N : セット。

C : 変化せず。

例  : 各レジスタ、メモリの内容が次のとき、

HL: 1 112H     1 112H 番地:3 BH

A :   3BH

BC:0001H

CPI

を実行すると、各レジスタ、メモリの内容は次のようになる。
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HL: 。1113H  A :  

3BH 

BC:0000H  

Z : セ ッ ト。P/V:

リ セ ット。

1112H 番地:3 BH

ICPIR    ; A-(HL)
、HL ←HL 十1,BC ←BC-1   ( オペランド ない

i

レジスタ・ペアHL の内容で指定されるメモリの内容とアキュムレータの内容を比較する。等し

い場合、プラグをセットする。その後、HL の内容を1 だけ増し、バイト・カウンタBC の内容

を1 だけ減じる。比較した結果が等しい(A=(HL)) か、BC の内容が零になるまで、同じ操

作を繰り返す。

比較結果が一致した場合、すでにHL は十1 、BC は-1 されている。

BC の内容が始めから零で、途中比較の結果、一致がない場合、64K バイト分繰り返される。

この命令の実行中割り込みは受け付けられ、各データの転送ごとに2 つのリフレッシュ・サイク

ルを実行する。

オブジェクト・コードは次のとおり。

オブジェクト・コード

1

1

1

1

1

1

0

1

1

t

l

t

0

1

1   ED

1
1
0 、1,110101011   B1

実 行 : BC ≒O で、A キ(HL) の･とき:

M サイクル:5,T ステート:21(4+4+3+5+5) 、実行時間:5.25 μS(4MHZ)    

BC=O か、A=(HL) のとき:

M サイクル:4 、T ステート:16(4+4+3+5) 、実行時間:4.00 μS(4MHZ)

プラグ :  S : 結果が負ならばセット、他の場合はリセット。

Z :A=(HL) ならばセット、他の場合はリセット。

H : ビット4 からのボローがあればセット、他の場合はリセット。

P/V:BC-1 キO ならばセット、他の場合はリセット。
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N  : セ ッ ト。

C : 変 化 せ ず。

例  : 各レ ジ スタ、メモ リの内容 が次の とき、

HL: 1 11 111     111 1H 番 地:5 2H

A :   F3H     1112H 番 地:0 0H

BC: 0007H     1 1 1 3H 番 地:F3H

CPIR

を実 行する と、各レ ジ スタ、 メモ リの 内容 は次の ようにな る。

HL:1114H      Z : セ ッ ト     1 1 1 1H 番 地: 変 化せ ず

A :  F3H     P/V: セ ット     1112H 番 地: 変 化せ ず

BC : 0 0 0 4H                 1 1 1 3H 番 地: 変 化せ ず

CPD  _; A-(HL),HL ←HL-1,BC ←BC-1 ( オペランド なし)

レジスタ・ペアHL の内容で指定されるメモリの内容とアキュムレー タの内容を比較する。等し

い場合、プラグをセットする。その後、HL とバイト・カウンタBC の内容を1 だけ減じる。

オブジェ クト・コードは次のとおり。

オブジェクト・コード

1 

1

1 

1 

1 ,0
」

1  1 0 1   ED

1

1

0,1

1

0

1

1,0

1

0

1

1   A9

実 行 : M サイクル:4,T ステート:16(4+4+3+5) 、実行時間:4.00 μS(4MHZ)

プラグ :  S : 結果が負ならばセット、他の場合はリセット。

Z :A=(HL) ならばセット、他の場合はリセット。

H : ビット4 からのボローがあればセット、他の場合はリセット。

P/V:BC-1 キO ならばセット、他の場合はリセット。

N : セット。

C : 変化せず。
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例  : 各レジスタ、メモリの内容が次のとき、

HL: 1111H     1111H 番地:3 BH

A :   3BH

BC:0001H

CPD

を実行すると、各レジスタ、メモリの内容は次のようになる。

HL:1110H      Z : セット     1111H 番地:3 BH  

A :   3BH     P/V: リセット

BC:0000H

( オペランド なし)

レジスタ・ペアHL の内容で指定されるメモリの内容とアキュムレータの内容を比較する。

等しい場合、プラグをセットする。その後、HL とバイト・カウンタBC の内容を1 だけ減じる。

そして、BC の内容が零になるか、比較した結果が等しく(A=(HL)) なるまで、同じ操作を

繰り返す。

始めからBC の内容が零であって、途中A=(HL) になることがなければ、この操作を64K バイ

ト分繰り返す。

この命令の実行中割り込みは受け付けられ、各データの転送ごとに2 つのリフレッシュ・サ イク

ルを実行する。

オブジェクト・コードは次のとおり。

オブジェクト・コード

1

1

1

1

1

1

0,1

1

1

1

0

1

1  ED

r 匹 て て こ コ 。

1  1  1  1  1

実 行 : BC キO で,A キ(HL) のとき:

M サイクル:5,T ステート:21(4+4+3+5+5), 実行時間:5.25 μS(4MHZ)    

BC=O か,A=(HL) のとき:

M サイクル:4,T ステート:16(4+4+3+5), 実行時間:4.00 μS(4MHZ)
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( オペランド A,r)

レ ジスタr の内容 とアキュムレータの内容とを加えて、その結果をアキュムレータに ストアする。r

とオブジェクト・コードは次のとおり。

レ ジス タ

A
 
B

一一

一一

C  =

D  =

E  =

「

111

000

001

010

011

オブ ジェ クト ・コード

1

1

0

1

0

1

0

1
0, ←,r, →

H  =  100

L  =  101

実 行 : M サイクル:1,T ステート:4, 実行時間:1.00 μS(4MHZ)

プラグ :  S : 結果が負ならばセット、他の場合はリセット。

Z : 結果が零ならばセット、他の場合はリセット。

H : ビット3 からのキャリがあればセット、他の場合はリセット。

P/V: オーバフローがあればセット、他の場合はリセット。

N : リセット。

C : ピット7 からのキャリがあればセット、他の場合はリセット。

例  : 各レジスタの内容が次のとき、

A:44H

C:11H

ADD A,C

を実行すると、各レジスタの内容は次のようになる。

A:55H

C:11H            ・

( オペランド A,n)

整数n とアキュムレータの内容を加え、その結果をアキュムレータに ストアする。

オブジェクト・コードは次のとおり。
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オブ ジェ クト・コー ド

1

1 

1

1

0

1

0

1

0,1

1

1.0   C6  

1  1  1 
7 

t l  t

実 行: M サイクル:2,T ステート:7(4+3) 、実行時間:1.75 μS(4MHZ)

プラグ:  S : 結果が負ならばセット、他の場合はリセット。

Z : 結果が零ならばセット、他の場合はリセット。

H : ビット3 からのキャリがあればセット、他の場合はリセット。

P/V: オーバフローがあればセット、他の場合はりセット。

N : リセット。

C : ビット7 からのキャリがあればセット、他の場合はリセット。

例  : アキュムレータの内容が2H のとき、

ADD A,33H

を実行すると、アキュムレータの内容は35H となる。

( オペランド A,(HL))

レジスタ・ペアHL の内容で指定されるメモリの1 バイトの内容とアキュムレータの内容とを加

え、結果をアキュムレータにストアする。

オブジェクト・コードは次のとおり。

実

フ

オブ ジェ クト ・コード

1

1 

0

1 

0

1 

0

1 

0

1 

1

1 

1

1 

0 86

行: M サ イクル:2,T ステート:7(4+3), 実行時間:1.75 μS(4MHZ)

ラグ S : 結果が負ならばセット、他の場合はリセット。

Z : 結果が零ならばセット、他の場合はリセット。

H : ビット3 からのキャリがあればセット、他の場合はリセット。P/V:

オーバフローがあればセット、他の場合はりセット。
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例

N

C

: リセ 。卜。

:ビット7 からのキャリがあればセット、他の場合はリセット

各レジスタ、メモリの内容が次のとき、

A :AOll

HL:2233H

ADD A,(HL)

2233H 番 地:O AH

を実行すると、アキュムレータの内容はAAH となる。

ADD A,(IX 十d)  ; 八←A+(lX+d)! ( オペ ランド A,(IX 十d))

インテヘックス・レジスタIX の内容に、ディスプレイスメントd を加えた値で指定されるメモリ

の内容とアキュムレータの内容とを加え、その結果をアキュムレータに ストアする。

オブジェクト・コードは次のとおり。

オブ ジェ クト ・コード

1

ユ

1

上

O

E

1

1

1

1

ゾO

⊥

1   DD

1

1

0

1

0

1

0

1

0

1

1

1

1,0   86 

t l  l  

サ 

1 上_  )

実 行: M サイクル:5,T ステー-卜:19(4+4+3+5+3) 、実行時間:4.75μS(4MHZ)

プラグ :  S : 結果が負ならばセット、他の場合はリセット。

Z : 結果が零ならばセット、他の場合はリセ 　ット。

H : ビット3 からのキャリがあればセット。他の場合はリセット。

P/V: オーバフローがあればセット、他の場合はリセット。

N : リセット。

C : ビ･ヽ ､卜7 からのキャリがあればセット、他の場合はリセット。

例  : 各レジスタ、メモリの内容が次のとき

A :34H

IX:2000H

2005H 番 地:02H
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ADD A,(| ×+5H)

を実行すると、アキュムレータの内容は36H となる。

( オペランド A,(IY 十d))

インデックス・レジスタIY の内容に、ディスプレ イスメントd を加えた値で指定されるメモリ

の内容とアキュムレータの内容とを加え、その結果をアキュムレータにストアする。

オブジェクト・コードは次のとおり。

オブジェ クト・コード

≒1
111111,1,0)   F

｀b[

二 回 咀 亜 卜 。

二? 二

実 行: M サイクル:5,T ステート:19(4+4+3+5+3) 、実行時間:4.75μS(4MHZ)

プラグ:  S : 結果が負ならばセット、他の場合はリセット。

Z : 結果が零ならばセット、他の場合はリセット。

H : ビット3 からのキャリがあればセット、他の場合はリセット。

P/V: オーバフローがあればセット、他の場合はリセット。

N : リセット。

C : ビット7 からのキャリがあればセット、他の場合はリセット。

例 : 各レジスタ、メモリの内容が次のとき、

A :34H

IY:2000H

2005H 番地:02H

ADD A,(IY+5H)

を実行すると、アキュムレータの内容は36H となる。
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64

( オペランド A,S)

オペランドs の内容に、キャリプラグの内容とアキュムレータの内容とを加え、その結果をアキ

ュムレータに ストアする。

オペランドs にはr 、n、(HL) 、(IX 十d) 、(IY 十d) が用いられる。

r とオブ ジェ クト・コードは次のとおり。

オブジェクト・コード

ADC A,r

ADC A,n

レ ジ スタ

B
 
C

D
 
E

H

一 一 -

一一

一一

一一

一一

ADC A,(HL)

ADC A,(IX 十d)

ADC A,(IY+d)

0

0

0

0

1

と

0

0

1

1

0

0

1

0

1

0

し 二 三 二 丿

仁 ◇ 甘

1,01 0_101 11 11 11 0  8E

1

1 

1

1 

0,1

1 

1

1 

1

1

0, 1  DD

l

l

O

⊥

0

1 

0

1 

1

1 

1

1

1

1

0  8E

二? 二

1

1 

1

1 

1

1 

1

E

ゾ

」

0

1

1  FD

1

1

0,0,0

1

二

」_
1,1

1

0 8E 

I  I  I  

? 

L    

･･→



L  =  101  

A  =  111

実 行 : 命 令

ADC

ADC

A,r

A,n

ADC A,(HL)

ADC A,(IX 十d)ADC A,(IY

十d)

1

N
 
N
 
｣
r
)
｣
r
)

4

7(4+3)

7(4+3)

19(4+4+3+5+3)

19(4+4+3+5+3)

実 行 時 間(4MHZ)   1.00

μS

1.75 μS

1.75 μS

4.75 μS

4.75 μS

フラク :  S : 結果が負ならばセット、他の場合はリセット。

Z : 結果が零ならばセット、他の場合はリセット。

H : ビット3 からのキャリがあればセット、他の場合はリセット。

P/V: オーバフローがあればセット 、他の場合はリセット。

N : リセット。

C : ビット7 からのキャリがあればセット 、他の場合はリセット。

例  : 各レ ジスタ、メモリの内容が次のとき、

A : 15H

HL:5555H

ADC A,(HL)

キャリプラグ: セット5555H

番地:20H

を実行すると、アキュムレー タの内容は36H となる。

( オペ ラン ド S)

アキュムレ ータの内容からオペランドs の内容を減じ、その結果をアキュムレータにストアする。

オペランドs にはr 、n 、(HL) 、(IX 十d) 、(IY 十d) が用いられる。

r とオブ ジェ クト・コードは次のとおり。

オブジェクト・コード

SUB r

SUB n

1

1 

0

1 

0

1 

1

1 

0

1

←

1

r

l

→

l

l 

1

1

0, 1

1

0

J

y

1 

1 

1 

0  D6 

1  1  1  

r 

l  1  1 

7
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レ ジ スタ

B
 

Ｃ

D
 
E

H
 
L

実

A 

行

一

一

--

一一

一一

一一

一一

一一

SUB(HL)

SUB HX+d)

SUB(IY+d)

「

000

001

010  

011  

100  

101  

111

命 令

1

N
 
N
 

」
n
 

」
n

66

1

1

0

1

0

1

1

1

【】111110 96[

正 二 工 工y] 。

口 亜 工 口T 巨]
。

l  l l 

? 

t  l l

ロ ニ ロ コ コ
。11 0'0

1 0 1 1 0  96 

1  1  1  ・  l l  l  l

二? 二 二

4

7(4+3)

7(4+3)

19(4+4+3 づ･5+3)19(4+4

十・+5j べ伺

実行時 間(4MHZ)
一 一

1.00 μS

1.75 μS

1.75 μS

4.75 μS

4.75 μS

SUB r

SUB n

SUB(HL)

SUB(IX 十d)SUB(IY

十d)

フラク:  S : 結果が負ならばセ･パヽ。他の場合はリセヴド

Z : 結果が零ならばセ･、卜、他の場合はリセ･･・卜。

H : ビット4 からのボローがあればセット、他の場合はりセヽ･･卜

P/V: オーバフローがあればセ･･･卜、他の場合はリセ バヽヽ。

N  : セ･･ノト。

C : ボローがあればセヽ･・卜、他の場合はりセット。



例  : アキュムレータの内容が38H 、レジスタD の内容が21H のとき、

SUB D

を実行すると、アキュムレータの内容は17H となる。

SBC A,S   ; A ←A-S-CY ( オペランド A,S)

アキュムレータの内容からオペランドs の内容とキャリプラグの内容とを減じ、その結果をアキ

ュムレータにストアする。

オペランドs にはr 、n 、(HL) 、(IX 十d 八(IY 十d) が用いられる。

r とオブ ジェ クト・コードは次のとおり。

SBC A 、r

SBC A,n

SBC A,(HL)

sBc A,nx 十d)

SBC A,(IY 十d)

オブジェ クト・コード

l

l

O

1

0,1

1

1

1

←

l

r

l

→

1
,
1

1

0

1

1

1

1

1

1

1

1,0  DE 

! 

1  1  1  
7 。 ,

l

l

O

I

O

I

I,1

1

!,l

j

0  9E 

1

1

1

1

0

1

1

[

1 

1 

1 

1 

0 

1 

1  DD 

1

1

0

j

O

I

l

l

l

l

l

j

1,0  9E   

|  |  |  

? 二

11 1'1 1 1 1 0 11 FD   

・ l  j  1  1  1  1

1

1

0

1

0

1

1

1
1,1,1

1

0  9E  

|

F=T= ∃

67



( オペ ランド S)

オペランドs の内容とアキュムレータの内容 とのビットごとの論理積をとり、その結果をアキュ

ムレータにストアする。

オペランドs にはr 、n.(HL) 、(IX 十d) 、(IY 十d) が用いられる。

-68

レジスター

B  =

C  =

D  =

E
 
H

L
 
A

実 行

一一

一一

一一

一

一

「

000  

001  

010  

011  

100  

101  

111

命 令

SBC A,r

SBC A,n

SBC A,(HL)

SBC A レ(IX 十d)SBC A,(IY

十d)

1

N
 
N
 
｣
r
)
｣
r
)

4

7(4+3)

7(4+3)

19(4+4+3 十ヽ 5+3)19(4+4+3+5+3)

実 行 時 問(4MHZ)   1.0

 0μS

1.75 μS

1.75 μS

4.75 μS

4.75 μS

フラク :  S : 結果が負ならばセット、他の場合はリセット。

Z : 結果が零ならばセット、他の場合はリセット。

H : ビット4 からのボローがあればセット、他の場合はリセット。

P/V: オーバフローがあればセット、他の場合はリセット。

N : セット。

C : ボローがあればセット、他の場合はリセット。

例  : 各レジスタ、メモリの内容が次のとき、

A :24H

HL:3344H

SBC A,(HL)

キャリプラグ: セット3344H:07H

を実行すると、アキュムレータの内容は1CH となる。



r とオブジェクト・コードは次のとおり。

AND r

AND n

AND(HL)

AND(IX+d)

AND(IY+d)

レ ジ ス タ

B
 
C

一一

一一

D  =

E  =

H
 
L

一一

一一

000

001

010

011

100

101

A  =  111

実 行: 命 令

AND r

AND n

1

2

69

オブ ジェ クト・コー ド

1

1

0

1 

1,0

1

0

1

←

1

r

l

→

1

1 

1

1 

1

1 

0

1

0

1 

1

1 

1

1

0   E6

に 二 二=
士

1

1

0

1

1

1

0

,

0

1 

1

1

1

1

0   A6 

1

1

1

1

0

,
1

1

1

1_

1

1

0

1

1   DD 

1

1

0

1

1

1

0

1

0
,
1

1

1
.
0   A6  

x「1       ゝ

1  1 ,1  

ヅ 

1  1  1 

ご

1 1 1 1 1 1 0 1   17[] 1

1

1

1

1

1

1

1

1

j

l

l

O

t

1

1 0 1

1_

0 

1 

0

1 

1 

1 

1 

1

0  A6 

_ L 1 1 

? 

l  l  l 

ご

4

7(4+3)

実 行 時 間(4MHZ)  1.00

μS

1.75 μS



AND(HL)

AND(IX 十d)AND(IY

十d)

N
 

」
r
)

」
n

7(4+3)

19(4+4+3+5+3)

19(4+4+3+5+3)

フラク :  S : 結果が負ならばセット、他の場合はリセット。

Z : 結果が零ならばセット、他の場合はリセット。

H : セット。

P/V: パリティが偶数ならばセット、他の場合はリセット。

N : リセット。

C : リセット。

例  : 各レジスタの内容が次のとき、

B:6CH(0110 1100)

A:D4H(1101 01(･)O)

AND B

を実行すると、アキュムレータの内容は44H(0100 0100) となる。

1.75 μS4.75

μS4.75

μS

|OR S   ; A ←AVS        l            〔オペランド s 〕

オペランドs の内容とアキュムレータの内容とのビ･･、卜ごとの論理和をと'J、その結果をアキュ

ムレータにストアする。

オペランドs にはr 、n 、(HL) 、(IX 十d) 、(IY 十d) が用いられる。

r とオブジェ クト・コードは次のとおり。

オブ ジェ クト ・コード

OR r

OR n

OR(HL)

1

1

0

1 

1

1 

1

1 

0

1

←､r

i

→

『TTT ▽ コ 、○

ユ

11'01111 ‘O'11 1'OI B670-



レ ジ スタ

B
 
C
 
D
 
E
 
H

L
 

Ａ

実 行 :

フラク

一

一

一一

一-

一一

OR(IX 十d)

OR(IY 十d)

「

000

001

010

011

=  100

こ  101

=  111 

命 令

OR r 

OR n

OR

OR

OR

S

(HL)

(IX 十d)(IY

十d)

H
 
N

N
 

」
r
)

」
r
)

I

1

1

1

0

1

1

1

1
・
し

1_

0

1

1  DD 

1 0 1 1 0 1 1 01  B6卜,j  1  1  1  1

←d →
二 三 三 三

1

1

1,1

1

1

1

1

L_

1

1

0

1

1   FD

1 0 1 1 0 1 1 0   B61

1

0

1

1

1

1

1

0

L

1

1

1

1

0

1  1  1 

? 

1  1  1

4

7(4+3)

7(4+3)

19(4+4+3+5+3)

19(4+4+3+5+3)

: 結 果 が負ならば セット 、他 の場合は リセット

Z : 結果が零ならばセット、他の場合はリセット。

H : リセット

P/V: パリティが偶数ならばセット、他の場合はリセ･･･卜。

N : リセット。

C : リセット。

例  : 各レジスタの内容が次のとき、

H:27H(00  10 0111)

71-

実 行 時 間(4MHZ)   1.0

 0μS

1.75 μS

1.75 μS

4.75 μS

4.75 μS



A:58H(0101  1000)

OR H

を実行すると. アキュムレータの内容は7FII(0111 1111) となる

]]]] ( オペ ラン ド`  S)

オペランドs の内容とアキュムレータの内容とのビットごとの排他的､論理和をとり、その結米を

アキュムレータにストアする。

オペランドs にはr 、n 、(HL) 、(IX 十d) 、(IY 十d) が用いられる。

r とオブジェクト・コードは次のとおり。

XOR r

XOR n

XOR(HL)

XOR(IX 十d)

XOR(IY 十d)

オブ ジェ クト ・コード

1

1 

0

1 
1, 0
t 

1

1
←,r. →

☆
三 寸

111011･O･11111101 AE

1

1

1

1
0,1
1

1

1

1

1

0

1

1   DD

1

1

0

1_

1

1

011

1

1

1

1

1

0  AE

二? 二

|1 1 1 1 1 1 0 1  FD .

|  |  |  |  ‥1

1

1

0

1

1

1

0

1

1

1

1

1

1

1

0  AE 

l  ‾゙"'1  1 1 1 1二 ☆ ド 十|
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レ ジ スタ

B  =

C  =

D  =

「

000

001

010

E  =  011  

H  =  100  

L  =  101  

A  =  111

実 行 : 命 令

XOR r

XOR n

XOR(HL)

XOR(IX 十d)XOR(IY

十d)

1

N
 
N
 
｣
r
)
｣
Q

4

7(4+3)

7(4+3)

19(4+4+3+5+3)

19(4+4+3+5+3)

フラク:  S : 結果が 負ならばセット、他の場合はリセット。

Z : 結果が零ならばセット、他の場合はリセット。

H : リセット。

P/V: パリティが偶数ならばセット、他の場合はリセット。

N : リセット。

C : リセット。

例  : アキュムレータの内容が36H(0011 0110) のとき、

×OR 6DH     ( 注:6DH=0110 1101)

を実行すると、アキュムレータの内容は5BH(0101 1011) となる。

実 行 時 間(4MHZ)   1.00

μS

1.75 μS

1.75 μS

4.75 μS

4.75 μS

( オペ ランド S)

オペランドs の内容とアキュムレー タの内容を比較し、等しい場合プラグをセットする。

オペランドs にはr 、n.(HL) 、(IX 十d) 、(IY 十d) が用いられる。

r とオブジェ クト・コードは次のとおり。
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ﾚ･ ジ ス タ

B
 
C
 
D
 
E

実

一一

一一

一一

一一

H  二

L
 
A

行

一一-

一
一

CP 「

CP n

CP(H I. 八

CP(IX 十d)

0

0

CP(IY ヤd)

二

〇

0

0

1

010  

011  

10  0

101  

111

ノゝ  /4則J 'I]

CP  r

CP n

CP(HL)

CP(IX+d)

CP(1Ytd)

1

N
 
N

｣
n
 

」
n

-74

オブ ジェ クト・コード

1

1

0

1

1

1

1

1

1

t

←

1
「
l

→

1

1 

1

1 

1

1 

1

1 

1
. 
1
, 
1

1

0  FE  

l  l  l  

? 

l j  l 

ご

1

1

0

1

1

1

1

1

1

1

1

1 

1
,
0  BE 

1

1 

1

1 

0

1 

1

1 

1
, 
1
. 
0

1 

1  DD 

1
,
0

1

1

1

1

1

1

1

ゾ ニ   BE

ヒ 土
二L 二 二j

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1
,
0  1   FD 

1 

1 

0

1 

1 1 1 

1 

1 

1 

1
, 

1 0  BE     

l

1  1  

1 ? 

1  1  卜 

で

4

7(4+3)

7(4 ･i･ 3)

19(4+4+3+5+3)

19(4 十4･ にレ･ト513)

実 行 時 間(4MHZ)   1.00

μS

1.75 μS

1.75 μS

4.75 μS

4.75 μS



' ¶ - ' r ' | -

フラク :  S : 結果が負ならばセット、他の場合はリセット。

Z : 結果が零ならばセット、他の場合はリセット。

H : ビット4 からのボローがあ ればセット、他の場合はリセット

P/V: オーバフローならばセット、他の場合はリセット。

N : セット。

C : ボローがあればセット、他の場合はリセット。

例  : 各レ ジスタ、メモリの内容が次のとき、

A :54H

HL:5000H      5000H 番地:50H

CP(HL)

を実行すると、P/V プラグはリセットされる。

レジスタr の内容を1 だけ増す。

r とオブ ジェ クト・コードは次のとおり。

レ ジ ス タ

A
 
B

Ｃ
 
D

一一

一一

一一

一一

「

111

000

001

010

( オペ ランド r)

オブ ジェ クト ・コード

0

1

0

1

←

1

r

1

→

1

1

1

0,0

E  =  011

H  =  100

L  =  101

実 行 : M サイクル:1,T ステート:4, 実行時間:1.00 μs(4MHz)

プラグ:  S : 結果が負ならばセット、他の場合はリセット。

Z : 結果が零ならばセット、他の場合はリセット。

H : ビット3 からのキャリがあればセット、他の場合はリセット。

P/V: 実行前にr の内容が7FH であればセット、他の場合はリセット。

N : リセット。

C : 変化せず。
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例 レジスタD の内容が37H であるとき、

INC D

を実行すると、レジスタD の内容は38H となる。

ド ｀゙‾I ‾゙I ‾II` ………゙` I III ゛ ゛`゙……゙………``゙゙ II m 瑕,ﾐ=…… ………‥‥‥ ‥‥‥
‥ ‥,UI

｀IJI-   ゛I｀II｀゙ …… 弑ﾖ 心 ゛……( 屁)m 暇 … … … … … と
ふ
と
し) ∠j ゛FTFﾌTI

レジスタ・ペアHL の内容が指定するメモリの内容を1 だけ増す。

オブジェ クト・コードは次のとおり。

(オペランド(HL))

オブ ジェ クト・コー ド

0

1

0 バ バ101110 0 34

実 行 : M サイクル:3,T スデート:11(4+4+3) 、実行時間:2.75 μS(4MHZ)

プラグ :  S : 結果が負ならばセット、他の場合はリセット。

Z : 結果が零ならばセット、他の場合はリセット。

H : ビット3 からのキャリがあればセット、他の場合はリセット。

P/V: 実行前に(HL) が7FH であればセット、他の場合はリセット。

N : リセット。

C : 変化せず。

例  : 各レジスタ、メモリの内容が次のとき、

HL:3344H      3344H 番地:76H

INC(HL)

を実行すると、メモリの334411番地の内容は7711となる。

(オペランド(IX 十d))

インデッ クス・レジスタIX の内容にディスプレ イスメントd を加えた値で指定されるメモリの

内容を1 だけ増す。
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オブジェ クト・コードは次のとおり。

オブ ジェ クト ・コード

1,1

1

0

1

1

L

l

l

l

l

O

1

1  DD

O

1

0

1

1

1 

1

1
0,1

h

0

1

0  34  

1  1  1  

?
1  1  1 )

実 行: M サイクル:6,T ステート:23(4+4+3+5+4+3) 、実行時問:5.75 μS

(4MHZ)

プラグ:  S : 結果が負ならばセット、他の場合はリセット。

Z : 結果が零ならばセット、他の場介はリセット。

H : ビット3 からキャリがあればセット、他の場合はリセット。

P/V: 実行前に(IX 十d) が7FH であればセット、他の場合はリセット。

N : リセット。

C : 変化せず。

例  : 各レジスタ、メモリの内容が次のとき、

IX: 1010H      1020H 番地:56H

INC{| ×+10H}

を実行すると、メモリの1020H番地の内容は57Hとなる。

( オペランド nY 十d))

インデックス・レジスタIY の内容にディスプレイスメントd を加えた値で指定されるメモリの

内容を1 だけ増す。

オブジェクト・コードは次のとおI几

オブ ジェ クト・ コード

1

1 

1,1

1 

1

1 

1

1 

1

1

0

1

1  FD
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0
, 
0

1 

1

1 

1

1 

0

1 

1

1 

0

1 

0   34

二? 二

実 行 : M サイクル:6,T ステート:23(4+4+3+5+4+3) 、実行時間:5.75 μS

(4MHZ)

プラグ :  S : 結果が負ならばセ丿卜、他の場合はリセット。

Z : 結果が零ならばセヴト、他の場合はリセットO

H : ビ丿卜3 からのキャリがあればセット、他の場合はリセット。

P/V: 実行前に(IY 十d) が7FH であればセット、他の場合はリセ丿卜。

N : リセットつ

C : 変化せず。

例  : 各レジスタ、メモリが次のとき、

IY: 1010H      102011 番地:45H

INC(IY+10H)

を実行すると、メモリの1020H番地の内容は46H となる。

DEC m   ; m ←m-1                   ( オペランド m)

オベランドm の内容を1 だけ減じる。

オペランドm にはINC 命令と同様に、r 、(HL) 、nx 十d) 、nY 十d) が用いられる。

r とオブジェクト・コードは次のとおり。

DEC･  「

DEC(HL)

オブ ジェ クト ・コード

ピ ニ 上 上 』

10

1

0

1 
1. 1.0

1 

1

1

‾OX11 35
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レ ジ ス タ

B  =

C  =

D  =

E  =

H  こ

L
 
A

実 行

一一

一一

DEC(IX 十d)

DEC(IY 十d)

「 

000 

001 

010 

011 

100 

101 

111

命 令

DEC r

DEC(HL)

DEC(IX 十d)DEC(IY

十d)

l

t 

1

1 

0
, 1

1 

1

1 

1

1 

0

1 

1  DD 

0
,
0

1

1

1

1

t

O

1

1

1

0

1

1  35

ヒ 士
二
二

回

1

1

1

t

1

1 

1

1

1

1 

1
,
0

1

1  FD 

O

1 

0

1 

1

1 

1

1 

0

1 

1

1 

0

1 

1  3 5

| ●  '  ・    ●  ●  l犬? 犬|

M サ イ クル  T ス テ ート

1
 
3
 
6
 
6

4

11(4+4+3)

23(4+4+3+5+4+3)

23(4+4+3+5+4+3)

実行時間(4MHZ)

1.00 μS2.75

μS5.75

μS5.75

μS

フラク:  S : 結果が負ならばセット、他の場合はリセット。

Z : 結果が零ならばセット、他の場合はリセット。

H : ビット4 からのボローがあればセット、他の場合はリセット。

P/V: 実行前にオペランドm の内容が80H ならばセット、他の場合はリセット。

N : セット。

C : 変化せず。

例  : レジスタD の内容が4BH のとき、

DEC D

を実行すると、レ ジスタD の内容は4AH となる。
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汎用算術演算、CPU 制御 グループ

,ゾ



( オペランド なし)

BCD(2 進化10進法) による加減算の際に, ア キュムレータの内容を補正する。

加算(ADD,ADC,INC), 減算(SUB,SBC,DEC,NEG) に対する操作を次表に示す。

オペレーション � DAA

実 行

前のC の 内容(

キャリプラグ) �

アキュムレータの4~7

ビットの値 

(16 進) � DAA

実 行

前 のH の 内 容(

ハーフキヤリプラグ)�

アキュムレータの0~3

ビットの値 

(16 進) �

アキュムレータに

加えられる数 

(16 進) � DAA

実 行

後のC の内容(

キャリプラグ)

ADD

ADC

INC �000000111 �O-90-80

一9A-F9

一FA-FO-20-20-3�001001001 �O-9A-FO-30-9A一FO-30-9A-FO-3�00060660

 6666606666�000111111

SUB

SBC

DEC

NEG �0011 �O-90-87-F6一F �0101 �O-96-FO-96-F �00FAAO9A �0011

オブジェ クト・コードは次のとおり

実

フ ラ

例

行

グ

オブジェ クト・コード

O

1

0

1

1

1

0

1

0, 1

1 

1

1 

1 27

M サイクル:1,T ステー-卜:4, 実行時間:1.00 μS(4MHZ)

S : 実行後アキュムレータのビット7 が1 ならばセット、他の場合はリセット。

Z : 実行後アキュムレータの内容が零ならばセット、他の場合はリセット。

H : 前記表を参照。

P/V : 実行後アキュムレータのパリティが偶数ならばセット、他の場合はりセット。

N : 変化せず。

C : 前記表を参照。

16(BCD) と28(BCD) の加算は10進算術演算で･は

16

+ 28

と な る 。

44
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2 進表示したものを2 進算術演算で加えると、

0001 0110

十 〇〇10 1000

0011 1110 3EH

となる。

DAA 命令はこの結果を補正して正しいBCD 表示にする。

0011 1110

十 〇〇〇〇 〇110

0100 0100
一
一

アキュムレータの内容について1 の補数をとる。

オブジェクト・コードは次のとおり。

44(BCD)

( オペランド なし)

オブ ジェ クト・コー ド

10

1

0

1 

1

1 

0

1 

1

1 

1j 1

1 

1

1

実 行: M サイクル:1,T ステート:4, 実行時間:1.00 μS(4 MHZ)

プラグ :  S : 変化せず。

Z : 変化せず。

H : セット。

P/V: 変化せず。

N : セット。

C : 変化せず。

例  : アキュムレータの内容が1001 1010 (9A11) のとき、

CPL

を実行すると、アキュムレータの内容は、

0110 0101 (65H)

となる。
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≒
NEG

…__

卜A 二? ‾A                    ( オペランド なし)

アキュムレータの内容について2 の袖数をとる。

これは零からアキュムレータの内容を減じるのと同様である｡80Hの場合変化しないので注意する

こと。

オブジェクト・コードは次のとおり。

オブ ジェ クト・コー ド

1

1 

1

1 

1

1

0

に

1

1

へO

1 

1  ED

O

1

1

1

0

1

0

1

0

t
1,0
1

0  44

実 行: M サイクル:2 、T ステート:8(4+4) 、実行時間:2.00 μS(4MHZ)

プラグ :  S : 結果が負ならばセット、他の場合はリセット。

Z : 結果が零ならばセット、他の場合はリセット。

H : ビット4 からボローがあればセット、他の場合はリセット。

P/V: 実行前にアキュムレータの内容が8011ならばセット、他の場合はリセット。

N : セット。

C : 実行前にアキュムレータの内容が00H でなければセット、他の場合はリセット。

例  : アキュムレータの内容が次のとき、

1 0 1 0  1 1 0 0 (ACII)

NEG

を実行すると、アキュムレータの内容は次のようになる。

0101 0100(5411)

戸 二 言 ‾ 二

レジスタF 中のC( キャリ) プラグの1 の補数をとる。

オブジェクト・コードは次のとおり。

( オペ ランド な し)

オブ ジェ クト ・コード

0

1 

0

1 

1

n

1

1 

1

1 

1

1 

1

1 

1

84
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実 行: M サイクル:1,T ステート:4, 実行時問:1.00 μS(4MHZ)

プラグ:  S : 変化せず。

Z : 変化せず。

H : 実行以前のキャリに等しい。

P/V: 変化せず。

N : リセット。

C : 実行前にキャリ・プラグが零ならばセット, 他の場合はリセット。

三S乙轟言よな卜

F レジスタ中のC( キャリ) プラグをセットする。

オブジェクト・コードは次のとおり。

実

フ

( オペランド なし)

オブジェクト・コード

0

, 

0

1 

1

1 

1

t 

O

1 

1

1 

1

1 

1

行: M サ イ クル:1,T ステ ー ト:4, 実 行 時間:1.00 μS(4MHZ)

ラ グ S : 変化せず。

Z : 変化せず。

H : リセット。P/V:

変化せず。

N : リセット。

C : セット。

37

( オペランド なし)

プログラム・カウンタを1 進めるだけで他に影響を与える動作はしない。 リフレ ッシュ信号は出

る。
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オブジェ クト・コードは次のとおり

オブ ジェ クト・ コー ド

0

, 

0

1 

0

1 

0

1 

0

1 

0
, 
0

1

0

実 行 : M サイクル:1,T ステート:4, 実行時間:1.00 μS(4MHZ)

プラグ : 変化せず。

00

I HALT   ; Halt           
l            

( オペランド なし)  

次の割り込みかリセットが来るまでCPU を停止させる。停止中はメモリ内容を保持するため

NOP を実行しているがPC は+1 されない。

オブジェクト・コードは次のとおり。

オブジェクト・コード

O

1 

1

1 

1

1 

1

E

グ

ユ

1. 1.0

実 行: M サイクル:1,T ステート:4, 実行時間:1.00 μS(4MHZ)

プラグ: 変化せず。

76

( オペ ランド な し)

イネーブル・フリップフロップ(IFFI とIFF2) をリセットして、INT 割り込みを無効

にする。

この命令の実行中に入ったINT 割り込みも無効にするので注意すること。

この命令の実行後、CPU は割り込み要求(INT) 信号には応答しなくなる。

次にEI 命令が実行されるまで解除されない。

オブジェクト・コードは次のとおり。
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オブ ジェ クト ・コード

1

1 

1

1 

1

1

1

1
0,0

1

1

1

1

実 行: M サイクル:1,T ステート:4, 実行時間:1.00 μS(4MHZ)

プラグ: 変化せず。

F3

( オペランド なし)

イネーブル・フリップフロップ(IFF1 とIFF2) をセットして、INT 割り込みを有効に

する。

この命令の実行中に入ったINT 割り込みは無効にするので注意すること。

この命令の実行後、CPU は割り込み要求(INT) 信号に応答するようになる。

オブジェ クト・コードは次のとおり。

オブジェクト・コード

1
, 
1

1 

1

1 

1

1 

1

1 

0

1 

1

1 

1

実 行: M サイクル:1,T ステート:4, 実行時間:1.00 μS(4MHZ)

フラグ: 変化せず。

FB

( オペ ラン ド O)

割り込みをモードO にセットする。

このモードの割り込みによって割り込みアクノリッジの期間にデータ・バス上に任意の命令を挿

入し、CPU に実行させることができる。

オブジェクト・コードは次のとおり。
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オブ ジェ クト ・コード

1

1 

1

1 

1

1

0

1 

1

1 

1

1

0

,

1  ED

0

1 

1

1 

0

1 

0

1 

0

1 

1,1

1 

0  4 6

実 行: M サイクル:2,T ステート:8(4+4), 実行時間:2.00 μS(4MHZ)

プラグ: 変化せず。

I M I    ; |｢lter'｢ ゛` Jpt r71°d7 7e ( オペ ランド 1)

割り込みをモード1 にセットする。

このモードの割り込みによって0038H 番地へのリスタート命令を実行する。

オブジェクト・コードは次のとおり。

オブジェクト・コード

1

1 

1

1 

1

1 

0

1 

1

1 

1

1 

0
, 
1  ED

O

1

1

1

0

1

1

1

0

j

1

1 

1

j

0  56

実 行: M サイクル:2,T ステート:8(4+4), 実行時間:2.00 μS(4MHZ)

プラグ: 変化せず。

( オペ ランド 2)

割り込みをモード2 にセットする。

このモードでは、メモり中の任意の番地へ割り込みコールを実行できる。この任意の実行開始番

地は、あらかじめメモリ内に作られたテーブ ルから参照される。このテーブ ルは割り込みベ クト

ル・レジスタI の内容を上位バイトとし 、割り込みをかけた機器から与えられる8 ビ･･、卜を下位
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16ビット 算術演算 グループ

旧



|

二よ

き

二DDHL
フSS ; HL ¨H

ご̈↓ﾐご｡1
( オペ ラン ド H L, SS)

レジスタ・ペアSSの内容とレジスタ・ペアHL の内容とを加え、その結果をHL に ストアする。

オペランドSS にはBC 、DE 、HL 、SP が用いられる。

SS とオブジェ クト・コードは次のとおり。

レジスタ・ペア  SS                   オブジェクト・コード

BC

DE

HL

SP

一一

一一

一一

一一

-

00

01

10

11

O

1
0, ≒S

に

ぺ01011

実 行: M サイクル:3,T ステート:11(4 十一4+3) 、実行時間:2.75 μS(4MHZ)

プラグ :  S : 変化せず。

Z : 変化せず。

H : ビット11 からのキャリがあればセット、他の場合はリセット。

P/V: 変化せず。

N : リセット。

C : ビット15 からのキャリがあればセット、他の場合はリセット。

例  : レジスタ・ペアの内容が次のとき、

HL:2525H

ADD HL,DE

DE:3333H

を実行すると、レジスタ・ペアHL の内容は5858H となる。

( オペ ラン ド H L,SS)

レジスタ・ペアSS の内容とレジスタ･ペアHL の内容およびキャリ・プラグの内容とを加え、そ

の結果をHL にストアする。

オペランドSS にはBC 、DE 、HL 、SP が用いられる。

SS とオブジェ クト・コードは次のとおり。

92-



レ ジ ス タ ・ ペ ア

BC

DE

HL

SP

一

一

--

一一

一一

SS

00

01

10

11

オブ ジェ クト ・コード

11,1,1,0

j

1

1 

1,0,11 ED

10

1 

1

1 

S

l 

S

l 

l

l 

O

1 

1

1

0
1

実 行: M サイクル:4,T ステート:15(4+4+4+3) 、実行時間:3.75μS(4MHZ)

プラグ:  S : 結果が負ならばセット、他の場合はリセットO

Z : 結果が零ならばセット、他の場合はリセット。

H : ビット11からのキャリがあればセット、他の場合はリセット。

P/V: オーバフローがあればセット、他の場合はリセット。

N : リセット。

C : ビット15からのキャリがあればセット、他の場合はりセット。

例  : レジスタ・ペア、プラグの内容が次のとき、

HL:2037H       BC:1486H

キャリ・プラグ: セット

ADC HL,BC

を実行すると、レジスタ・ペアHL の内容は34BEH となる。

( オ ペ ラ ン ド H L, SS)

レジスタ・ペアSS の内容とキャリ・プラグの内容とをレジスタ・ペアHL の内容から減じ、その

結果をHL に ストアする。

オペランドSS にはBC 、DE 、HL 、SP が用いられる。

SS とオブ ジェ クト・コードは次のとおり。

レジスタ・ペア  SS

実

フ

BC

DE

一一

一一

-

00

01

HL  =  10

SP  =  11

オブ ジェ クト ・コード

1 1 1 0 1 1 0 11 ED|

い1  1  1  1  |

0

1 

1

1 

S

l 

S

l 

O

1 

0

1 

1

1 

0

行: M サイクル:4,T ステート:15(4+4+4+3), 実行時間:3.75 μS(4MHZ)

ラグ:  S : 結果が負ならばセット, 他の場合はリセット。
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Z : 結果が零ならばセット、他の場合はリセット。

H : ビ･パヽ12からのボローがあればセット、他の場合はリセ丿卜

P/V: オーバフローがあればセット。他の場合はリセヽ･･卜。

N : セット。

C : ボローがあればセット、他の場合はリセット。

例  : レジスタ ーペア、フラクが次のとき、

HL : 987611     DE : 123411

キャリ ープラグ: セ･ツト

SBC HL,DE

を実行すると、レジ スタ・ペアHL の内容は864111となる。

ﾚ ｸﾞDD I X, pp ;| ×←IX 十ppl ( オペ ラ ン ド`  I X, pp)

レジスタ・ペアpp の内容と インデックス・レジスタIX の内容とを加え、その結果をIX にス

トアする。

オペランドpp にはBC 、DE 、IX 、SP が用いられる。

pp とオブジェ クト・コードは次のとおり。

レ ジスタ・ペア  pp                   オブジェ クト・コード

BC  =

DE  =

I χ   =SP

=

00

01

10

11

1

1 

1

1 

0

1 

1

1 

1

」_

し

1

0

1

1 DD

O

」

0

1 

p

l 

p

j 

1

1 

0

1 

0

1 

1

実 行: M サイクル:4 、T ステート:15(4+4+4+3) 、実行峙問:3.75 μS(4MHZ)

プラグ:  S : 変化せず。

Z : 変化せず。

H : ビット11からのキャリがあればセッ|･、他の場合はリセ･･川ヽ。

P/V: 変化せず。

N : リセット。

C : ビ ヴト15 からのキャリがあればセット、他の場合はりセット。

例  : レジスタの内容が次のとき、

IX:2244H BC:6666H
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ADD IX,BC

を実行すると、インデックス・レジスタIX の内容は88AAH となる。

IA °O lyrr  丿 ヶプ ゾ ( オペ ランド I Y,rr)

レジスタ・ペアrr の内容 とインデックス・レジスタIY の内容とを加え、その結果をIY にス

トアする。

オペランドrr にはBC 、DE 、IY 、SP が用いられる。

rr とオブジェクト・コードは次のとおり。

レ ジスタ・ペア

BC

DE

IY

一一

一一

一一

SP  =

r「00011011 オブ ジェ クト・コー ド

11

1 

1

1 

1

・

1

1 

1

・

lj 0

1 

11 FD

匹 下 三 コ

1 1 1 に｡

実 行: M サイクル:4,T ステート:15(4+4+4+3) 、実行峙間:･3.75μS(4MHZ)

プラグ:  S : 変化せず。

Z : 変化せず。

ヽH : ビット11からのキャリがあればセット、他の場合はリセット。

P/V: 変化せず。

N : リセット。

C : ビット15からのキャリがあればセット、他の場合はリセット。

例  : 各レジスタの内容が次のとき、

IY:2222H      BC:4444 日

ADD IY,BC

を実行すると、インデックス・レジスタIY の内容は6666H となる。
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卜 匹 二 こ 二

レジスタ・ペアSS の内容を1 だけ増す。

オペランドSS にはBC 、DE 、HL 、SP が用いられる。

SS とオブジェクト・コードは次のとおり。

( オペ ラン ド SS)

レジスタ・ペア  SS  BC

=  00 

DE  =  01  

HL  =  10

オブ ジェ クト ・コード

0

1 

0

1 

S

l 

S

l

O

1 

0

1 

1, 1

SP  =  11

実 行 : M サイクル:1,T ステート:6, 実行時間:1.50 μS(4MHZ)

プラグ : 変化せず。

例  : レジスタ・ペアHL の内容が2200H のとき、

INC HL

を実行すると、レジスタ・ペアHL の内容は2201H となる。

| INC  IX   ; lX ゛
‾1X+1

… …､_|=---==-l=晶=kkiJ･一一

イ ン デ ッ ク ス ・ レ ジ ス タIX の 内 容 を1 だ け 増 す 。

オ ブ ジ ェ ク ト ・ コ ー ド は 次 の と お り 。

( オペ ランド IX)

オブ ジェ クト ・コード

11'1 0 1 1'1'O
・11 DD  |  1 

1  1  1  1  1

0

1 

0

1 

1

1 

0, 0,0

1 

1

1 

1  23

実 行: M サイクル:2,T ステート:10(4+6) 、実行時間:2.50 μS(4MHZ)

プラグ: 変化せず。

例  : インデックス・レジスタIX の内容が1200H のとき、

INC IX

を実行すると、インデックス・レジスタIX の内容は1201H となる。
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匝 ご 二 三 或]
インデックス・レ ジスタIY の内容を1 だけ増す。

オブジェクト・コードは次のとおり。

( オペ ランド IY)

オブジェクト・コード

1

1 

1

1 

1

1 

1

1 

1

1 

1

1 

0

1 

1  FD

0

1

0,1

1

0

1 

0

1

0

_t

1  1  23

実 行 : M サイクル:2,T ステート:10(4+6) 、実行時間:2.50 μS(4MHZ)

プラグ : 変化せず。

例  : インデ`ツクス・レジスタIY の内容が1384H のとき、

INC IY

を実行すると、インデックス・レジスタIY の内容は1385H となる。

6 £C 二
。 ; SS ←SS -1 __ ij ( オペ ランド SS)

レ ジ スタ ・ペアSS の 内容を1 だ け 減じる。

オペ ランドSS に はBC 、DE 、HL 、SP が 用 い られる。

SS と オブ ジェ クト ・コー ドは次の とお り。

レ ジス タ・ペ ア  SS                   オブ ジェ クト ・コード

BC  =

DE  =

HL  =

SP  =

00

01

10

11

0,0
1

S

l
≒1,0,1,1

実 行: M サイクル:1,T ステート:6, 実行時間:1.50 μS(4MHZ)

プラグ: 変化せず。

例  : レジスタ・ペアHL の内容が2003H のとき、

DEC HL

を実行すると、レジスタ・ペアHL の内容は2002H となる。
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DEC  I X   ; lX ‘゙‾lX ‾1 __

インデックス・レジスタIX の内容を1 だけ減じる。

オブジェクト・コードは次のとおり。

( オペランド IX)

オブ ジェ クト ・コード

1, 1
1

0

1 

1

1 

1, 1, 0. 1  DD

0,0
1

1

1

0

1

1

1

0,1,1  2B

実 行: M サイクル:2,T ステート:10(4+6) 、実行時間:2.50 μS(4MHZ)

プラグ: 変化せず。

例  : インデックス・レジスタIX の内容が1822H のとき、

DEC IX

を実行すると、インデックス・レジスタIX の内容は182111となる。

インデックス・レジスタIY の内容を1 だけ減じる。

オブジェ クト・コードは次のとお‘几

( オペ ランド IY)

オブジェ クト・コード

1  1  1  8  1  1  1
11 1 1 1 1 1 0 11 FD 

O

」

O

1

1

1

0

1

1

1

0

1

1,1  2B

実 行: M サイクル:2,T ステート:10(4+6) 、実行時間:2.50 μS(4MHZ)

プラグ : 変化せず。

例  : インデックス・レジスタIY の内容が4800H のとき、

DEC IY

を実行すると、インデックス・レジスタIY の内容は47FFH となる。
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ローテイト、シフト グループ



( オペランド なし)

アキュムレータ(レジスタA) の内容を左ヘローテイトする。

すなわち、ビットO の内容をピット1 ヘコピーし、コピー前のピット1 の内容をビット2 ヘコピ

ーする。

同様な操作を順次行う。ビット7 の内容はキャリ・プラグとビットO の両方に入る。

オブジェクト・コードは次のとおり。

オブジェクト・コード

ﾄﾞ 不 二]
実 行: M サイクル:1,T ステート:4, 実行時間:1.00 μS(4MHZ)

プラグ :  S : 変化せず。

Z : 変化せず。

H : リセット。

P/V: 変化せず。

N : リセット。

C : アキュムレータのビット7 からのデータ。

例  : アキュムレータの内容が次のとき,

CY  7  6  5  4  3  2  1  0

口 1 �1 �0 �0 �1 �0 �1 �0

07

RLCA

を実行すると、アキュムレータとキャリ・プラグの内容は次のようになる。

CY  7  6  5  4  3  2  1  0

口 1 �0 �0 �1 �0 �1 �0 �1

( オペランド ない

アキュムレータ( レジスタA) の内容を左ヘローテイトする。すなわち、ビットO の内容をビッ

ト1 ヘコピーし、コピー前のビット1 の内容をビット2 ヘコピーする。同様な操作を順次行う。
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ビット7 の内容はキャリ・プラグにコピーし、コピー前のキャリ・プラグの内容はピットO にコ

ピーする。

オブジェクト・コードは次のとおり。

オブ ジェ クト・コー ド

実

フ

0

1

0

1

0

1

1

1
0,1

1

1,1

行: M サイクル:1,T ステート:4, 実行時間:1.00 μS(4MHZ)

ラグ:  S : 変化せず。

Z : 変化せず。

H : リセット。

P/V: 変化せず。

N : リセット。

C : アキュムレータのビット7 からのデータ。

例  : アキュムレータとキャリ・プラグの内容が次のとき、

ヴ
ロ

7 6 5 4 3 2
1

0

0 �1 �0 �1 �1 �1 �0 �1

17

RLA

を実行すると、アキュムレータとキャリ・プラグの内容は次のようになる。

CY  7  6  5  4  3  2  1  0

口 1 �0 �1 �1 �1 �0 �1 �1

( オペランド なし)

アキュムレータ( レジスタA) の内容を右にローテイトする。

すなわち、ビット7 の内容をピット6 にコピーし、コピー前のビット6 の内容をビット5 にコピ

ーする。

同様な操作を順次行う。ビットO の内容はピット7 とキャリ・プラグの両方にコピーする。

オブジェクト・コードは次のとおり。
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オブ ジェ クト ・コード

0

1 

0

1 

0, 0

1 

1

1 

1
,
1
,
1

実 行 : M サイクル:1,T ステート:4, 実行時間:1.00 μS(4MHZ)

プラグ :  S : 変化せず。

Z : 変化せず。

H : リセット。

P/V: 変化せず。

N : リセットO

C : アキュムレータのビットO からのデータ。

例  : アキュムレータの内容が次のとき,

CY

口

7 6 5 4 3 2
1

0

0 �0 �1 �0 �0 �1 �0 �1

OF

RRCA

を実行すると、アキュムレータとキャリ・プラ グの内容は次のようになる。

CY  7  6  5  4  3  2  1  0

口 1 �0 �0 �1 �0 �0 �1 �0

冊立 罵 二匹 ▽ ( オペ ランド な し)

アキュムレータ( レジスタA) の内容を右にローテイトする。すなわちビット7 の内容をビヴト6

にコピーし、コピー前のビット6 の内容をビット5 にコピーする。同様な操作を順次行う。ビ

ット0 の内容はキャリ・プラグにコピーし、コピー前のキャリ・プラグの内容をビットフにコピ

ーする。

オブジェクト・コー-ドは次のとおり。

オブジェクト・コード
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O

1 

0

1 

0

1 

1 

1 

1

1 

1

_1

し

_

1 1F



実 行: M サイクル:1,T ステート:4, 実行時間:1.00 μS(4MHZ)

プラグ:  S : 変化せず。

Z : 変化せず。

H : リセット。

P/V: 変化せず。

N : リセット。

C : アキュムレータのビットO からのデータ。

例  : アキュムレータとキャリ・プラグの内容が次のとき,

ヴ
ロ

7 6 5 4 3 2 1
0

0 �1 �1 �1 �0 �1 �0 �1

RRA

を実行すると、アキュムレータとキャリ・プラグの内容は次のようになる。

CY  7  6  5  4  3  2  1  0

口 1 �0 �1 �1 �1 �0 �1 �0

八 丁 二 貢 ▽ ( オペ ランド r)

レジスタr の8 ビットの内容を左ヘローテイトする。

ビットO の内容をビット1 にコピーし、コピー前のビット1 の内容をビット2 にコピーする。同

様な操作を順次行う。ビット7 の内容はビットO とキャリ・プラグの両方にコピーする。

r とオブジェ クト・コードは次のとおり。

レ ジ ス タ

実

B  こ

C
 
D

一一一

一
一

E  =

H
 
L

A

行

--

一 一一

一
一

「

000

001

010

0 11100101111

オブ ジェ クト・ コード

1,1

1

0

1

0

1

1
・
0,1

j

1  CB

O

1

0

1

0

1

0

1

0

1

←,1 ‾l→

: M サ イ クル:2,T ステ ー ト:8(4+4), 実 行 時 間:2.00 μS(4MHZ)
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フラク:  S : 結果が負ならばセット。他の場合はリセット。

Z : 結果が零ならばセット、他の場合はリセット。

H : リセット。

P/V: パリティが偶数ならばセット、他の場合はリセット

N : リセット。

C : レジスタr のビット7 からのデ一夕。

例  : レジスタr の内容が次のとき、

CY  7  6  5  4  3  2  1  0

口 0 �1 �1 �1 �0 �1 �1 �1

RLC r

を実行すると、レジスタr とキャリ・プラグの内容は次のようになる。

CY  7  6  5  4  3  2  1  0

口 1 �1 �1 �0 �1 �1 �1 �0

IRLC.(HL)  ; 【(y)←[屋嵩じ]| ( オペランド(HL))

レジスタ・ペアHL の内容が指定するメモリの内容を左にローテイトする。

ビットO の内容をビット1 にコピーし、コピー前のビット1 の内容をビット2 にコピーする。同

様な操作を順次行う。ビット7 の内容はキャリ・プラグとピット0 の両方にコピーする。

オブジェクト・コードは次のとおり。

オブジェクト・コード

l1 1 0()1 0 1 1  CB  

l  l  l  l  S  ・  

川

-

0

1

0

1

0

k

O

1

0

1

1.1

1

0  06

実 行: M サイクル:4,T ステート:15(4+4+4+3) 、実行時lnj : 3.75μs(4MHz)

プラグ:  s : 結果が負ならばセット、他の場合はリセット。

z : 結果が零ならばセット、他の場合はリセット。

H : リセット。
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P/V: パリティが偶数ならばセット、他の場合はリセット。

N : リセット。

C : 前記メモリのビット7 からのデータ。

例  : レジスタ・ペアHL の内容が3636H で、メモリの3636H 番地の内容が次のとき、

CY  7  6  5  4  3  2  1  0

口 1 �0 �1 �0 �0 �1 �1 �0

RLC(HL)

を実行すると、メモリの3636H 番地とキャリ・プラグの内容は次のようになる。

び
口

7 6 5 4 3 2
1

0

0 �1 �0 �0 �1 �1 �0 �1

( オペランドnx 十d))

インデックス・レジスタIX の内容にディスプレイスメントd を加えた値で指定されるメモリの

内容を左にローテイトする。

ビットO の内容をビット1 にコピーし、その前のピット1 の内容をビット2 にコピーする。同様

な操作を1 バイト行う。ピット7 の内容はキャリ・プラグとビットO の両方にコピーする。

オブジェクト・コードは次のとおり。

オブ ジェ クト・コー ド

1

1

1
1
0

j
1
1
1
1
1

1

0

1

1  DD 

1

1 

1

1 

0

1 

0

1 

1

1 
0,1
1 

1  CB

二T? 二

匝 ロ ロ ロ コO,

実 行 : M サ イクル:6,T ステート:23(4+4+3+5+4+3), 実行時問:5.75 μS

(4MHZ)
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フ ラク

例

S : 結果が負ならばセ 、ヽ卜、他の場合はりセ･=・卜。

Z : 結果が零ならばセ･バヽ、他の場介はりセット。

H : リセット。

P/V: パリティが偶数ならばセット。他の場合はリセ 、ヽ卜。

N : リセット。

C : 前記メモリのビ ヴト7 からのデータ。

インデックス・レ ジスタIX の内容が120011で。メモリの1202H 番地の内容が次のとき、

CY  7  6  5  4  3  2  1  0

口 1 �0 �1 �0 �1 �1 �1 �0

RLC UX+2H)

を実行すると、メモリの1202H 番地とキャリ・プラグの内容は次のようになる。

CY  7  6  5  4  3  2  1  0

口 0 �1 �0 �1 �1 �1 �0 �1

( オペ ランド(IY 十d))

オブジェ クト・コード

i=ILc (IY+d)  ; 『n
・% む か 』

インデッ クス・レ ジスタIY の内容に、デ`イスプレ イスメントd を加えた値で指定されるメモリ

の内容 を左ヘローテイトする。

ビ･、ヽ卜O の内容をビヽ･・卜1 にコピーし、コピー前のビヴト1 の内容をビ･パヽ2 にコピーする、同

様な操作を順次行う。ビ･ヽ･卜7 の内容はキャリ・プラグとビ ヴト0 の両方にコピーする。

オブ ジェ クト・コードは次のとおり。

106

1

1 

1

1 

1

1 

1

1

1

1 

1

J

O

1

1   ドD lt1

ユOtO11101111  CB

匹T て ▽ ヨ

1  1  1  1 1  1  1

ゾ

4

0

1

0

1

0

1

1
,
1

1

0   06



実 行: M サイクル:6,T ステート:23(4+4+3+5+4+3) 、実行時間:5.75 μS

(4MHZ)

プラグ:  S : 結果が負ならばセット、他の場合はリセット。

Z : 結果が零ならばセット、他の場合はリセット。

H : リセット。

P/V: パリティが偶数ならばセット、他の場合はリセット。

N : リセット。

C : 前記メモリのビット7 からのテ'一夕。

例 インデ､こ･クス・レジスタIY の内容が3300H で、メモリの3306H 番地の内容が次のとき、

CY  7  6  5  4  3  2  1  0

口 0 �1 �0 �0 �1 �1 �0 �1

RLC(IY+6H)

を実行すると、メモリの3306H 番地とキャリ・プラグの内容は次のようになる。

CY  7  6  5  4  3  2  1  0

口 1 �0 �0 �1 �1 �0 �1 �0

可 二 二 回○ ( オペ ランド m)

オペランドm の内容を左ヘローテイトする。

ビットO の内容をビット1 にコピーし、コピー前のビット1 の内容をビット2 にコピーする。同

様な操作を順次行うo ビット7 の内容はキャリ・プラグにコピーし、コピー前のキャリ・プラグ

の内容はビットO にコピーする。

オペランドm にはr、(HL) 、(IX 十d)、(IY 十d) が用いられる。

r とオブジェクト・コードは次のとおり。

RL r

オブ ジェ クト ・コード

1 1

二

0

1

011,0,1,1  CB

O

」
0

1

0,1

1

0

1

←

1

r

s

→

-107-



レ ジ ス タ

B
 
C
 
D
 
E

H
 
L

--

一一

一一

一一

一一

一

一

RL(HL)

RL nx 十d)

RL nY+d)

「

000

001

010

011

100

101

A  =  111

実 行: 命 令

RL r

RL(H L.)

RL(IX 十d) 

RL(IY 十d)

M サ イ クル

り
乙
 
4
 
6
 
6

ﾛ コ ⊇ 二 口
。10 0

0 1 0 1 1 01  16  

1  !  |  |  1  1  1

1

1

1

1

0

1

1

1
1.1

1

0.1   DD 

1

1

1

1

0

1

0

1

1

J

OyL.I  CB

T ▽T? , 
‥

10 0 0 1 0 1 1 01  16  

・  |  |  |  |  ・  ・

1 1- 1'1 1 1 0 11  FD|
。 。|  |  1  1

1.1
1

0

1

0

1

1

1

0

1

1

1

1   CB 

l  l  l  
? ニ ブ

0

1

0

1

0

1

1

1

0

1

1

1 

1

1

0   16

T ステ ー ト

8(4+4)

15(4+4 キ4+3)

2S(4+4+3+5+4+3)

2淑4+4+3+5+4+3)

フラ ク:  S : 結 米が 負ならばセ･ バヽ、他の場 合は リセ ット
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実 行 時 問(4MHZ)   2.

叩 μS

3.75 μS

5.75 μS

5.75 μS



Z : 結果が零ならばセット、他の場合はリセット。

H : リセット。

P/V: パリティが偶数ならばセット、他の場合はリセット

N : リセット。

C : ビット7 からのデ'- 夕。

例  : レジスタD とキャリ・プラグの内容が次のとき、

CY  7  6  5  4  3  2  1  0

口 1 �1 �0 �0 �1 �0 �0 �0

RL D

を実行すると、レジスタD とキャリ・プラグの内容は次のようになるO

CY  7  6  5  4  3  2  1  0

口 1 �0 �0 �1 �0 �0 �0 �0

( オペ ランド m)

オペランドm の内容を右にローテイトする。

ピット7 の内容をビット6 にコピーし、コピー前のビット6 の内容をビット5 にコピーする。同

様な操作を順次行う。ビットO の内容はキャリ・プラグとビット7 の両方にコピーする。

オペランドm にはr 、(HL) 、(IX 十d)、(IY 十d) が用いられる。

r とオブジェクト・コードは次のとおり。

オブジェ クト・コード

RRC r

RRC(HL)

口半白
レ ∧
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レ ジ ス タ

B
 

Ｃ
 
D

E
 
H

L
 

Ａ

実 行

一一

皿 ■-

--

一一

一一

RRc nx 十d)

RRC(IY+d)

r 。000001

010

011

100

=  101

=  111

命 令

RRC  「

RRC(HL)

RRC(IX+d) 

RRC(IY 十d)

M サ イ クル

ｎ
乙
 
4

６
 
6

1

1

1

1

0

1

1

1

1

1

1

1

0

1

1   DD

l

t

1

1

0

1

0

1

1

1

0,1

1

1   CB 

‥ ユ
ご 二

〇

1

0

1

0

1

0

エ
1,1,1

1

0   0E

l 

l 

l 

t

二

1

1

1

1

1

0,1   FD

1 

1 

1

1

0

1 

0

1 

1

1 

0

1 

1 

1 

1   CB 

|  1  1  

?,1  1 7

0

1

0

1

1しtｿy111 1,110   0E

T ス テ ート

8(4+4)

15(4+4+4+3)

23(4+4+3+5+4+3)

23(4+4+3+5+4+3)

フラク:  S : 結米が負ならばセ パヽヽ、他の場合はリセット。

Z : 結果が零ならばセ･川･ 、他の場合はリセット。

H : りセット。

P/V: パリティが偶数ならばセ･･卜、他の場合はリセヴト

N : リセット。

-HO  

実行時間(4MHZ)

2.00 μS3.75

μS5.75

μS5.75

μS



C : ビ ットO か らのデ ー 夕。

例  : レ ジ ス タA の 内 容が次の と き、

CY  7  6  5  4 3 2
1

0

口 0 �1 �1 �0 �1 �0 �0 �1

RRC A

を実行すると、レジスタA とキャリ・プラグの内容は次のようになる。

CY  7  6  5  4  3  2  1  0

口 1 �0 �1 �1 �0 �1 �0 �0

( オペランド m)

オペランドm の内容を右にローテイトする。

ビット7 の内容をビット6 にコピーし。コピー前のビット6 の内容をビット5 にコピーする。同

様な操作を順次行う。ビットO の内容はキャリ・プラグにコピーし、コピー前のキャリ・プラグ

の内容をビット7 にコピーする。

オペランドm にはr 、(HL) 、(IX 十d)、(IY 十d) が用いられる。

r とオブジェクト・コードは次のとおり。

RR r

RR(HL)

オブ ジェ クト・コー ド

1,1

1

0

1

0

1

1

1

0.1

1

1  CB

O

I

O

I

O

1

1

1

1

1

←

l

r

l

→

ﾚ

ﾉ, 土入)| 
二
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レ ジ スタ

B
 
C
 
D
 
E
 
H
 
L
 

Ａ

実 行

フ ラ ク

一

一

一一

一一

一一

一一

一一

一一

RR nx 十d)

RR(IY 十d)

ご し000

001

010

011

100  

101  

111

命 令

RR  「

RR(HL)

RR(IX 十d)RR(IY

十d)

M サ イクル

2

4
 
6
 
(

り

1,1,0

1

1

1

1y

j

0

1

1   DD 

1

1

1

1

0

1

0

1

1

1

0

1

1

1

1   CB 

l l  l 

? 

I ・  1

0,0

1

0

1

1

1

1

1
1,1

1

0   1E 

0

1

0

1

0

1

1

1

1

1

1
_ 

1 0   1E

11 1 0'0 1 0 1 11  CB   

1  1  1  |  |  1  1

j  l  l _

1 

1  1  1

0

j

O

I

D

1

1

1

1

1

1

1

1,0   1E

T ス テ ート

8(4+4)

15(4+4+4+3)

23(4+4+3+5+4+3)

23(4+4+3+5+4+3)

S : 結果が負ならばセ･･川ヽ、他の場合はリセヽ･・卜。

Z : 結果が零ならばセット、他の場合はリセット。

H : リセロド

P/V: パリティが偶数ならばセ･、卜、他の場合はリセット。

N
 
C
: リセット｡

: ビ・卜0 からのデータ｡

112

実行時問(4MHZ)  2.00

μS

3.75 μS

5.75 μS

5.75 μS

一 一



例  : レジスタ・ペアHL の内容が3200H で. メモリの320011番地とキャリ・プラグの内容が

次のとき、

CY  7  6  5  4  3  2  1  0

口 1 �0 �0 �0 �1 �0 �0 �1

RR(HL)

を実行すると、メモリの3200H 番地とキャリ・プラグの内容は次のようになる。

ヴ
ロ

7 6 5 4 3 2 1
0

1 �1 �0 �0 �0 �1 �0 �0

( オペランド m)

入  ………… ……グタ･･･・       。･､……ぷこj__……ﾌﾟﾌT_:……

オペランドm の内容を左ヘシフトする。

すなわち、ビット0 の内容をビット1 にコピーし、コピー前のビット1 の内容をビ  ット2 にコピ

ーする。

同様な操作を噸次行う。ビット7 の内容はキャリ・プラグにコピーし、ビット0 はりセットする。

オペランドm にはr 、(HL) 、(IX 十d)、(IY 十d) が用いられる。

r とオブ ジェ クト・コードは次のとおり。

SLA r

SLA(HL)

オブ ジェ クト・コード

l 八_Ot O1 11 01 1, 1  CB0 0 1  0101

←Irl →

1,1

1

0

1

0

1

1

1

0

1

1

1

1  CB

O

1 
0, 1
1 

0

1

0

1 

1 

1 

1 

1 

0   2 6
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レ ジ ス タ

実

B
 

Ｃ
 
D
 
E
 
H
 
L
 

Ａ

行

フ ラ ク:

一

一 一

一一

一一

一一

--

--

一一

SLA(IX 十d)

sLA nY 十d)

「

000

00  1010011

100

101

111

命 令

SLA  r

SIoA(HL)

SI 、A(IX 十d)SLA(IY

十d)

S

Z

M サ イ クル

り
乙
 
4
 
6
 

６

DD 

1 1 1 1 1 1 1

1

1

1

1

0

t

O

」

1

1

0

1

1

1

1  CB 

1  1 1  

? 

1  1  1 

7

0 0

1

y

1

0

1

0

1

1

1

1

1

0  26

|1 1 1 1 1 1 0 1  FD .

l  j  l  j  l  

川

1

1

1

1

0

1

0

1

1

1
0,1
1

1  CB

|犬? 犬i

0 0

1
1

1

0

1_

0

1

1

j

1

1

0  26

T ス テ ート

8(4+4)

15(4+4+4+3)

23{4+4+3+5}･4+3)

23(4+4+3+5+4+3)

: 結果が負ならばセ･川ヽ、他の場合はりセ･･卜:

結果が零ならばセ･･川･ 、他の場合はリセット

H : リセット。

P/V: パリティが偶数ならばセット、他の場合はリセ･･川･

N : リセット。
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2.00 μS3.75

μS5.75

μS5.75
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C : ビ ッ ト7 か らのデー タ。

例  : レ ジ スタL の 内容 が次の とき、

CY  7  6  5  4

口

SRA m

3 2
1

0

1 �0 �0 �1 �1 �1 �0 �1

SLA L

を実行すると、レジスタL とキャリ・プラグの内容は次のようになる。

CY  7  6  5  4  3  2  1  0

口 0 �0 �1 �1 �1 �0 �1 �0

石 火一n ( オペ ラン ド m)

オペランドm の内容を右ヘシフトする。

ピット7 の内容をビット6 にコピーし、コピー前のピット6 の内容をビット5 にコピーする。|司

様な操作を順次行う。ビットO の内容はキャリ・プラグにコピーし、ビット7 の内容は変わらな

し1.

オペランドm にはr 、(HL) 、(IX 十d)、(IY 十d) が用いられる。

r とオブジェクト・コードは次のとおり。

オブジェ クト・コード

SRA r

SRA(HL)

☆三才
○∧∧
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レ ジ ス タ

B
 
C
 
D
 
E
 
H
 
L
 
A

実 行:

一

一

一一

一一

一一

一一

一一

一一

sRA nx 十d)

sRA nY 十d)

_r_

000

001

010

011

100

101

111

命 令

sRA r

sRA(HL)

sRA nx 十d)sRA nY

十d)

M サ イ クル

N
 
g
 
Q
 
Q

1

1

1

」

O

t

1

1

1

1

1

1

0

1

1  DD 

1

1

1

1

0

1

0

1

1

1

0

1

1,1  CB   

卜 重  |_ _? l  ・  l l･

0

1

0

1

1

1

0

1

1

1

1

1

1

1

0  2E 

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

0,1  FD 

1

1

1

1

0

1

()

1

1

1

0

1

1

1

1  CB  

1  1 1  

(I 

L I L 

)

10 0'1 0 1 1 1 01 2E   

1  1  1  j  S  j  l

T ステート

8(4+4)

15(4+4+4+3)

23(4+4+3+5+4+3)

23(4+4+3+5+4+3)

フラク:  S : 結米が負ならばセット、他の場合はリセット。

Z : 結米が零ならばセット、他の場合はリセット。

H : リセット。

P/V: パリティが偶数ならばセ･･、卜、他の場合はリセット

N : リセット。
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μS

3.75 μS

5.75 μS

5.75 μS



例

C : ビットO からのデ` - 夕。

インデックス・レジスタIX の内容が2400H で、メモリの2403H 番地の内容が次のとき、

CY  7  6  5  4  3  2  1  0

口 1 �0 �1 �0 �1 �1 �1 �0

SRA(IX+3H)

を実行すると、メモリの2403H 番地とキャリ・プラグの内容は次のようになる。

ヴ
ロ

7 6 5 4 3 2
1

0

1 �1 �0 �1 �0 �1 �1 �1

?RL ?   ; o ¨[ﾊﾞya]
‾(cy)

( オペ ランド m)

オペランドm の内容を右ヘシフトする。ビット7 の内容はビット6 へ、ビット6 の内容はビット5

へ、と順次シフトする。ビットO の内容はキャリ・プラグに移され、ビット7 はリセットされ

る。

オペランドm にはRLC 命令と同じように、r(A 、B 、C 、D 、H 、L レ ジスタ)、(HL) 、

(IX 十d)、(IY 十d) が用いられる。

r とオブジェ クト・コードは次のとおりo

オブ ジェ クト・コード

SRL r

SRL(HL)

1

1 

1

1 

0

1 

0

レ

1

1

0

1

1
,
1  CB

肝

っ

|

CB 

l  l  l  l l  l  l1
0 0 1 1 1 1 1 0

1 
3E 

l l l l l l l

-117



レ ジ スタ

実

B
 
C
 
D
 
E
 
H
 
L
 

Ａ

行

フ ラ ク :

SRL(IX 十d)

SRL(IY 十d)

「

000

001

010

011

100  

101  

111

命 令

sRL r

sRL(HL)

sRL(Ix 十d)sRL nY

十d)

M サ イ クル

り
乙
 
4
 

以
)
 

６

1

1 
1,0

1 

1

1

1

1 

1

1

0

1

1  DD 

1 

1

1

1

0

1

0

t

l

l

O

1

1 

1

1  CB  

1  1  1 _1

ヒ 

_1  1 
ご

0

1

0

1

1

1

1

1
1.1

1

1,0  3E

口 二 三 工 回] 。1l 

l  l  l  l  l  1
1 1 0 0 1 0 1 11 CB

二? 二

回 二 工 二 回
。

T ス テート

8(4+4)

15(4+4+4+3)

23(4+4+3+5+4+3)

23(4+4+3+5+4+3)

S : 結果が負ならばセット、他の場介はリセット。

Z : 結果が零ならばセット、他の場合はリセット。

H : リセット。

P/V: パリティが偶数ならばセット、他の場合はリセット

N : リセット。
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実 行時間(4MHZ)   2.00

μS

3.75 μS

5.75 μS

5.75 μS



C : ビ ッ トO の 内容 が 入る。

例  : B レ ジ スタの内容が次 のような とき、

CY  7  6  5  4  3  2  1  0

口 1 �0 �0 �1 �0 �0 �1 �1

SRL B

を実行すると、B レジスタとキャリ・プラグは次のようになる。

CY  7  6  5  4  3  2  1  0

口 0 �1 �0 �0 �1 �0 �0 �1

RLD  ; A
七O

 ( オペ ランド な し)

レジスタ・ペアHL の内容で指定されるメモリの内容の下位4 ピット(O~3 ビット) の内容を

その上位4 ビ ット(4~7 ビット) へ移し、上位4 ビットの内容をアキュムレータの下位4 ビッ

トに移す。そしてアキュムレータの下位4 ビットの内容をレジスタ・ペアHL の内容で指定され

るメモリの下位4 ビットに移す。

オブジェ クト・コードは次のとおり。

オブジェ クト・コード

1

1 

1

1 

1

1 

0

1 

1. 1,0,1   ED

O

1

1

1

1

1
0,1,1

1

1,1   6F

実 行: M サイクル:5,T ステート:18(4+4+3+4 卜3) 、実行時間:4.50 μS(4MHZ)

プラグ:  S : アキュムレータの内容が負ならばセット、他の場合はリセット。

Z : アキュムレータの内容が零ならばセット、他の場合はリセット。

H : リセット。

P/V: アキュムレータのパリティが偶数ならばセ･･、卜、他の場今はリセット。

N : リセット。

C : 変化せず。

例  : アキュムレータおよびメモリが次のようなとき。
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7 6 5 4 3 2
1

0

0 �1 �1 �0 �1 �1 �1 �1

1 �0 �1 �1 �0 �0 �1 �1

ア キュムレ ータ

3535H 番地

HL レ ジスタ:3535H

RLD

を実行すると、アキュムレータとメモリの3535H 番地の内容は次のようになる

7  6  5  4 ・3  2  1  0

0 �1 �1 �0 �1 �0 �1 �1

0 �0 �1 �1 �1 �1 �1 �1

アキュムレータ

3535H 番地

(オペランド なし)

レ ジスタ・ペアHL の内容で指定されるメモリの内容の下位4 ビット(O~3 ビット) の内容を

アキュムレータの下位4 ビットに移し、アキュムレータの下位4 ビットの内容をレジスタ・ペアHL

の内容で指定されるメモリの内容の上位4 ビット(4~7 ビット) に移す。そして、上位4

ピットの内容を下位4 ビットに移す。

オブジェクト・コードは次のとおり。

オブジェクト・コード

1

1

1

1

1

1

0

1

1

1

1,0,1  ED

0

1

1

1

1

1

0

1

0

1

1_t 1 1  67

実 行: M サイクル:5,T ステート:18(4+4+3+4+3), 実行時間:4.50μS(4MHZ)

プラグ:  S : アキュムレータの内容が負ならばセット。他の場合はリセット。

Z : アキュムレータの内容が零ならばセット, 他の場合はリセット。

H : リセット。
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|)V:y キ ュ ムレー-タノい りヽ テf か 仙数 々ら 汀セ ・卜 、敗ノ)場 で琵よIト セ ーI

N  :I ト ヒ りヽ

じ : 変 化せ 土

例 : ア キj. ム に 一一夕九.よひ ハドJ 力 内吝かよ ノペjJ 々 とき、

7  6  F;

1

一一 一 一

U

{
j
 
 
l

0

↓

0

ﾝ;

0

]  1  0

0 0

I･･'･
八

上_.

‥ 一 一

ア キ ブ,一一ム レ ー タ

1   0    : レ レ ・レ1 11 路 地

1

1 "

l

0

0

0  0

ア キ ュ ム レ ー一夕

1日石 地

l】l.レ ン フ、夕:3･1: 卜1 11

RRD

句た旨十ろ と、アキ.･ムに･一夕とメ1レJ カ:几仙I 盾地ノ)内容丿 次刀ように々る

6  yi  】 :･;  ]

0

0  0  0

0

]1

0  0

0





ビット操作( セット, リセット, テスト) グループ
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|
……:6.111::1･･::J(ｹ:::lj ｡ b

・r 二=
こ=。;

ダ:l.゛:152:｡:･･ 2

｀7
こ  く

ブ

( オペ ラン ド b,r)

この命令の実行後、指示されたレジスタのうち、指示されたビットの内容の補数がF レジスタのZ

プラグに入る。

オブジェ クト・コードは次のとおり。

b とr は次のとおり。

テスト・ビット

0
 
1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
7

b-

000

001

010

011

100

101

110

111

レ ジ スタ

B
 

Ｃ
 
D
 
E
 
H
 
L
 
A

-124-

オブジェ クト・コード

11,1,0,0,1,0,1,11 CB 

0

1

1
1

←

「

b

l

→

I

←

I

r

l

→

「

0

0

0

0

1

1

1

0

0

1

1

0

0

1

0

1

0

1

0

1

1

実 行 : M サイクル:2,T ステート:8(4+4) 、実行時間:2.00 μS(4MHZ)

プラグ :  S : 不定。

Z : 指定されたビットの内容が零 ならばセット、他の場合はリセット。

H : セット。

P/V: 不定。

N : リセット。

C : 変化せず。

例  : B レ ジスタのビ ット2 が零のとき、

BIT 2,B

を実行すると、Z プラグは1 となI八B レジスタの内容は変わらない。



BIT b,(HL)  ; Z ←(HL)5 ( オペランド b,(HL))

この命令の実行後、レジスタ・ペアHL の内容で示されるメモリの内容のうち、指示されたビット

の補数がF レジスタのZ プラグに入る。

オブジェ クト・コードは次のとおり。

b については次のとおり。

テスト・ビット

例

O
 
1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
7

オブ ジェ クト ・コード

1

1 

1

1 

0

1 

0

1 

1

1 

0

」_

1

1

1  CB

｢?

」

ｿ

1

←

1

b, →II,1101
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b-

000

001

010

011

100

101

110

111

実 行 : M サイクル:3,T ステート:12(4+4+4), 実行時間:3.00 μS(4MHZ)

プラグ :  S : 不定O

Z : 指定されたビットが零ならばセット, 他の場合はリセット。

H : セット。

P/V: 不定。

N : リセット。

C : 変化せず。

HL レジスタおよびメモリの内容が次のようなとき、

HL:1000H

1 0 0 0H 番地のピット4:1

BIT 4,{HL}

を実行すると、次のようになる。



HL:1000H

1000H 番地のビット4:1Z

プラグ:0

[Byy_ 上
ｽﾞ(lX

十d)  ; 2 ‾゙[lﾘ] こと
」

( オペ ラン ド b,(IX 十d))

この命令の実行後、インデッ クス・レジスタIX の内容とディスプレイスメントd との和によって

示されるメモリの内容のうち、指示されたビットの袖数が、F レ ジスタのZ プラグに入る。

オブジェ クト・コードは次のとおり。

b については次のとおり。

テスト・ビット

O
 
1
 
2
 
3
 
4
 
5
 

６
 
7

b

O
 
1

0
 
0

0
 
0

0

0

1

1

1

1

1

1

0

0

1

1

0

1

()

1

0

1

オブ ジェ クト・コー ド

1 1

上

O

t

1

1

1

1

1

1

0,1   DD

1

1

1

1

0

1

0

1

1

L

O

I

l

l

l  CB

]
j_ I  I 

? 

1  1  ・

0 1 ←tbl →111110
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実

フ ラ

例

行

グ

: M サ イ クル:5,T ステ ート:20(4+4+3+5+4), 実 行 時 間:5.00ZXS(4MHZ)

S : 不定。

Z : 指定されたビッ斗 が零ならばセット、他の場合はリセット。

H : セット。

P/V: 不定。

N : リセット。

C : 変化せず。

IX レジスタおよびメモリの内容が次のようなとき、

IX:400011

4004H 番地のビット6:I

BIT 6,(| ×+4H)

を実行すると、次のようになる。

IX:400011

4004H 番地のビット6:1

Z プラグ:0

( オペランド b,(IY 十d))

この命令の実行後、インテ'ツクス・レジスタIY の内容とディスプレ イスメントd との和によって

示されるメモリの内容のうち、指示されたビットの補数が、F レジスタのZ プラグに入るO

オブジェ クト・コードは次のとおり。

オブジェクト・コード

1  1  S  I l  l  l
卜,11 1 1 1 0  1

卜
・II,

≒0,0,1,0,1,11 CB

ヒ= 上 士

L 二 立 三
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S E T

|ロ ル てはな) と丿

テフ、卜・ビ ベ･

0

リ

ー

-

; 1

h

-

1

実 行

プ ラグ

例

b

レ

「

000

00

01

1

0

01 1

卜U)

卜 ∩1 101

1 1

M 一叶 イ ク 几: 凪 T' し テ‥| ヽ:2( に卜1 ・j レ･; ,F; ･･ いに, 実 卜'||川IIlj : n.㈲,5 卜IMII パ

卜

/,

口

X

じ

: が竃

: 指竃 さハノ

: セ･,lヽ

V: 不定

: リ1りりヽ

: 変化ザ十

ヤ方々 ごt 快 づ 、他ノ)場ry よIレヤ づ

Y レ ジ スタお こ7･ こ いJ ノ` J内 容 力りこカ にうこ億 万

IY:8UOUII

800611 喬 」也力| ニニ トF5 BIT

5,(IY+6H)

今 実 行 す る と 、よ ノ)L う に 々 る

IY:HOOU jl

8UO･5 11 爵 地 力I でZ

プ ラ グ･: U

一

ツ
rb ←1

ﾌ、クl･力|コ ートh 力

-

; )

さわ る

一ト ド

1

すヘ ランド |



オブジェ クト・コードは次のとおり。

b とr につ いては 次のとおり。

ビ ッ トｰ

¥
 
N

3
 
4
 
5
 
6
 
7

レ ジス タ

B
 

Ｃ
 
D
 
E
 
H
 
L
 
A
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オブ ジェ クト ・コー ド

1

1 

1

1 

0

1 

0

1 

1

1 

0

1 

1

1 

1  CB

l

l

l

l

←

l

b

l

→

1

←

l

r

l

→

( オペランド b,(HL))

b-

000

001

010

011

100

101

110

111

0

0

0

0

1

1

1

三

0

0

1

1

0

0

1

0

1

0

1

0

1

1

実 行 : M サイクル:2,T ステート:8(4+4), 実行時間:2.00 μS(4MHZ)

プラグ : 変化せず。

例  :  SET 4,A

を実行すると,A レジスタのビット4 がセットされる。

レジスタ・ペアHL の内容で示されるメモリのビットb がセットされる。

オブジェクト・コードは次のとおり。

オブ ジェ クト ・コー ド

1

1

1

1

0

1 

0

1

1

1

0
・111  CB

1

1

1

1

←

l 

b

l

→
･
1

1 

1

1

0



ビ
卜

b一

〇 〇〇

〇〇1010011100101110111

-130 一

( オペ ランドb,(IX 十d))

オブ ジェ クト ・コード

1 

1 

1 

1 

0

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

1 DD 

1 

1 

1 

1 

0

1 

0

1 

1

1 

0

1 

1 

1 

1  CB

(

) __I L 

? 

l  l  

l

1

1

11 ←I 二11 1j O

ヒ

0

l
 
n
/

｀
 
3

4
 
r
D
 
g
)
 
7

実 行 : M サイクル:4,T ステート:15(4+4+4+3), 実行時間:3.75 μS(4MHZ)

プラグ : 変化せず。

例  : レジスタ・ペアHL の内容が4400H のとき.

SET 4,(HL)

を実行すると, メモリの4400H 番地のビッ!･4 がセットされる。

匹 バ ハ マ
インデックス・レジスタIX の内容とディスプレ イスメントd との和で示されるメモリの内容のビ

ットb がセットされるO

オブジェク|･・コードは次のとおり。



b は 次 の とお り。

ビ ッ

0
 
1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
7

卜

b-

000

001

010

011

100

101

110

111

実 行 : M サイクル:4,T ステート:23(4+4+3+5+4+3), 実行時間:5.75 μS(4MHZ)

プラグ : 変化せず。

例  : インデックス・レジスタIX の内容が1500H のとき,

SET 0,(1 ×+3)

を実行すると。メモリの1503H 番地のビットO がセットされる。

(オペランド b,(IY 十d))

インデックス・レ ジスタIY の内容とデ` イスプレ イスメントd との和で示されるメモリの内容のビ

ットb がセットされる。

オブジェ クト・コードは次のとおり。

オブジェクト・コード

11 1 1 1 1 1 0 1  FD 

1  1 、 ¶  1  1  、 S  |

『 万 万T7TT 卜

犬 イ ニ ブ

匹 匹 フ
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1バよ 次 力 ヒ お り

ビ･j 卜

0

1

]

I

Fi

6
 

【
/

実 行 : N 卜什f ク

フラグ : 変化せす

000

001

0

0

10

丿

100

01

10  

丿:6

T ス テ ー-卜 ご卜1 ・」
4

-

D
4

Jj｣ すS=問:yn, 心 八111z

例  : イシ テ……クス・レ ジ スタ 】Y 力 内容か に如O Ily心 き 、

SET 0,0Y+3)

砂 九行する と、 メモ り=力､OJSll 游地 カ ヒ……Iヽ O か セ-I ヽう れろ

けど



( オペランド b,m)

オペランドm のビットb をリセットする。

オペランドm はSET 命令と同様に、r(A 、B.C 、D 、E 、H 、L レジスタ) 、(HL) 、(IX

十d)､(IY 十d) が用いられる。

オブジェ クト・コードは次のとおり。

RES b,r

RES b,(HL)

RES b,(IX 十d)

RES b,(IY 十d)
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オブジェ クト・ コー ド

1

1

1

1

0

1

0,1
1

0

1

1.1  CB 

1

1

0

1

←

l

b

l

→

l

←

1

r

l

→

I

l 
l,0, 0

t

1

1

0

1

1,1  CB 

1

1

0

1

←

l

b, →I 11110

11 1 0 1 1 1 0 11 DD  

|  l  j  1 1  1  1

1

1

1

1

0

1 

0

1

1

1

0

1

1

1

1  CB

二? 二

1 0

1

←,b

l

→

1 

1

j 

1,0

二1

1 

1

1 

1

1 

1

j 

1

1

0

1 

1 FD 

1

1

1

1

0

1

0

1

1

1

0

1

1

1

1  CB 

1  1  自 ? l  l  l

｢ 耳 二 丁 丁 ¬

|
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プラグ : 変化ヤす

例
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OI

100

卜)

い

1

T ス テ ー-卜

8卜l ・･【=

】ふへ1-1-1< レ

ニ レ レ ト5 レト: り

ぷ刹4 卜11; り51t1 ベ似

RES 6,D

を 実 行 す る と 、D レ ジ フ、クジ)ﾋ ……･lヽ {;/りi'j-ﾅご･.､･iヽ さ れ る

口 」

実 行 心 問 卜IMIlZj  

■ ■ ■ ㎜■ ㎜■㎜㎜㎜■㎜㎜㎜ ■㎜■■

y.0 げ,IS

ふ7y 。ySy75,

りS5.7

匈,S



ジ ャ ン プ  グ ル ー プ ‥一一一一



卜J ●nn   ; PC ←nn        l           ( オペランド nn)

オペランドnn をプログラム･カウンタPC にロードする。nn は次に実行される命令のある番地を

指定する。オブジェクト・コードの2 バイ]ヽ |‾]には番地の下位バイトを、3 バイトll には上位バ

イトを 入れる。

オブジェクト・コードは次のとおり。

オブ ジェ クト・コー ド

1st   l 

l 

1 

1 

0

1 

0

1 

0

1 

0

1 

1 

1 

1   C3

2nd   

_ 1  1  1  
? 

l 1 1 

2 (L ADRS)

3rd    

l  1  1  

1
つ ,

ヅ (H ADRS)

実 行 : M サイクル:3,T ステート:10 〔4+3+3 〕,実行時間:2.50 μS(4 MHZ)

プラグ : 変化せず。

JﾙP CC,n n ＼∧……; lfcc true･24 ……
…PC
←nn ( オ ペ ラ ン ド`  c c,nn)

条件cc とプラグの状態が一致すれば､PC にオペランドnn をロードし､次の命令はnn 番地から始

まる、もし一致しなければ。プロ グラム・カウンタの内容を増し、この､JP 命令の次にある命令

を実行する。cc はプラ グ･レジ スタF の4 つのステータスのいずれかでありジャンプ 命令実行の

条件ビ･･川ヽとなる｡ オブジェクト・コードの2 バイト|』には番地の下位バイトを、3 バイト目に

は| こ位バイトを入れる｡cc とオブジェ クト・コードは次のとおり。

オブ ジェ クト ・コード

1st   1

1

1

1

←

l

cc

l

→

1

0

1

1

1

0

2nd   

|  1  1  

y  

1  1  1 

1  (L ADRS)

3rd  二? づ (H ADRS)
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CC

000  001010011

粂 件

NZ( ノン ・ゼロ)Z (

ゼ ロ)

NC( ノン ・ キャリ)C(

キ ャ リ)

フ ラ ク

Z
 

Ｚ
 

Ｃ
 

Ｃ
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CC

100

101

110

111

粂 件

PO( パ リ テ ィ奇数)PE(

パ リ テ ィ偶数)P(

正)

M( 負)

( オペ ランド e)

オブジェ クト・コード

O

1 

0

1 

0

1 

1

1 
1, 0

1 

0

1 

0  1 8 

二 」 l e721 1  1

フ ラ ク

P/V

F)/V

Ｓ
 

Ｓ

実 行 : M サイクル:3,T ステート:10(4+3+3) 、実行時問:2.50 μS(4 MHZ)

プラグ : 変化せず。

例  : キャリ・プラグがセットされていて｡1600H 番地の内容が0211のとき、

JP C,1600H

を実行すると、プログラム・カウンタの内容は160011となり、 次のマシン･サイクル

ではCPU は1600H番地から命令コード02Hをとり込む。

このJR 命令の在る番地から、ディスプレ イスメントe だけ離れた番地へ無条件にジャンプする。

プロ グラム・カウンタPC の内容にe を加えた値をPC にストアし、この新しい内容の指定する

番地から次の命令をとり込む。( 次頁【注意】参照)

ジャンプ できる範囲(e の許される範囲) は、-126 バイトから+129 バイトまでである。

JR 命令をフェッチ後、PC の内容は2 だけ増しているので、実際は、PC にはe-2 が加えら

れる。オブジェクト・コードは次のとおり。

実 行 : M サイクル:3,T ステート:12(4+3+5) 、実行峙問:3.00 μS(4 MHZ)

プラグ : 変化せず。

例  : 520H 番地から､5H 番地前方ヘジャンブするとき、次のステート メントを使用する。

JR $+5



【注意】本マニュアルでは、相対アドレッシン グ・モードの説明において、オブジェクト・コードとディ

スプレ イスメントの関係を明らかにするためにオペランドに記号e を用いている。実際のアセン

ブ ラではオペランドにディスプレ イスメントを表わす数( 直接数値、ラベル、式など) を記述す

ることは許されず、ジャンプ先を表わす数( 心接数値、ラベル、式など) を記述しなければなら

18  (JR 串+5)03

-

( オペランド C,e)

オブ ジェ クト・コー ド

0

1

0

卜

1

1

1

1

1

1

0

ユ

O  0  38 

1  1  1

e

1

2

t     

)

138

ない。このオブジェクト・コードとPC の指定する位置は次のようになる。

オブジェ クト・コード

ジャンプ後のPC

.1. 1位 置-

520

521

522

523

524

525

キャリ・プラグの内容によって条件付きジャンプをする。

C プラグが1 の場合、プログラム・カウンタPC の内容にe を加えて、このPC の新しい値が指

定する位置から次の命令をとり込むo( 上記【注意】参照)

C プラグがO の場合、次にある命令を実行する。

ジャンプできる範囲(e の許される範囲) は、-126 バイトから+129 バイトまでである。

オブジェク斗・コードは次のとおり。

実 行 : C=I のとき、

M サイクル:3,T ステート:12(4+3+5) 、実行時間:3.00 μS(4 MHZ)    

C=O のとき、

M サイクル:2,T ステート:7(4+3). 実行峙問:1.75ZjS(4 MHZ)



フラク: 変化せず。

例  : キャリ・プラグがセットされて､520H 番地から4H 番地後方ヘジヤンプするとき、次のス

テートメントを使う。

JR C,$-4

オブジェ クト・コードとプログラム・カウンタPC の内容は次のようになる。

.1.11位 置51C51D51E51F520521オブジェクト・コード

←

-

一

一

38

FA

ジ ャ ンプ 後のPC

リR C,$-4)

卜6 の、2 の補数表現)

IJR NC,e
儡;lf C °1 ・ corltirl`je/lf C°0 ・ PC ‾゙‾PC 十el( オ^゙ ラシドNC･ e)    

キャリ・プラグの内容によって条件付きジャンプをする。

プラグの内容が0 ならば、プログラム・カウンタPC の内容にe を加え。このPC の新しい内容

が指定する位置から次の命令をフェッチする。【注意】

プラグの内容が1 ならば、次にある命令を実行する。

ジャンプできる範囲(e の許される範囲) は、-126 バイトから+129 バイトまでである。

オブジェクト・コードは次のとおり。

オブジェクト・コード

10,0
レ
バ,0,0,0,01 30

ヒTT
て ワ2 二i

【注意】アセンブラにおけるオペランドの記述法については138 ページの注意に同じ。
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実 行 : C=O のとき,

M サイクル:3,T ステート:12(4+315), 実行時|川:3.00 μS(4 MHZ)

C=1 のとき,

M サイクル:2,T ステート:7(4+3), 実行時間:1.75 μS(4 MHZ)

プラグ : 変化せず。

例  : キャリ・プラ グがリセ･･,卜されて, ジャンプ 命令を繰り返させるとき, ステートメン

トは次のようになる。

JR NC,$

オブジェクト・コードとプロ グラム・カウンタPC の内容は次のようになる。

位 置     オブジェクト・コード

30

FE

HO  

ジャンプ 後の1JC520  521

lfZ=0,continue/lf Z=1,PC ←PC 十e ( オペランド Z,e)

ゼロ・プラグの内容によって条件付きジャンプをする。

プ ラグの内容が1 ならば、プロ グラム・カウンタPC の内容にe を加え。このPC の新しい内容

が指定する位概から次の命令をフエ  ッ千する。【注意】

プラグの内容が0 ならば、次にある命令を実行する。

ジャンプで‘きる範闘(e の許される範囲) は、-126 バイトから+129 バイト までて ある。

オブジェ クト・コードは次のとおり。

オブ ジェ クト ・コード

0

1 

0

1 

1 

1 

0

1 

1

1 

0

1 

0

1 

0  2 8 

1 1_ 1 

e

1

2 

1 1_ 1

【注意】アセンブラにおけるオペランドの記述法については138 ターンの注意に同じ。



実 行 : Z=1 のとき,

M サイクル:3,T ステート:12(4+3+5), 実行時問:3.00 μS(4MHZ)

Z.=O のとき,

M サイクル:2,T ステート:7(4+3), 実行時問:1.75 μS(4 MHZ)

プラグ : 変化せず。

例  : ゼロ・プラグがセットで,450H 番地から前方へ5バイトジャンプするとき, ステート メン

ントは次のようになる。

JR Z,$+5

オブジェ クト・コードとプログラム・カウンタPC の内容は次のようになる。

J-  1位 置-

450

451

452

453

454

455

オブジェクト・コード

28(JR Z,$+5)    

0 3

-

一

一

ジ ャ ン プ 後 のPC

( オペ ランドNZ,e)

ゼロ・プラグの内容によって条件付きジャンプをする。

プラグの内容がO ならば、プロ グラム・カウンタPC の内容にe を加え、このPC の新しい内容

が指定する位置から、次の命令をフェッチする。【注意】

プラグの内吝か1 ならば、次にある命令を実行する。

ジャンプできる範囲(e の許される範囲) は-126 バイトから+129 バイトまでである。

オブジェクト・コードは次のとおり。

オブ ジェ クト ・コー ド

10,0,1,0,0,0,0, 01 20

ヒ= 二
士

【注意】アセンブラにおけるオペランドの記述法については138 ページの注意に同じ。
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プログラム・カウンタPC にレジスタ・ペアHL の内容をロードする。このPC の新しい内容が

指定する位置から次の命令をフェ･y千する。

オブジェクト・コードは次のとおり。

( オペ ラ ンド(HL))

(JR NZ,$-4)

卜6 の、2 の補数表現)

オブジェクト・コード

142

E9≒1

1 

1

1

0

1 

1

1 

0

1 
0, 1

実 行 : z=o のとき,

M サイクル:3,T ステート:12(4+3+5), 実行時lnj : 3.00μs(4 MHz)

z=1 のとき.

M サイクル:2,T ステート:7(4+3), 実行時間:1.75 μs(4 MHz)

プラグ : 変化せず。

例  : ゼロ・プラグがリセットされており,450H 番地から後方へ4バイトジャンプするとき,

ステート メントは次のようになる。

JR Nz,$-4

オブジェクト・コードとプロ グラム・カウンタPc の内容は次のようになる。

位 置     オブ ジェクト・コード

44C

44D

44E

44F

450

451

ジ ャンプ 後のPC

-

一

一

20

FA

ﾄﾞ ル ∇ とHL) ; よC

←HL/| ≒
…
……l……l  

||||||||･|IS I I 1111111111■|■||■||■III



実 行 : M サイクル:1,T ステート:4, 実行時問:1.00 μS(4 MHZ)

プラグ : 変化せず。

例  : プログラム・カウンタの内容が1200H となり。レジスタ・ペアHL の内容が2400H のと

き、

JP(HL)

を実行すると、プロ グラム・カウンタの内容は2400H となり、次に240()Hの命令を実行

する。

I J

.

P (l y)

∧ 卜 ; l
°C プI)(

二

四 一一--J.････ .･.･･.･･.一一Q･-...･二 .     ・

( オペ ラン ド(IX))

プログラム・カウンタPC にインテ≒ツクス・レジスタIX の内容をロードする。このPC の新し

い内容が指定する位置から次の命令をフェッチする。

オブジェ クト・コードは次のとおり。

オブジェクト・コード

l

t 

l

t 

0

1 

1

1 

1

1 

1

1 

0

1 

1 DD

I 二1EO111010,1  E9

実 行: M サイクル:2,T ステート:8(4+4) 、実行時間:2.00 μS(4 MHZ)

プラグ: 変化せず。

例  : プログラム・カウンタPC の内容が200 0Hで、インデッ クス・レジ スタI χの内容が

360011のとき、

JP(| ×)

を実行すると、プロ グラム・カウンタPC の内容は360011となり、次に3600H の命令

を実行する。
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( オペランド(IY))

プログラム・カウンタPC に インデッ クス・レジスタIY の内容をロードする。このPC の新し

い内容が指定する位置から次の命令をフェッチする。

オブ ジェ クト・コードは次のとおり。

オブ ジェ クト ・コー ド

1,1
1 

1

1 

1

1 

1

1 

1

1 

0

1 

1  FD

I 二11 01 1101 0, 1  E9

実 行 : M サイクル:2,T ステート:8(4+4) 。実行時悶:2.00 μS(4MHZ)

プラグ: 変化せず。

例  : プログラム・カウンタPC の内容が160011で、インデッ クス・レジスタIY の内容が

22001･のとき、

JP(IY)

を実行すると、プログラム・カウン タPC の内容は2200H となI八 次に2200H の命令を

実行する。

( オペ ランド e)

レジスタの内容で、ジャンプするか否かが決められることを除けば、他の条件付きジャンプ命令

と同様である。

レジスタB の内容を1 だけ減じる。このとき、B の内容が0 でなけ れば、プログラム・カウンタ

PC にディスプレ イスメントe を加え、このPC の新しい内容が指定する位置から次の命令をフ

ェッ千する。

B の内容が0 であれば、次にある命令を実行するo【注意】

ジャンプできる範囲(e の許される範囲) は-126 バイトから+129 バイトまでである。

【注意】アセンブラにおけるオペランドの記述法については138 ページの注意に同じ。
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オブ ジェ クト ・コードは次のとお り。

オブ ジェ クト ・コー ド

0

1

0

1

0

1

≒0,0

1

0,0  10 

1  , 1 

eT2

1  1  1 

ご

実 行 : B ≒O のとき、

M サイクル:3,T ステート:13(5+3+5) 、実行時間:3.25 μS(4 MHZ)

B ごO のとき、

M サイクル:2,T ステート:8(5+3) 、実行時間:2.00 μS(4 MHZ)

プラグ : 変化せず。

例  : 入力バッファINBUF から出力バッファOUTBUF へ1 バイトずつ移し、CR を

発見するかあるいは80 バイト移すまで、それを続けるルーチンを以下に示す。

これはDJNZ 命令を使用する典型的ルーチンである。

LD

LD

LD

L00P:LD

LD

CP

JR

INC  

INC  

DJNZ

B,80

HL,INBUF

DE,0UTBUF

A,(HL)

(DE),A

ODH

Z,DONE

HL

DE

L00P

DONE: 一 一 一一一一一 一

145

; カ ウ ンタをセ ット。;

ポ インタをセ ット。

; 入力バッファから1 バイト収ってくる。

; 出力バッファヘ ストア。

; それはCR( キャリッジ・リターン)ｶd

; CR なら、DONE へとべ。

; ポインタを1 進める。

; ポインタを1 進める。

;80 バイト移していなければ.L00P へ戻る。

; 次のルーチンの始まり。
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( オペ ラン ド nn)

メモリJIでCALL 命令の次にある命令に対応するPC の値を、現在のSP で指示されるメモリ

・バイトの次の2 バイトにプッシュした後、オペランドnn をPC にロードするo このPC の新し

い内容で指定される位置以降にサブルーチンをおく。( サブルーチンが終了すると、リターン命

令を使用し、先にプッシュした次の命令開始番地をホップしてPC に移すこ とにより、元のプロ

グラムに戻る。)

プッシュはまずスタック・ポインタSP のそのときの内容を1 減じ、その値が指定する位置にPC

の上位バイト(1 バイト目) をロードする。その後、さらにSP の内容を1 減じ、その値が指定

する位置( スタックのトップ) にPC の下位バイトをロードする。

オブジェ クト・コードの2 バイト目にはnn の下位バイトを入れ、3 バイト目には、上位バイトを

入れる。オブジェクト・コードは次のとおり。

オブ ジェ クト・コー ド

1st   l

l 

1

1

0
, 
0

1

1

1 

1

1

0

1

1  CD

2nd   

1  1  1 

7 

1  1  1 

7  (L ADRS)

りl1  1  1 ‘ 1 1 71(H-ADRS)

実 行 : M サイクル:5,T ステート:17(4+3+4+3+3) 、実行時間:4.25 μS(4MHZ)

プラグ : 変化せず。

例  : プロ グラム・カウンタPC の内容が2B36H で､スタック・ポインタSP の内容が1002H  

であるとき、メモリの内容は次のようになる。

位 置-

2B36H

2B3 7H

2B3 8H

内 容CDH33H44H

このとき、命令をフェッチすると、CPU は3 バイト命令C D3344H を得る。これは

一一モニックでは、

CALL 4433H

である。これを実行すると、1001H 番地、1000H 番地の内容はそれぞれ2BH 、39H と

なり、SP の内容は1000H となる。プログラム・カウンタPC の内容は4433H であり、
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この番地から次の命令をフェッチする。

(PC は、プッシュ実行前に3 だけ増していることに注意)

( オペ ラン ドcc,nn)

条件cc がプラグと一致すれば、プログラム・カウンタPC の内容をSP-1,SP-2 で指定さ

れる外部メモリ・ スタックにプッシュした後、オペランドnn をPC にロードする。このPC の新

しい内容が指定する位置からサブルーチンの最初の命令をフェッチする。( サブルーチンが終了

すると、リターン命令を使用し先にプッシュした次の命令の開始番地をホップしてPC に移すこ

とにより。元のプログラムに戻る。)

もしcc がプラグと一致しなければ、次にある命令をフェッチする。

プッシュはまずスタッ ク･ポインタSP の そのときの内容を1 減じ、その値が指定する位置にPC

の上位バイトをロードする。その後、さらにSP の内容を1 減じ、その値が指定する位置にPC

の下位バイトをロードする。

オブジェクト・コードの2 バイト目にはnn の下位バイトを入れ、3 バイト目には上位バイトを入

れる。cc はプラグ・レ ジスタF のビットの状態に対応する8 種類のステータスの1 つである。

cc とオブジェ クト・コードは次のとおり。

オブ ジェ クト ・コード

1St   1
1

1

1

←

l

cc

l

→

1

1

1

0

1

0

2nd  二7 づ(1-AI)r ゛ s )
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0

0
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丿

100
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四

l
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兼 什
-

XZ ´し ・ ヤ丿

X

X(

ビ

1･∩.7J

キ

い目 ‥Iし 六卜卜がレ

りド=ツ いJ テ リIIJHり

|' | 「XI

G

ノ ー･) ク.･
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(

べ
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。卜

実 行 : {･(･ レ ハyy がｰ 政 十わぱ 、

N卜け で匹l:y T べ栄 一丿･: に ・| ぺ･; ･l <･;   

白丿 二≒ト ノ九ケ1; 丿=し: も わ.ぱ 、

M サ･f ク･L:: 昿 T ソい ‾'‥

プラ グ : 変 に ザj

例  : レ ッ‥.'、タノj内 休シづゾ ぐj

V

χ

…
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オブジェ クト・コード

1

1 

1

1 

0

1 

0, 1

1 

0

1 

0, 1 C9

実 行 : M サイクル:3,T ステート:10(4+3+3), 実行時間:2.50 μS(4 MHZ)

プラグ : 変化せず。

例  : レジスタおよびメモリの内容が次のとき,

PC : 4343H

3000H 番地:A6HRET

SP : 3000H

3001H 番地:2 411

を実行すると、レジスタの内容は次のようになる。

PC : 24A6H            SP : 3002H

( オペランド CC)

条件CC とプラグが一致すれば、外部メモリ・スタックからプログラム・カウンタPC の前の値を

ホップして、元のプログラムに戻る。

スタック・ポインタSP の内容が指定する位置の内容をPC の下位バイトにロードし、SP の内

容を1 だけ増す。さらにSP の新しい内容が指定する位置の内容をPC の上位バイトにロードし、SP

の内容を1 だけ増す。このPC の内容が指定する位置から次の命令をフェッチする。

CC とプラグが一致しなければ次にある命令を実行する。

CCはプラグ・レジスタF のビットの状態に対応する8 種類のステータスの1 つである。
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オブジェ クト・コードとCCは次のとおり。

オブ ジェ クト ・コード

1 こCCI →101010

粂 件
-

NZ( ノン ・ゼロ)Z(

ゼ 口)

NC( ノン ・ キャリ)C(

キャ リ)

PO( パ リ テ ィ奇数)PE(

パ リ ティ偶数)P(

正)

M( 負)

フ ラ ク

Z
 

Ｚ

Ｃ
 
C

P/V

P/V

Ｓ
 

Ｓ

SP : 6000H

6001H 番地 : 12H

SP : 6002H

-152

CC

000

001

010

011

100

101

110

111

実 行: CC がプラグと一致すれば、

M サイクル:3,T ステート:11(5+3+3) 、実行時間:2.75 μS(4 MHZ)    

CCがプラグと不一致であれば、

M サイクル:1,T ステート:5 、実行時間:1.25 μS(4 MHZ)

プラグ : 変化せず。

例  : レジ スタおよびメモリの内容が次のとき、

PC : 4646H

6000H 番地 : A7HS

プラグ : セット

RET M

を実行すると。レ ジスタの内容は次のようになる。

PC :12A7H



し
堅 工 乙 廳 ふ ご ゴ,｡,1ほ:こ

。
二 二こ 已。,｡| ( オペ ランド な し)

割り込みサービス・ルーチンの終了時に使用する。

その実行内容は次のとおり。

1. 割り込みからの復帰番地をプログラム・カウンタPC にロードする。

(RET 命令と同じ)

2. 割り込みルー千ンの終了を入出力デバイスに通知する。この命令により、割り込みが重なっ

た場合に優先順位の低いデバイスへのサービスを保留し、優先順位の高いデバイスへのサー

ビスを行うという‘` 割り込みのネスティング" の操作が可能となる。

IFF2 の状態はIFF1 にコピーされる。

オブジェクト・コードは次のとおり。

オブジェ クト・コード

l

l 

1

1 

1

1 

0

1 

1

1 

1

1 

0, 1  ED

0

1 

1

1 
0, 0

1 
1,1

1 

0

1 

1  4D

実 行 : M サイクル:4,T ステート:14(4+4+3+3) 、実行時間:3.50 μS(4 MHZ)

プラグ : 変化せず。

例  : 2 個のデバイスA 、B が、デージー・チェーンの形に連結されており、A はB より優

先順位を高くしてある。

十           A                       B
∠

IEI      IEO         IEI      IEO       

上 白 ○ 白

B が割り込みを発生し、それが認められたとする。

(ここで、B のIEO が‘` L" になり、B へのサービ ス中はB より優先順位の低いデバ

イスからの割り込みのサービスは保留される。)

A が割り込みを発生し、B の割り込みのサービ スは保留される。

(A のIEO が“L" になり､優先順位の高いデバイスがサービ ス中であるこ とを示す｡)A

ルーチンが終了すると、RETI 命令でA のIEO がリセットされB ルーチンが再

開される。B ルーチンが終了すると、RETI 命令でB のIEO がリセットされ、よ

り順位の低いデバイスの割り込み処理が可能となる。
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RETN ; Return from non maskable interrupt ( オペ ランド なし)

ノン・マスカブル割り込みに対するサービ ス終了時に使用し、RET 命令と同じく無条件復帰を

実行する。プロ グラム・カウンタPC の前の内容を外部メモリ・ スタヴクからホップする。すな

わち、スタック・ポインタSP の内容が指定するメモリの内容をPC の下位バイトにロードし.SP

の内容を1 だけ増す。このSP の新しい内容が指定するメモリの内容をPC の 日立バイトに

ロードし、SP の内容を1 だけ増す。

制御は元のプロ グラムに戻り、PC の指定するメモリから次の命令をフェッチする。

また、IFF2 の状態をIFFI にコピーし.NMI 受理前の状態に戻す。

オブジェ クト・コードは次のとおり。

オブ ジェ クト ・コード

1

1 
1, 11 0

1 

1

1 

1

1 

0, 1  ED

[TT ▽T 下 し

実 行 : M サイクル:4,T ステート:14(4+4+3+3) 、実行時間:3.50 μS(4 MHZ)

プラグ : 変化せず。

例  : SP 、PC の内容がそれぞれ2000H 、IB32H であるとき。ノン・マスカフリレ割り込み

(NMI) 信号が受理されると、CPU は次の命令を実行せず、0066H 番地からリスク

ートする。このときのレ ジスタ ーメモリの内容は次のようになる。

PC : 0066H         SP : 1FFEH

IFFFH 番地 : 1BH      IFFEH 番地 : 32H

006611番地から始まった割り込み処理ルーチンは最後にRETN 命令を実行する必要

があるが、これにより、外部メモリ・スタックから前のPC の内容がホップされPC  

にロードされる。このとき、SP 、PC の内容は再びそれぞれ、2000H 、1B32H と な

り、次の命令はIB32H 番地からフェッチされる。
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巍 ぷ 恍 Σﾆﾀ ご 比 ゑ ご で ヤ ニ レ'99 ¨)

そ の と き の プ ロ グ ラ ム ・ カ ウ ン タPC の 内 容 を 外 部 メ モ リ ・ ス タ ッ ク に プ ッ シ ュ し 。 オ ペ ラ ン ド

p が 与 え る ペ ー ジ ・ ゼ ロ ・ メ モ リ の 位 置 をPC に ロ ー ド す る 。 こ のPC の 新 し い 内 容 が 指 定 す る

ア ド レ ス か ら 次 の 命 令 を フ ェ ッ チ す る 。

プ ッ シ ュ は 次 の 手 順 で 行 わ れ る 。

ス タ ッ ク ・ ポ イ ン タSP の 内 容 を1 だ け 減 ヒ 、 こ のSP が 指 定 す る メ モ リ にPC の 上 位 バ イ ト を

ロ ー ド す る 。 次 にSP の 内 容 を さ ら に1 だ け 減 ヒ 、 こ のSP が 指 定 す る メ モ リ にPC の 下 位 バ イ

ト を ロ ー ド す る 。

RST( リ ス タ ー ト) 命 令 に よ り 、8 個 の ア ド レ ス 中 の1 佃 に ジ ャ ン プ す る こ と が で き る 。

す べ て の ア ド レ ス は ペ ー ジ ・ ゼ ロ ・ メ モ リ に 入 っ て い る の で.PC の 上 位 バ イ ト に は00H が ロ ー

ド さ れ る 。

P の 値 はPC の 下 位 バ イ ト に ロ ー ド さ れ る 。

オ ブ ジ ェ ク ト ・ コ ー ド とP の 表 は 次 の と お り 。

P
-

00H

0 8H

1 0H

18H

2 011

28H

3 0H

38H

一一

一一

一-

一一

一一

一一

一一

一-

t-

000

001

010

011

100

101

110

111

オブ ジェ クト ・コード

1

「

1

「

←

l

t

l
→, し1,1

実 行 : M サイクル:3,T ステート:11(5+3+3) 、実行時間:2.75 μS(4 MHZ)

プラグ : 変化せず。

例  : プログラム・カウンタPC の内容が16A2H のとき、

RST 18H( オブジェクト・コード1101 1111)

を実行すると、PC の内容は0018H となるO
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いI ゛I A'(「汗 ;JTT( 吐._) ( オペ ランドA,(n))

オペランドn をアドレス・バスの下位側(Ao からA7) に割り付け、(n) で指定可能な256 ポート

のうちの1 つの入出力デバイスを選択する。

本命令実行前のアキュムレータの内容がアドレ ス・バスの上位側(A8 からA15) に出力する。

選ばれたポートから、1 バイトがデータ・バス十｡に1aかれ、アキュムレータに取り込まれる。

オブジェクト・コードは次のとおり。

オブ ジェ クト ・コード

1

1

1

1

0

1
1,1

1

0

1

1

1

1  DB  

1  1  1  

r 

l  l  l 

)

実 行 : M サイクル:3,T ステート:11(4+3+4) 、実行時間:2.75 μS(4 MHZ )

プラグ : 変化せず。

例  : アキュムレータの内容が32H で､1 バイトのデータ7CH が入出力ポート･アドレス01H 

に対応する周辺デバイスから得られるならば、

IN A,(01H)

を実行すると、アキュムレータの内容は7CH となる。

IN  r'(C)  ; 「¨(c)

……

( オペランド r, (C))

レジスタC の内容をアドレス・バスの下位側(Ao からA7) に割り付け､(C) で指定可能な256ポ

ートのうちの1 つの人出力デバイスを選択する。

本命令実行前のレジ晟夕B の内吝かアドレス・バスの上位側(A8 からA15) に出力する。

選ばれたポートから、1 バイトがデータ・バスロこ置かれ、レジスタr に取り込まれる。

プラグは人力データをチェックする。

r とオブジェクト・コードは次のとおり。
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レ ジ ス タ

B  =

C  =

000

001

D  二  010E  = 

011

H  二  100L  

二  101A  = 

111

オブジェクト・コード

1

1

1

1

1

1

0

1

1  1 0 1  ED

0,1
1

←

I

r

1

→

1

0

E

O パ

実 行 : M サイクル:3 √T ステート:12(4+4+4) 、実行時間:3.00 μS(4 MHZ)

プラグ :  S : 入力データが負ならばセット、他の場合はリセット。

Z : 入力データが零ならばセット、他の場合はリセット。

H : リセット。

P/V: パリティが偶数ならばセット、他の場合はリセット。

N : リセット。

C : 変化せず。

例  : レジスタB 、C の内容がそれぞれ18H 、0611で、7CH が、 入出力ポート・アドレス

06H に対応する周辺デバイスから得られるならば.

IN D,(C)

を実行すると、レジスタD の内容は7CH となる。

INI   ;(HL) ←(C),B ←B-1,HL ←HL+1 ( オペ ラン ド な し)

レ ジスタC の内容を、アドレ ス・バ スの下位側(AO からA7) に割り付け 、(C) で指定可能な256

ポートのうちの1 つの入出力デバイスを選択する。

レ ジスタB をバイト・カウンタとして用い。その内容はアドレ ス・バスのJI 位側(A8 からA15)

に出力する。選ばれたポートから、1 バイトがデー タ・バストに置かれ、CPU に取り込まれる。

その後に。レ ジスタ ーペアHL の内容をアドレ ス・バス上に送り、それが指定するメモリに取り

込んだデータを書き込む。

最後に、バイト・カウンタB 、レジスタ・ペアHL の内容をそれぞれ、1 だけ減じ、1 だけ増す。

オブジェ クト・コードは次のとおり。
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オブジェクト・コード

1 

1 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

1  ED

1

1

0

1

1

1

0

1

0

1

0

1

1

1

0  A2

実 行 : M サイクル:4,T ステート:16(4+5+3+4) 、実行|時間:4.00 μS(4MHZ)

プラグ :  S : 不定。

Z :B-1=0 ならばセヽ･・卜、他の場介はリセット。

H : 不定。

P/V: 不定。

N  : セット。

C : 不定。

例  : レジスタの内容が次のとき、

レジスタB:15H          レジ スタC:0811

レジスタ・ペアHL:200011

入出力ポート・アドレ ス08Hに対応する周辺デバイスから7CH が得られるならば、

INI

を実行すると、メモリおよびレジスタの内容は次のようになる。

2000H 番地:7CH

B:1411        HL:2001H

INIR 、ｽﾞ ;(HL) ←(C),B ←B-1,HL ←HL+1 ( オペ ランド なし)

レジスタC の内容をアドレ ス・バスの下位側(AO からA7) に割り付け 、(C) で指定可能な256

ポートのうちの1 つの人出力デバイスを選択する.

レジスタB をバイト・カウンタとして川い、その内容はアドレ ス. バスの上位側(A8 からA15)

に出力する.

選ばれたポートから.1 バイトがデータ. バスL に置かれ、CPU に取り込まれる.

その後に. レ ジスタ・ペアHL の内容をアドレ ス・バスト.に送り、それが指定するメモリに、取

り込まれたデータを占 き込む.
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HL 、B をそれぞれ1 だけ増し、1 だけ減ヒる。このときもしB が零になれば、命令は終了する。B

が零でなければ、プロ グラム・カウン タPC を2 だけ減じ、この命令を繰
り返す。

もし命令実行前に、B を零にセットしておけば｡256 バイトのデータが入力されることに注意する。

割り込みは1 バイト 転送ごとに受け付けられ、CPU は割り込みシーケンスに入る。

各データの転送ごとに、2 つのリフレッシュ・サ イクルを実行する。

オブジェ クト・コードは次のとおり。

オブ ジェ クト ・コー ド

1

1

1

1

1

1

0

1

1

1

1.0

1

1  ED

l 

l 

O 

1 

1 

1 

1 

1 

0 0 1 0  B2

実 行 : B キO のとき、

M サイクル:5,T ステート:21(4+5+3+4+5) 、実行時間:5.25 μS(4MHZ)    

B=O のとき、

M サイクル:4,T ステート:16(4+5+3+4) 、実行時間:4.00 μS(4 MHZ)

プラグ :  S : 不定。

Z : セット。

H : 不定。

P/V: 不定。

N : セット。

C : 不定。

例  : レジスタの内容が次のとき、

B:03H         C:06H

HL:2000H

入出力ポート・アドレ ス06H に対応する周辺デバイスから、48H 、B6H 、02Hが得られ

るならば、

INIR

を実行すると、レジスタ、メモリの内容は次のようになる。

B:00H         HL:2003H

2000H 番地:48H

2001H 番地:B6H

2002H 番地:02H
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IND   ;(HL) ¨(C)'B ¨B ‾1'HL ¨H 卜TI ( オペ ランド な し)

レジ スタC の内容を、アドレ ス・バスの下位側(AO からA7) に割り付け、(C) で指定可能な256

ポートのうちの1 つの入出力デバイスを選択する。

レジ スタB をバイト・カウン タとして用い、その内容はアドレ ス・バスの上位側(A8 からA15) に

出力する。選ばれたポートから、1 バイトがデータ・バス上に置かれ、CPU に取り込まれる。

その後に、レ ジスタ・ペアHL の内容をアドレ ス・バス上に送り、それが指定するメモリに取り

込まれたデータを書き込む。

最後に、バイト・カウンタB, レジスタ・ペアHL の内容をともに1 だけ減じる。

オブジェクト・コードは次のとおり。

オブジェ クト・コード

1 

1 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

1   ED

l 

l

O 

1 

1 

1

0 

1 

1 

レ

0 1 0  AA

実

フ

行 : M サイクル:4,T ステート:16(4+5+3+4) 、実行時間:4.00 μS(4 MHZ)

ラグ :  S : 不定。

Z :B-1 こO ならばセット、他の場合はリセット。

H : 不定。

P/V: 不定。

N : セット。

C : 不定。

例  : レジスタの内容が次のとき、

B:12H          C:06H

HL:200011

入出力ポート・アドレ ス06H に対応する周辺デバイスから7CH が得られるならば、

IND

を実行すると、メモlh レ ジスタの内容は次のようになる。

2000H 番地:7 CH

HL: 1FFF11       B: 1 1H
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INDR  ノ(HL) ¨(C)'B ‾゙‾B ‾1'HLeHL ‾1 ( オペ ランド な し)

レジスタC の内容を、アドレ ス・バスの下位側(AO からA7) に割り付け、(C) で指定可能な256

ポートのうちの1 つの入出力デバイスを選択する。

レジスタB をバイト・カウンタとして用い、その内容はアドレ ス・バスの上位側(A8 からA15) に

出力する。選ばれたポートから、1 バイトがデー タ・バス上に置かれ、CPU に取り込まれる。

その後に、レジスタ・ペアHL の内容をアドレス・バス上に送り、それが指定するメモリに取り

込んだデータを書き込む。

HL 、B をともに1 だけ減じる。

このとき、もしB が零になれば命令は終了するOB が零でなければプロ グラム・カウンタPC を2

だけ減じこの命令を繰り返す。

もし命令実行前にB を零にセットしておけば、256 バイトのデー タが入力される。

割り込みは1 バイト 転送ごとに受け付けられ.CPU は割り込みシーケンスに入る。

各データの転送ごとに、2 つのリフレッシュ・サ イクルを実行する。

オブジェクト・コードは次のとおり。

オブジェクト・コード

1 

1 

1 

1 

1 

1 

0 , 1 

1 

1 

1 

0 

t 

1   ED

l

l

O

I

l

l

l

i

l

l

O

1

1

1

0   BA

実 行 : B キO のとき,

M サイクル:5,T ステート:21(4+5+3+4+5), 実行時間:5.25 μS(4MHZ)    

B=O のとき,

M サイクル:4,T ステート:16(4+5+3+4), 実行時間:4.00 μS(4MHZ)

プラグ :  S : 不定。

Z : セット。

H : 不定。

P/V: 不定。

N : セット。

C : 不定。

例  : レジスタの内容が次のとき,
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B

HL

03H

2000H

C 08H

入出力ポート・アドレ ス08Hに対応する周辺デバイスから55H、A7H 、02H が得られるならば、

INDR

を実行すると、レジスタ、メモリの内容は次のようになる。

B : 00H

IFFEH 番地:02HIFFFH

番地:A7H2000H

番地:55H

HL : 1FFDH

ド スニ‾二 千 ( オペ ランド(n),A)

オペラン'ドn をアドレ ス・バスの下位側(Ao からA7) に割り付け、(n) で指定可能な256 ポート

のうちの1 つの入出力デバイスを送択する。

本命令実行前のアキュムレータA の内容がアドレ ス・バスの｣こ位側(A8 からA15) に出力する。

アキュムレータの内容は、データ・バス上に置かれ、選択した周辺デバイスに書き込まれる。

オブジェクト・コードは次のとおり。

オブジェクト・コード

1

1

≒O

1 

1

1

0

1 

0

1 

1 

1

1  D3 

。
エ
ゴ ニ

実 行 : M サ イクル:3,T ステート:11(4+3+4), 実行時間:2.75 μS(4 MHZ)

プラグ : 変化せず。

例  : アキュムレータの内容が42H であるとき,

OUT 01H,A

を実行すると, 入出力ボート・アドレ ス01Hに対応する周辺デバ イスに42H が書き込

まれる。
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(U)T/(C)/
「  ;(C) ←「   ｣

( オペ ランド(C),r)

レジスタC の内容を、アドレス・バスの下位側(Ao からA7) に割り付け、(C) で指定可能な256

ポートのうちの1 つの入出力デバイスを選択する。

本命令実行前のレジスタB の内容がアドレス・バスの上位側(A8 からA15)に出力する。

レジスタr の内容がデータ・バス上に置かれ、選ばれた周辺デバイスに取り込まれる。

r とオブジェクト・コードは次のとおり。

レジスタ    r

B
 

Ｃ

一一

一一

D  =

E
 
H

L

一一

一一

一一

000

001

010

011

100

101

オブジェクト・コード

1,1,1
1

0

t

1

1
1,0.1   ED

0

1

1

1

←

l
i, →1 0 1 0 1 1

A  =  111

実 行 : M サイクル:3,T ステート:12(4+4+4) 、実行時間:3.00 μS(4 MHZ)

プラグ : 変化せず。

例  : レジスタC 、D の内容がそれぞれ06H 、3BH であるとき、

OUT(C) 、D

を実行すると、入出力ポート・アドレ ス06H に対応する周辺デバイスに3BH が 書き

込まれる。

……勺……:･.:･:･l:.:I;･i=:･:.:･::i;･i:.I･.:･lilﾐﾖ;:･ijii;;iil･:･ﾐ:1:.:･:･=.･

|0 61 T I 
万 ; (C)

←(HL) 、B ←B-1,HL ←HL
八  (

オペランド なし)

レジスタ・ペアHL の内容を、アドレ ス・バスに割り付け、メモリを指定する. このメモリの内

容は一時的にCPU に取り込まれる.

バイト・カウンタB を1 だけ減ヒる. レジスタC の内容をアドレ ス・バスの下位側(AO からA7)  

に割り付け､(C) で指定可能な256 ポートのうちの1 つの入出力デバイスを選択する.

レジスタB はバイト・カウンタとして用い、その内容はアドレ ス・バスの上位側(A8 からA15)   

に出力する. 一時的にCPU に取り込まれたデータは、データ・バス上に置かれ、選ばれた周辺

-165-



デバイスに書き込まれる。最後に、HL を1 だけ増す。

オブジェクト・コードは次のとおり。

オブ ジェ クト ・コード

口 二 三 ロ コ コ 。1l 

1  1  1 1  1  11 0 1 0 0 0 1 11 A3

実 行 : M サ イクル:4,T ステート:16(4+5+3+4) 、実行時間:4.00 μS(4 MHZ)

プラグ :  S : 不定。

Z :B-1=O ならばセット、他の場合はリセ パヽ 。ヽ

H : 不定O

P/V: 不定。

N : セット。

C : 不定。

例  : レ ジスタ、 メモリの内容が次のとき、

B:20H           C:06H

HL:2000H       2000H 番地:48H

OUTI

を実行すると、レ ジスタB 、HL の内容はそれぞれIFH 、2001H となり、入出力ポ

ート・アドレ ス06H に対応する周辺デバイスに48H が 書き込まれる。

|OT I R:::ｿ=ﾉ  ;(C) ←(H:=L) 、 B ←B - 1y H L ←H ∃L十卜    ( オペランド なし)

レ ジスタ・ペアHL の内容を、アドレス・バスに割り付け、メモリを指定する。このメモリの内

容は一時的にCPU に取り込まれる。

バイト・カウンタB を1 だけ減じる。レ ジスタC の内容をアドレ ス・バスの下位側(AO からA7)  

に割り付け、(C) で指定可能な256 ポートのうちの1 つの入出力デバイスを選択する。

レ ジスタB はバイト・カウンタとして用い、その内容はアドレス・バスの上位側(A8 からA15)
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に出力する。次に、先にCPU に一時的に取り込まれたデータをデータ・バス上に置き、選ばれ

た周辺デバイスに書き込む。その後に、HL の内容を1 だけ増す。

もし、B の内容が零でなければ、プログラム・カウンタPC の内容を2 だけ減じ、この命令を繰

り返す。B の内容が零であれば、この命令は終了する。

もし命令実行前にB を零にセットしておけば、256 バイトのデ'一夕が出力される。

割り込みは1 バイト転送ごとに受け付けられ、CPU は割り込みシーケンスに入る。

各データの転送ごとに。2 つのリフレッシュ・サイクルを実行するO

オブジェクト・コードは次のとおり。

オブ ジェ クト・コー ド

1

1

1

1

1

1

0

1
1,1
1

0

1

1  ED

1 0

t

1_1140

」_01111  B3

実 行 : B キO のとき、

M サイクル:5,T ステート:21(4+5+3+4+5) 、実行時間:5.25 μS(4MHZ)    

B=0 のとき、

M サイクル:4,T ステート:16(4+5+3+4) 、実行時間:4.00 μS(4 MHZ)

プラグ :  S : 不定。

Z : セット。

H : 不定。

P/V: 不定。

N : セット。

C : 不定。

例  : レジスタ、メモリの内容が次のとき、

B:03}I            C:06H

HL:2000H

2000H 番地:88H

2001H 番地:B6H

2002H 番地:04H

OTIR

を実行すると、レジスタB 、HL の内容はそれぞれ00H 、2003H となり、入出力ポート

・アドレ ス0611に対応する周辺デバイスに、88H 、B6H 、04H が書き込まれる。
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|OUTD   ;(C) ←(HL),B ←B-1,HL ←HL-( ( オペ ランド な し)

レジスタ・ペアHL の内容をアドレス・バス上に割り付け、メモリを指定する。このメモリの内

容は、一時的にCPU に取り込まれる。

バイト・カウンタB の内容を1 だけ減した後、レジスタC の内容をアドレス・バスの下位側(AO

からA7) に割り付け、(C) で指定可能な256ポートのうちの1 つの入出力デ`バイスを選択する。

レジスタB はバイト・カウンタとして用い、その内容はアドレス・バスの上位側(A8 からA15)

に出力する。次に、先にCPU に一時的に取り込まれたデータをデータ・バス上に置き、選ばれ

た周辺デバイスに書き込む。最後に、HL の内容を1 だけ減じる。

オブジェクト・コードは次のとおり。

オブ ジェ クト・コー ド

1111

1

1

1

0

1

1

1

110111 ED 

1
1

0

1
1

1

0

1

1

1

0

1

1

1

1  AB

実 行 : M サイクル:4,T ステート:16(4+5+3+4) 、実行時間:4.00 μS(4MHZ)

プラグ :  S : 不定。

Z :B 一1=O ならばセ･･､卜、他の場合はリセット。

H : 不定。

P/V: 不定。

N : セット。

C : 不定。

例  : レジスタ、 メモリの内容が次のとき、

B:20H            C:06H

HL:2000H         2000H 番地:43H

OUTD

を実行すると、レジスタB 、HL の内容はそれぞれIFII、1FFFH となI八 入出力ポ

ート・アドレ ス06H に対応する周辺デバイスに43H が書き込まれる。
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、
9T ¶ｦﾂ

。_･_;｡｡｡｡(?)
‾゙‾(1'11y7____｡8‾゙?ｻﾂｰT ¶Tツ フ     ( オペランド なし)

レジスタ・ペアHL の内容をアドレス・バス上に割り付け、メモリを指定する。このメモりの内

容は、一時的にCPU に取り込まれる。

バイト・カウンタB の内容を1 だけ減じた後、レジスタC の内容をアドレス・バスの下位側(AO 

からA7) に割り付け、(C) で指定可能な256ポートのうちの1 つの入出力デバイスを選択する。

レジスタB はバイト・カウンタとして用い、その内容はアドレス・バスの上位側(A8 からA15)に

出力する。次に、先に一時的にCPU に取り込まれたデータをデータ・バス上に置き、選ばれた

周辺デバイスに書き込む。HL の内容を1 だけ減じ、もしB の内容が零でなければ、プログラム

・カウンタPC の内容を2 だけ減じ、この命令を繰り返す。B の内容が零であれば、命令は終了

する。

命令実行前にB を零にセットしておけば、256バイトのデータが出力されることに注意する。

割り込みは1 バイト転送ごとに受け付けられ、CPU は割り込みツーヶンスに入る。

各データの転送ごとに、2 つのリフレッシュ・サイクルを実行する。

オブジェクト・コードは次のとおり。

オブジェ クト・コード

1

1

1

1
1,0
」1111011   ED11011

⊥1 111011 11   BB

実 行 : B キ0 のとき、

M サイクル:5 、T ステート:21(4+5+3+4+5) 、実行時間:5.25 μS(4MHZ)    

B=O のとき、

M サイクル:4,T ステート:16(4+5+3+4) 、実行時間:4.00 μS(4 MHZ)

プラグ :  S : 不定。

Z : セット。

H : 不定。

P/V: 不定。

N : セット。

C : 不定。

例  : レジスタ、メモリの内容が次のとき、
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ALPHABETICAL

ASSEMBLY MNEMONIC

ADC A,s

ADC HL, ss

ADD A,(HL)

ADD A,(IX 十d)ADD A,(IY

十d)ADD A,

n

ADD A, r

ADD HL, ss

ADD IX, pp

ADD IY, rr

AND s

BIT b,(HL)

BIT b,(IX 十d)BIT b,(IY

十d)BIT b,r

CALL cc,nn

CALL nn

CCF

CPs

CPD

CPDR

CPI

CPIR

CPL

DAA

DEC IX

DEC IY

DEC m

Add with carry operand s

Add location (HL)to

Add value n

Add Reg

Test BIT

Test BIT

OPERATION PAGE

4
 
n
y
l

Q
 
Q

i‐
･
d
l
Q
 
C

C
Q
 
O

Q
 
Q

O
 
N

Q
 
Q

9
 

」
Q
Q

Q

68

125

126

127

124

149

148

84

73

Q
 
 
6
｣
r
o
r
l

54

55

83

82

C
X
)
C
X
)
Q
 
a

78

Add with Carry Reg･ pair ss to

Add location (IX 十d)toAdd location (IY

十d)to

Add Reg.r to

Add Reg. pair ss to HL

Add Reg･ pair rr to

Logica1 'AND' of operand s and

Test BIT b of location

Test BIT b of location

Can subroutine at location nn if condition cc is true

Unconditional call subroutine at

Complement carry

Compare operand s with

Compare 10cation (HL)and Acc. decrement HL and BC

ぼmp尼](r ヤ｡凹ﾖ｡叫｡ 竺･‥芒万 感‥巴｡? リ 町??y

Compare 】ocation(HL)and Acc. increment HL and decrement BC … …Compare

Iocation (HL)and Acc. increment HL, decrement BC repeat
一 一-

Complement Acc. (1' s comp.

Decimal adjust

Decrenlent I χDecrement IY

Decrement
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DEC ss

DI

DJNZ e

EI

EX AF,AF'

EX DE,HL

EX(SP),HL

EX(SP),IX

EX(SP),IY

EXX

HALT

IM O

IM I

IM 2

1N A,(n)

IN r,(C)

INC(HL)

INC IX

INC(IX 十d)INC IY

INC(IY 十d)INC r

INC ss

IND

INDR

INi

INIR

JP cc,nn

JP(HL)

JP(IX)

JP(IY)

Decrement Reg

Disa

PAGE

e
~
 
Q

Q
(
X
)

144

7
 

戸
0
C
X
D

9

Q
 
t
S
.

4
 
4

C
g
)
Q

4
 
4

S
 
Q

4
 
Q
u

7
 
(
X
)
C
U
X
)

88

158

158

Q
 
Q
t
~
 
a

Q
 
I
~
6
 
Q

77

｣
r
H
Q

7
 

ｑ

″

162

163

159

160

136

142

143

144

Decrement B and Jump re 】atjve if

Enable i

E χchange the contents of AF andExchange the contents of DE and

Exchange the 10cation (SP)and

Exchange the location (SP)

lncrement

lncrement

Exchange the location (SP)and

E χchange the contents of BC, DE,HL with contents of BC',DE',HL' respectively 

‥‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥‥

HALT(wait for interrupt or

Set interrupt mode

lncrement location

Set interrupt mode l

Set interrupt mode 2

Load the Acc. with input from

Load the Reg. r with input from device

lncrement location (I χ 十d) … … … … ……

lncrement location

lncrement Reg. 「

HL and decrement

Unconditiona1 Jump

lncrement Reg･ pairss  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥

Load location (HL)with input from port (C),decrement HL and B ‥…

Load location (HL)with input from port (C),decrement HL and

decrement B, repeat until B=O … … … … … … … … … … … … … … …

Load location (HL)with input from port (C);or increment

Unconditional Jump

Jump to location nn if condition cc is true

Unconditional Jump to (IX)
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JP nn

JR C,e

JR e

JR NC,e

JR NZ,e

JR Z,e

LD A,(BC)

LD A,(DE)

LD A,I

LD A,(nn)

LD A,R

LD(BC),A

LD dd,nn

LD dd,(nn)

LD(DE),A

LD(HL),n

LD HL,(nn)

LD(HL),r

LD I,A

LD(IX 十d),nLD(IX

十d),rLD IX,nn

LD IX,(nn)

LD(IY 十d),nLD(IY

十d),rLD IY,nn

LD IY,(nn)

LD(nn),A

LD(nn),dd

LD(nn),HL

LD(nn),IX

LD(nn),IY

LD R,A

Uuconditional jump to

Load Acc. with

Load Acc. with

Load l with

PAGE

Q
 
C
X
)

C
g
 
C
9

'
4
 

‐

137

139

141

140

22

23

25

23

Q
 
9
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CB2C

C82D

CB3E

DDC80

FC)CRO

CB3F

53E

53E

CB38

C839

C83A

CB3B

CB3C

CB3D

96

DD9605

FD9605
97

90

91

92

93

94

95

D620

AE

DDAE

FDAE

AF

A8

A9

AA

AB

AC

AD

EE20

01BO

0005

0020

05

05

NN

DIS

N

SRA

SRA

SRA

SpA

SRL

SR しSRLSRLSRLSRLSRLSRLSRLSR

しSUBSUBSURSURSU8SUBSUBSUBSUBSURSUBXORXORXORXORXORXORXORXORXORXORXOREQUEQUEQUEND

付12-

LH

D
E
H
L

く

(IX

(IY

)

÷0

÷D

IS 〉IS)

ID

I

φ

L

χ

H
I

A
B
C
D
F
H
L

く

ぐ

(IY

A
8
C
D
E
H
L
N

く

(

(

A
B
C
D
E
H
L
N
1
5

啼･DI

HL)

IX 十D11Y

キDI

BOH

20H

S)

S)

S)

S)



アセンブラ 例題

7
・こ
X
3
4
5
6

？
8
9
9
 
 
 
 
 
 
-

口

12

13

14

15

16

1?

18

19

2a

21

22

2J

24

25

26

2F

28

29

3a

3j

J2

J3

J4

35

J6

Jx

J8

J'9

4a

41

42

4J

44

45

28a 阿gcRo gssEM ∂LER り1.2 PgGE
1

8a ノ19 ノ･ﾐsa

qe2e

aaaJ

aaa6

eaag

qagc

aaaE

aajl

ea12

aa15

aa18

DI)gEal

DD4Eaa

Da56aJ

Da5E82

∂61a

21qsaa

D9

21eaae

llaaa8

D9

aa19 csXF

8aJ ∂ cs19ealD Jaa5aalF 19

8a28 Dg

aa2j ED5g

aa2J Dg

aa24 cs2J

aa26 csj2

sa2s Dg

a829 csIJ

ea2 ∂ cs12

∂82D Dg

aa2E laE9

aaXa

aa3J

8aJ6

aaJx

aa3g

aaJD

FD75ee

FD?4aj

Dg

FD?5a2

FD?4aJ

c9

;s μMPLE PRoGRpM

;

;uNsIGNED 16 sITs sJINgRy MuLTIPLy susRouT しN ご

;

;(I x･i-a7･･ り  INDIcgTEs THE gDDREss oFI MgL･TIPt, 。IEIR

; ぐ1･xf2H) INDIcpTEs THE gDDREss oF 阿gL,TIPI-IcQN1);(ly

キaH) INDIcgTEs THE gDDREss oFI REISUL 。T

;DE.DE' ご sHIFTING gREp FoR MgLTIPLIcgNI)

;HL,HL ゛x PgRTlgL REsuLTgREg

;g.c   x sHIFTING gREg FoR MgLTIPLIER

;8     x sHIFT couNTIER

L00P;

SHIFT;

X
 
 
X
 
.
j
 
 
Q
X
Q
X

Q
Q
Q
Q
Q
Q
x
Q
Q
x
 
Q
r
t
Q
f
Q
x
Q
x

L
L
L
L

し
L
E

。」
.
J
 」
J
 
(
j
)
Q
!
5
C
I
U
J
C
E
 
U」

SL.g

RL

EXX

RL

RL

EXX

DJNZ

LD

LD

EXX

LD

L.D

REr

END

Q,(IxtlH)

c, ぐIx 十aH)1),(1･x

十XH)E,(･i X+2H)s.16

Ht,.,aH

HL｡

1)E ｀

○
‥

Ｃ

NC

HL

aH

aH

SHIF･T

aE･

HL.,DE･

E
D

E
D

L00P

ぐly+aH) バ 。(ly

十JH),H

(ly+2H), 乙(llyｲ･･3H),H
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iLOgD HIGH ORDERMgLTIPLIER TOg

iLOgD LO ω ORDER MgLTIPLIER TOC;LOgD HIGH ORDER MqLI

‾IPLICgND TO;LogD Lou oRDER MnL･TIPLICQND TO;NUM8ER FOR COUNTING

;CLEgR PgRTIlgl-RESUL.TLO ω ORDER

;cI 。.EaR PgRTlgl-R ピsuLoT HIsH oR1)ER;cLEgR sHIFTING aREa

7SHIFTRIIGHTMUL 7･IPL IIEIR

;IF No c ぬRRy,JIUMP TO SHIFT;aDD sHD

………八し]D 阿剛/ 口1 円｡21CqND

;SHIFI･ 1.E･/ ………T MUL.TIIPLi･CqND

;RL …………PE.la 7'I UNIIIL COUNIlj･NG Is zERo;'sT･oga.32 sITs REsuLT

;(ly･4･･a/･･0 ; L.OUES17' oRI)ER syTE

ぶぐly 十IH) ご Lo ωEIR oRDER ∂yTE

;(ly+2H)X

i ぐjlyfJH) ご

ぷRE7'･URN

Hj･G/･ 一正I,況ORDER ∂yTEI

HIGHt ………TS･7̈  GRDER SyTE･

D
E



3.Z-80 CPU レジ スタ構成

主レジスタセッドMAIN REG SET 補助レジスタセットIALTERNATE REG SET

( アキユムレ ータ)ACCUMULATOR 

A �(

フ ラグレジスタ) FLAGS

REG   

F �(

アキユムレ ータ)ACCUMULATOR 

A ゛ �(

フラグレ ジスタ) FLAGS

REG  

F'
�|

B �C
�B' �C'

D �E �D ゛
� E '

�L
� H '

�L ブ

インタラプトページi(

アドレ スレジ スタ) 1NTERRUPTVECTOR�  
メモリリフレッシュR(
レジスタ   j MEMORY
REFRESH

IX( インデックスレジスタ)INDEX REGISTER

IY( インデックスレジスタ)INDEX REGISTER

SP( スタックポインタ)  STACK POINTER

PC( プログラムカウンタ)PROGRAM COUNTER

4 。 ア スキ ーコード表他

ア ス キ ー コ ー ド 表(7 ビ ッ ト コ ー ド)

専用レジスタ

汎 用 レ ジ スタ

犬
��
� 0

000 � 1001 � 2010 � 3011 � 4100 � 5101 � 6110 � 7111

0  0000
1  0001

2  0010
3  0011

4  0100
5  0101 ���NULSOHSTXETXEOTENG�DLEDCIDC2DC3DC4NAK�SP l rr

毒

$
% �012345�

μABCDE�PQRSTU�tabCde�pq

「StU

6  0110
7  0111

8  1000
9  1001

A  1010 ���ACKBELBSHTLF�SYNETBCANEMSUB�&/()* �6789 �FGHIJ �VWXYZ �fgh
自j �VWXyZ

B
C

D

E
F �

�11
00

01

10
11 �VTFFCRSOSI�ESCFSGSRSVS

�

十

一/
�

て=>?�KLMNO �lX]

↑- �klmn

○ � { 1

}

~DEL

2 の ぺ き 乗

2n

256 

512 
1024  

2 048 
4 096 
8 192 

16 384 

32 768 
65 536 
131072  

262 144  
524 288 

1 048 576 
2 097 152 

4 194 304 
8 388 608
16 777 216 �89101112131415161718192021222324

16 の べ き 乗

20=160

24=161

28=162

212=163

216=164

220=165

224=166

228=167

232=168

236=169

240=1610

244=1611

248=1612

252=1613

256=1614

260=1615

�16"

�           1
16 

256 
4 096 

65 536 
1 048 576 

16 777 216  
268 435 456  

4 294 967 296  
68 719 476 736   

1 099 511 627 776   
口592 186 044 416   

281 474 976 710 656  
4 503 599 627 370 496  
72 057 594 037 927 936

1 152 921 504 606 846 976�0123456789101112131415

16 進 桁

6 �5 �4 �3 �2 �1

HEX=DEC �HEX=DEC �HEX=DEC �HEX=DEC �HEX=DEC �HEX=DEC

0    0
1 1 、048,5762 2,097,1523 3.145.7284

4.194,304
5 5,242,880
6 6.291.456
7 7.340.032
8 8.388.608
9 9,437.184
A 0,485160
B I.534.336
C 2.582.912
D 3,631,488
E 4.680.064
F 5.728.640 �0    01 

65,536
2  131,072
3  196,608
4 262,144
5 327,680
6 393.216
7 458,752
8 524,288
9 589.824
A 655,360
B 720,896
C 786.432
D 851,968
E 90,504
F 983,040 �0    01 

4,096
2  8.192
3  12.288
4  16.384
5  20,480
6  24.576
7  28,672
8  32.768
9  36､864
A  40.960
8  45.056
C  49 、152D 
53.248

E  57,344
F  61,440 �0    01 

256
2   512
3   768
4  1.024
5  1.280
6  1 、5367 
1.792

8  2.048
9  2,304
A  2,560
8  2.816
C  3.072
D  3.328
E  3.584
F  3.840 �0    01 

16
2   32
3   48
4   64
5   80
6   96
7   12
8   28
9   44
A   60
B   76
C   92
D   208
E   224
F   240 �0    01 

1
2    2
3    3
4    4
5    5
6    6
7    7
8    8
9    9
A    O
B    I
C    2
D    3
E    4
F    5

0123 �4567 �0123 �4567 �0123 �4567

BYTE ��BYTE ��BYTE

一 付14-



●シャープ㈱は,Z-807 アミリについてZilOg 社と技術提携し,日本

における実施権を保有しております。

●シャープ㈱は,Z-80 ファミリに関するZilOg 社の刊行物の複製を

する権利を同社から許諾されております。

読者は, 本書のどの部分でもシャープ㈱に無断で複製したり, 転載

したり, または引用することはできません。

●Z -80 ファミリについてのデータとか, 最新情報は, 下記にお問い

合わせ下さい。

1∂'1･・-11, 格 式 会tt

本       社

IC 事 業 本 部

国内電子部品営業本部

東 部 地 区 営 業

北 関 東 駐 在

水 戸 駐 在

長 野 駐 在

静 岡 駐 在

中 部 地 区 営 業

浜 松 駐 在

西 部 地 区 営 業

福 岡 駐 在

〒545

〒632

〒545

〒162

〒361

〒310

〒399

〒422

〒454

〒430

〒545

〒816

大阪市阿倍野区長池町22 番22 号

奈良県天理市榛本町2613 番地の1

大阪市阿 倍野区長池町22 番22 号

東 京 都 新 宿区 市 谷 八幡 町8 番地

埼玉 県行田 市門井町2 丁目5 番地

茨城 県水戸 市千波町1963 番地

松 本 市 芳 野8 番 1 4 号

静 岡 市 曲 金6 丁 目8 番44 号

名古屋 市中川区山王3 丁目5 番5 号

浜 松 市 植 松 町14 ワ6 の2

大阪 市阿倍野区長池町22 番22 号

福岡市博多区井相田2 丁目12 番1 号

魯((死5)621-122!(大代表)

魯(07436)5-1321(大代表)

雲(06)621-1221( 大代表)

酋(03)260-1161( 大代表)e(0485)53-3127(

代 表)

酋(0292)43-7600(代 表)

魯(0263)27-1677(代 表丿

酋(0542)83-0081(代 表)

酋(052)332-2681(代 表)

き(0534)65-1207(代 表)

魯(06)621-1221( 大代表)a(092)582-5245(

代 表)
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SHARP

1,酋y一気 格式会 社
本 杜

IC 事 業 本 部

国内電子部品営業本部

東 部 地 区 営 業

北 関 東 駐 在

水 戸 駐 在

長 野 駐 在

静 岡 駐 在

中 部 地 区 営 業

浜 松 駐 在

西 部 地 区 営 業

福 岡 駐 在

〒545

〒632

〒545

〒162

〒361

〒310

〒399

〒422

苧454

干430

〒545

〒816

大阪市阿倍野区長池町22 番22 号

奈良県天理市標本町2613 番地の1

大阪市阿倍野区長池町22 番22 号

東 京 都 新 宿区 市 谷 八 幡町8 番 地

埼玉 県行田 市門井町2 丁目5 番 地

茨城県水戸 市千 波町1963 番 地

松 本 市 芳 野8 番 1 4 号

静 岡 市 曲 金6 丁 目8 番44 号

名古屋市中川区山王3 丁目5 番5 号

浜 松 市 植 松 町14 ワ6 の2

大阪市阿 倍野区長池町22 番22 号

福岡市博多区井相田2 丁目12 番1 号

酋(06)621-122!( 大代表)

き(oﾌ436)5-↑321(大代表)

豊(06)621-1221( 大代表)

霖(03)260-1161( 大代表)

魯(0485)53-3127(代 表)

き(0292)43-7600(代 表)

酋(0263)27-167ﾌ(代 表ﾉ

魯(0542)83-0081(代 表)a(052)332-2681(

代 表)a(0534)65-1207(

代 表)a(06)62

川221( 大代表)

魯(092)582-5245(代 表)

昭和61 年5 月作成|1 部-180U Z1 (6)
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